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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　石造りの部屋には、冷たく張り詰つめた空気が漂ただよっていた。

　フィル・アーウェンは、わずかに身体からだを震ふるわせ、手にした魔術師の杖つえをぎゅっと握にぎりなおした。

　窓がひとつもない閉ざされた部屋に、フィルは立っていた。松明たいまつの樹じゆ脂しが焦こげる、かすかな音だけが聞こえてくる。静せい寂じやくに息苦しさを感じ、ごくりと唾つばを飲みこむ。

　葡ぶ萄どう酒しゆが飲みたいと思った。

　導師昇格の試練が無事に終われば、仲間と祝杯を上げる予定だ。しかし、フィルはこの約束を三度断わっている。

「こんどこそ……」

　フィルは唇くちびるを嚙かみしめ、葡萄酒のことを頭の隅すみに追いやる。

「フィル・アーウェンよ。汝なんじは、導師への昇格を希望するか」

　目の前に立つ老人が話しかけてきた。

　くすんだ白い色のローブを身にまとい、フードを深くかぶっている。そのため、老人がどんな表情をしているのか、フィルには分からない。

　ガリク・ヴォーレスト。ルーナム魔術師ギルドの最高導師に位置する人物だ。

　その後には、色違いのローブを着た人物がふたり控ひかえている。いずれも、この魔術師ギルドの高位の導師たちだ。

「昇格を希望します」

　フィルは汗あせばむ手で、ふたたび杖を握り直した。

「よろしい。すでに行なわれた試練において、汝は充じゆう分ぶんな知恵と知識を持つ証あかしを立てた。最後に、汝が導師たるにふさわしい技を示せ」

　老人の脇わきに立っていた導師のひとりが、ゆっくりと前に進みでてくる。

「魔術師の証たる杖をこれへ」

　フィルは魔術師の杖を両手に乗せると、神に供く物もつを捧ささげるように手渡した。

　杖を受け取ると、導師はしずしずと元の位置まで下がっていった。

　杖を握っていた手の平が、奇き妙みような違い和わ感かんを覚え、汗ばんでくる。ローブの裾すそで汗を拭ふくが、その感じは消えない。

　心臓の鼓こ動どうが早まる。

「汝自身の幻げん影えいを創つくりだせ」

　淡たん々たんとした声で、ガリクが宣言した。

「分かりました、尊師ガリク」

　魔術師の杖を持たずして、呪じゆ文もんを唱となえる。

　これが、最後の試練なのだ。

　呪文を唱えるとき、魔法の発動体たる杖は、精神集中の手助けとなり、魔力を解放する媒ばい体たいともなる。

　しかし、熟達した魔術師であれば、己おのれの意志の力だけで呪文を発動させることができる。言い換かえれば、それができなければ熟達した魔ま術じゆつ師しとは言えないのだ。

　それゆえ、導師の資格を得るには、魔術師の杖つえなしで呪じゆ文もんをとなえ、意志の力だけで魔力を制せい御ぎよできることを証明しなければならないのだ。さもなければ、魔術師ギルドの幹部として、魔術の奥おう義ぎに触ふれることは許されない。

　不安を深く沈め、精神を集中させる。

　口頭試問には合格した。自分には導師となる資格があるのだ。

　自分にそう言い聞かせ、深く息を吸い込こむと、心が落ち着いてくる。

　幻げん覚かくの呪文を思い出し、心の中で二度暗あん唱しようする。

　今までに、何度も唱えてきた呪文だ。間ま違ちがうはずはない。

「万物の根源、万能なる力……」

　口はなめらかに動き、正確な抑よく揚ようで呪文を唱となえる。指の先まで神経を張はりめぐらせた両腕は、流れるように定められた身み振ぶりを行なう。

　体はフィルの思う通りに動き、呪文は完かん璧ぺきだと思えた。

　今度こそ、成功する。

「まやかしの光となりて、偽いつわりの形を造りだせ！」

　最後の動作に、フィルは右手を前につきだす。

　呪文は完成したはずだ。

　フィルは祈るような気持ちで目を閉じた。そして、体中に満ちた魔力が右手に集まり、そこから溢あふれだす感覚を待った。

　しかし、いつまで待ってもその感覚は訪れなかった。

　フィルは目を開いた。そこには己おのれの幻覚があるはずなのだが、微かすかな光すら見えなかった。

　そんなはずはない。ふたたび目を閉じ、自分の姿を思い描いて、意識を集中させるが、幻覚が現われる手ごたえはなかった。

　長い時間がすぎたかのように思えた。

「そこまでだ。フィル・アーウェンよ」

　老人の声が、部屋の中に響ひびく。

　目を開けると、先程の導師が杖を差し出していた。

「汝なんじは、いまだ導師の技に達しておらぬようだ。今一度、修行にはげむがよい」

　フィルは無言のまま一礼し、杖を受け取った。

　また試練に失敗したのだ。




　ホールで待つ友人たちに四度目の断わりをいれると、フィルはギルドの近くに借りている自分の部屋に戻もどった。

　そこは下宿屋の一室で、わずかな家具とベッドがあるだけの質素な部屋だ。

　ベッドに腰こし掛かけ、杖を見つめながら、ため息をつく。

「やっぱり、才能がないんだろうか」

　魔術は、それを行使する者の素質に大きく左右される。

　よい例が、〝魔女〟の二つ名で知られる隣りん国こくオーファンのラヴェルナだ。二十歳にも満たないころに数々の高位魔術を修得し、アレクラスト大陸を見聞する旅にでている。しかも、その困難な旅を終え、最近オーファンに無事帰き還かんしたそうだ。

　自分には魔ま術じゆつの才能がない、フィルはそれを認めたくはなかった。

　しかし、今日の試練を振ふり返ってみても、どこで失敗して呪じゆ文もんが発動しなかったのか、分からなかった。それどころか、完かん璧ぺきにできたという確信すらある。

　それなのに呪文が発動しないということは、才能が欠けているということだ。理性はそのことを告げていた。

　だが、フィルはその声を聞こうとしなかった。聞けば、何もかもが駄だ目めになりそうで、怖こわかったのだ。

　やり切れない気分のフィルは、気を紛まぎれさせるために、酒場へと足を向けた。

　外は、夜の帳とばりに覆おおわれていた。




　酒場は下宿の近くにあった。

　大通りを一本横道に入ったところにある古ふる惚ぼけた店で、入口には木き彫ぼりの魚の看板が吊つるしてある。

　木もく魚ぎよ亭てい。それがこの店の名前だ。

　扉とびらを押し開き、中に入ると、その看板が扉に当たり、乾いた音を店内に響ひびかせる。

　しかし、その音は客の声にかき消されてしまう。いつもと同じように、酒場は繁はん盛じようしていた。

　フィルは中に入ると、隅すみにぽつんと空いている席に腰こしをおろした。

　なじみの顔が何人かいる。みんな陽気そうだ。

　しかし、今日は一いつ緒しよに飲むような気分ではなかった。向こうも、試練のことを知っているのだろうか、話しかけてはこない。

「酒。それと料理を適当に」

　給仕に、ぶっきらぼうに注文を伝えた。

　やがて運ばれてきた酒を一息で飲み干すと、二杯目を注文する。

　ところが、二枚目を呷あおろうとしたとき、フィルの背中を誰だれかが強く叩たたいてきた。

　酒がこぼれ、ローブにかかる。

　フィルは振ふり返ると、そこにいた者をキッと睨にらみつけた。

　一人のドワーフが立っていた。赤毛の髪に顎あご髭ひげが印象的だ。

　今は酒に酔よっているため、鼻の先まで赤く染そまっている。

「何かようか、ガイン」

　フィルはテーブルに向き直ると、ジョッキに残った酒に口をつける。

「お前さんがしけた顔をしているんで、つきあってやろうと思ってな。酒は心の薬じゃ、飲めばどんな悩みもたちどころに消えてしまうぞ」

「そうさせてもらうから、ゆっくりと飲ませてくれないかな」

　作り笑いを浮かべ、やんわりとガインを追い払おうとする。

「わしが話を聞いてやろう。また導師の試練に落ちたんだってな」

　酒を飲みかけたフィルの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「君には関係ないことだ。一人にしてくれないか」

「そう邪じや険けんにするな。試練に落ちた者同士、仲よくしようや」

　睨にらみつけるフィルの視線を無視して、ガインはフィルの横に座った。

「見習いにもなれない君と、同じにしないでくれ」

「よほどご機き嫌げんななめと見えるな。じゃが、過ぎてしまったことを悔くやんでもしかたがないぞ。わしのように、明日に希望を持っていなければならん。絶望は愚おろか者がすることじゃ」

　そう言って大笑いすると、フィルの背中をまた強く叩たたく。酒に酔よったときの、ガインの癖くせのひとつだ。

　迷めい惑わくな癖くせである。ガインと酒を飲むと、いつも背中が痛い。

「まだ、魔ま術じゆつ師しになるつもりなのか。ドワーフと魔術は相あい性しようが悪いと何度も言ってるだろう。どんなに努力しても無む駄だなんだよ」

「知ってるよ。わしの師し匠しようも、一生かかっても駄目かもしれないと言っておる。しかし、水滴が長い時間をかけて岩に穴を穿うがつように、わしも努力すれば、いつかは魔法が使えるようになるはずじゃ」

　いいように言えば信念の人だが、ようは頑がん固こなだけである。

「なにはともあれ、とりあえず乾かん杯ぱいといこう」

　ジョッキを高く掲かかげる。

　フィルも渋しぶ々しぶジョッキを合わせる。

「わしとお前さんの魔術のために」

　ガインは杯さかずきを一息に飲み干し、フィルはちびりと口に含んだ。

「ところでフィル。面白い話があるんだが、聞く気はあるか？」

　ガインは声を潜ひそめ、フィルの耳元でささやいた。

　彼がこういう風に言うときは、たいていはろくでもない話だ。

「実はな、ドワーフでも魔法が使える方法がついに分かったのじゃ」

「またその話かい。今までに何度も聞いたよ」

「我が理論によると、ドワーフには魔術の素質が欠けている。その素質さえ得ることができれば、ドワーフでも呪文を唱となえることが可能じゃ」

「魔力の上がる霊れい薬やくや品物、儀ぎ式しきや呪じゆ文もんなどなど、そう言って今までにも試したけれど、どれも効果はなかったじゃないか」

「今度の話は確実だ。ギルドの図書館の奥で古こ文もん書じよを見つけたんじゃ。それによると、古代魔法王国時代の魔術師が迷宮をつくり、魔法の杖つえを隠かくしたそうだ。それを手にすれば、魔力が弱い者でもより上位の魔術を行使できるようになるそうだ」

「それを使えば、ガインでも魔法を唱えられるのかい？」

「もちろん」

「でも、ガインの話はあてにならないからなあ」

　疑いの眼でガインを見る。

「そう言うな。杖を手にすることが出来れば、お前の魔力も上がるかもしれん。そうすれば、導師の資格も夢ゆめじゃないぞ。悪い話じゃないと思うがな。それに魔法王国期の文ぶん献けんが見つかれば、お前の魔術の腕も上がるんじゃないか」

　そう言われると、確かに心ひかれるものがある。

「でも、どうして僕ぼくを誘さそうんだい。一人で行けばいいじゃないか。僕は迷宮なんてところには行ったこともないんだから、連れていっても役には立たないよ」

　フィルは、肩かたをすくめてみせた。

「別の文ぶん献けんだが、ある魔ま術じゆつ師しが力を求めて迷宮に挑いどむという物語があるんじゃ。わしの研究によると、その物語はこの迷宮をモチーフにして書かれたようじゃ」

　ガインは自分の研究の成果を得意気に話しはじめた。酒が入っているせいか、段々と声が大きくなる。といっても酒場の喧けん噪そうの中では、酔よったドワーフが、がなり立てているようにしか見えなかった。

「それによると、その迷宮は遺産の継けい承しよう者しやたる魔術師を決めるために作られた物らしいのだ。そうなると、中には魔法を使わないと進めない場所があるかもしれん。残念なことに、わしは魔法が使えないから、お前さんの助けが必要なんじゃ」

　ガインの目は真しん剣けんそのものだ。

「他ほかの人に頼たのんでよ。僕は忙いそがしいんだ」

　興味ないといった表情で、ガインの言葉を遮さえぎる。

「他の奴やつは、わしの話に耳を貸そうとしないんだよ。お前だけが頼みなんだ」

　頼りにしてくれるのはうれしいが、こんなことで頼りにされても困ってしまう。

「迷宮ってところには怪かい物ぶつがいるんだろう。それに罠わなだってあるし、冒ぼう険けん者しやでも雇やとったらどうだ？」

　フィルは、酒場を見回してみた。今日はいないようだが、日によっては遺い跡せきで大金を持ち帰った冒険者が、大おお騒さわぎしているのを見かける。

「試練の迷宮だから、危険な怪物などおらんはずだ。わしには多少ながら罠の知識もある。冒険者を雇う必要などない。あいつら、金だけは人一倍に取るくせに、その働きは半人前じゃ。わしらだけで充じゆう分ぶん。大船に乗ったつもりで安心せい」

　ガインは胸を叩たたき、また大笑いする。

　フィルは、ジョッキの中の酒を見つめながら、どうするか悩んでいた。

　魔術の才能が身につくとなれば、これを見み逃のがす手はない。

　ここは、駄だ目めでもともと。

「危険がないならば……、行ってもいいかな」

「よし決まりだ。それでは、わしらの成功を祝って、もう一度乾杯といこう」

　二人は杯さかずきにそそがれた酒を飲み干した。




　　　　２




　フィルにとって冒ぼう険けんといえば、導師の助手としてルーナム近くの遺跡や、ユニコーンの森の周辺部に行ったことぐらいだった。といっても、道中は傭よう兵へいたちに守られた安全なもので、とても冒険と言えるものではなかった。

　出発の日の早朝、フィルは準備を整え、ガインとの待ち合わせ場所の広場に急いだ。

　今日は市の立つ日だったので、早朝の広場には露ろ店てんが立ち並び、人でいっぱいだ。朝早くにも関わらず、みんな大声を張り上げ、値段の交こう渉しようをしている。

　その人込みの中を縫ぬうように歩き、ガインを捜すと、彼は広場の真ん中に立つ、大きな木の下にいた。

　背中に大きな背負い袋ぶくろをかつぎ、動きやすいデザインの厚手の服を着ている。武器や鎧よろいは身につけていなかった。

「おはようガイン」

「遅おそかったな。フィル。んっ、なんじゃその恰かつ好こうは？」

　フィルの姿を見たガインは、目を大きくして驚おどろいた。まっさらの革かわ鎧よろいを着ていたからだ。

　魔ま術じゆつの手続きに必要な動きの妨げになるので、魔ま術じゆつ師しは鎧を身につけない。しかし、革鎧なら体の動きをあまり制限しないので、危険な場所に出かける魔術師は、革鎧を身につけることがある。

　さらに、フィルは傷一つない小しよう剣けんを腰こしにさし、背中には革の匂においが残る真新しい背負い袋を背負っていた。どこからみても、新米の冒険者の出いで立ちだ。左手には、しっかりと魔術師の杖つえが握にぎられている。

「どこかおかしいかい？　冒険に行くんだったら、これぐらいの装備は揃そろえないと。もしものことがあったら、困るからね」

「確かに用心に越したことはないが、わざわざ装備一式を新調することはなかろう。普ふ段だんの服装でも充分だと思うが……」

　ガインはフィルの服装を眺ながめ、呆あきれかえっていた。

「迷宮の中には怪かい物ぶつがいなくても、その途と中ちゆうに何があるか分からないじゃないか。街の外では無法者が暴れているって話しだし、森にはゴブリンや狼おおかみだっているんだ。ガインは気楽すぎる」

「わしに言わせれば、お前さんは心配しすぎじゃ。もう少し人生を楽しんだ方がいいぞ。ちょっと森に行くぐらいで狼やゴブリンに襲おそわれるんじゃ、狩人かりゆうどや木こりは、とうの昔にいなくなっとるわい」

　ガインの妙な理り屈くつを聞き、フィルは言い返すのをやめた。頑がん固こ者もののへ理屈は、聞き流すにかぎる。

「まあ、仲良く行こう。冒険で一番大切なものは、仲間同士の協力じゃ。こんなところで喧けん嘩かしてちゃ、成功するものも成功せんぞ」

　荷物を担かつぎ直し、二人は街の門をくぐった。

　空は晴れ渡っていたが、フィルの心の中は、不安の雲が垂れ込めていた。




　目的の迷宮は、ルーナムから二日ほど旅をしたところにある森の中にあった。

　旅は極めて順調で、危ない目に会うこともなく、目的地に到着した。冒険とは危険なものだと、覚かく悟ごしてきたのに、何も起きないと拍ひよう子し抜ぬけだ。

「ほれ、見てみろ。面めん倒どうに出会わずにこれただろう」

　まるで自分のおかげで無事だったと言わんばかりに、ガインは胸をはる。

「たまたま運がよかっただけかもしれないじゃないか。帰りは、何かあるかも……」

　むきになって言いたてるが、ガインは大だい丈じよう夫ぶだと言って笑うだけだった。

　とにかく、昼過ぎにはガインがいう場所に到着した。

　そこは森の中の開けた場所で、一目見た感じでは何も無いように見える。しかし、注意してみれば、そこかしこに建物の土台や崩くずれた石いし壁かべの瓦が礫れき、倒たおれた石柱が転がっていた。

　それらは半ば土に埋うもれ、全て苔こけにおおわれていた。時間の流れが人の作ったものを飲み込こもうとしているかのようだ。あと数年で、ここに遺い跡せきがあることすら分からなくなるだろう。

「で、その迷宮ってのはどこにあるんだ？　ここは廃はい墟きよにしか見えないんだけど」

　フィルは手近な石いし壁かべの苔こけを剝はがしてみる。その下から輝かがやく光の玉を掲かかげる女性の見事なレリーフが現われた。それは古代魔ま法ほう王国期のものだった。

「それが、第一の謎なぞだな」

　荷物をおろしたドワーフは、周りを調べはじめた。

「なんだそりゃ」

　嫌いやな予感がフィルの頭をよぎる。

「物語や文ぶん献けんの情報から判断するに、迷宮があると予想される場所はここじゃ。しかし見ての通り、ここは瓦が礫れきが転がる魔墟だ。しかも、小さなホール状の建物だったらしく、迷宮ではない」

「つまり、がせネタだな。こんなことなら、家で勉強でもしてりゃよかった。革かわ鎧よろいを買うのだって安くないんだぞ」

　フィルは頭を抱かかえた。

「それはちがうぞ、フィル」

　フィルの言葉にガインが答える。

「ここには確かに迷宮があるはずなんだ。しかし、それを見つけたものはいない。つまり、入口は巧こう妙みように隠かくされているということだ。それを見つけだすことが最初の試練といえるな」

「でも、冒ぼう険けん者しやがここを調べたことぐらいはあるんだろう？　それで見つかっていないんだから、僕たちに見つけられるわけがないよ」

「いいや、ここを調べた冒険者はいない。見ての通り、完全に崩くずれさった遺跡だ。宝物がないので、冒険者は寄りつきもしないのじゃ。それに、こういう遺跡を調べることに関しては、冒険者たちより、わしたちの方が適任だと思うぞ」

「確かに部屋にこもっての研究なら僕らの領分さ。でも、これは研究じゃなくて探検だ。それなら冒険者の方が本職だと思うけど」

　むっとした顔で、ガインの目を見る。

「わしは一人でも捜さがす。やる気がないんだったら、その辺の瓦礫でも集めて、持って帰るといい。研究材料になるぞ」

　ガインは大声で怒ど鳴なると、フィルの視線に背を向け、黙もく々もくとあたりを調べはじめた。

　フィルは手近な石の上に膝ひざをかかえて座り込んだ。ガインは、苔をはがして柱の文字を読み、瓦礫をどけている。

　何時間も根気よく調べ続けるが、なにも見つからないようだった。

　やがて日が傾き、空が赤く染そまりだす。

「ガイン、今晩はどうするんだ？」

「野宿にきまっとるだろう。フィル、暇ひまだったら準備をしてくれ」

　無む駄だ足あしを踏ふませておきながら野宿の準備をさせるとは、ドワーフってやつはなんて厚こう顔がん無む恥ちなんだ。フィルは心の中で愚ぐ痴ちをこぼした。

　しかし、夜よ露つゆに濡ぬれて寝るのも嫌だったので、しぶしぶ野宿の準備をはじめた。

　それが終わるころには、あたりはすっかり暗くなっていた。ガインは取りつかれたように、遺い跡せきを調べている。暗視能力のあるドワーフは、星灯あかりの下でも昼間のように物を見ることができるのだ。

「なあ、ガイン。明日にしないか？」

　フィルは焚たき火にかけられた鍋なべの中身をかき混ぜながら、黙もく々もくと作業を続けるドワーフに話しかけた。スープの匂においが、あたりに漂ただよっている。

「わしは一刻も早く、魔ま術じゆつ師しになりたいんじゃ。そのためなら、どんな努力も惜しまんぞ」

　と口では言っているが、ドワーフは半分意地になっているようだ。

　しょうがない。フィルは肩かたの力を抜いた。

「わかったよ、ガイン。君の熱意には負けたよ。僕も手伝うから、とにかく食事にしよう。お腹がへってたら、なにもできないぞ」

　その言葉を聞いたガインは、笑えみを浮かべた。

「すまん、フィル。わしとしたことが、つい自分を見失ってしまった」

　すまなさそうに頭をかくガイン。

「日が暮れたのに飯を喰くわんとは、なんたる不覚」

　ガインは大声で笑った。




　食事をすませた二人は、焚たき火を囲んでいた。薪まきが爆はぜる音がする度に、小さな火の粉が舞まい上がる。

「これからどうするんだい、ガイン」

　ガインがあれだけ捜さがしても手がかりなしだ、自分が捜しても何かが見つかるとは思えなかった。

「わしは、ここの地下に迷宮があると思っておる」

「たぶんそうだろうね。でも、これだけ調べて何もないんだから、入口は機械的な仕掛けじゃないと思う。魔術師の作った迷宮って言うくらいだから、転移の魔法でも使って中に入るんじゃないかな」

「いい考えだが、違うと思うぞ。この迷宮の製作意図から言って、魔力の弱い者が挑いどんだに違いない。しかし、転移の魔法は高度な魔術じゃ。それを使えなければ迷宮に入れないというのは、おかしな話じゃ」

　考えが行き詰つまってしまった。

　二人は揺ゆらめく焚たき火の炎を見つめながら、しばらく考えを巡めぐらせる。

　不意にフィルが顔を上げた。

「移送の扉とびらというのはどうかな？　あれなら誰だれにでも使える」

「なるほど、それなら充分に考えられるぞ」

　ガインの目が輝かがやく。

「でも、移送の扉なら見つかっていてもおかしくないし、もし見つかったとしても、この様子じゃ壊こわれているかも……」

　フィルは杖つえを手に取り、立ち上がろうとしたところで、自分の論理の穴に気がついた。

「悩むのはあとじゃ。とにかく捜そう。フィル。魔法感知の呪じゆ文もんだ」

　うなずくと、フィルは魔力感知の呪文を詠えい唱しようしはじめた。

「マナよ、魔法の根源よ。我に汝なんじの姿を見せたまえ」

　精神を集中するにしたがい、感覚が研とぎ澄すまされ、魔ま法ほうのオーラが目に見えるようになる。

「あったぞ。遺い跡せきの中央にある円形の石いし舞ぶ台たいが、魔力の光で包まれている」

　石舞台は直径三メートルほどの大きさで、台座の部分には植物をデザインしたレリーフが彫ほられている。それが、淡あわい光を放っているのだ。

「それだ！」

　ガインは飛び上がって喜んだ。

「でも、あそこは昼間に調べていなかったっけ？　作動しないとなると、閉じてしまった扉とびらなのかも……」

　石舞台は、この廃はい墟きよの中でその形を保っている唯ゆい一いつの物である。昼間、ガインはこの石舞台を丹念に調べていた。

「おそらく、合言葉じゃ。この手の魔法装置は、合言葉を必要とする場合が多い」

「何か手がかりはないのかい？」

　五百年も前の話だ、手がかりなくして合言葉を捜すことは不可能だ。

「その点は心配いらん。例の物語の中に、それらしき言葉がのっていたのじゃ」

　ガインは荷物の中から、手て垢あかで黒く汚よごれたノートを取り出した。彼の研究用のノートだ。

　もどかしげにページをめくる。

「魔術師が、試練を受ける迷宮の双子の門番に告げる言葉がこれじゃ。『われ、力を欲する者なり』これが合言葉ではないかな」

「それって、作り話なんだろ。大だい丈じよう夫ぶかな」

　疑わしい目つきでガインのノートを覗のぞき込む。

「双子と言う所が、両開きの扉もしくは鍵かぎと錠じようを連想させるではないか。いいや、そうに違いない」

　そう言われてみれば、そんな気もする。しかし、ガインは絶対の自信を持っているようだ。

「とにかく行動あるのみ。さあ、迷宮にいどむぞ。さっそく準備をせい」

　ガインはノートをしまい、荷物を担かつぎ上げると、うれしそうに石舞台に駆かけ寄って行く。

「フィル。お前も早く来い」

　ガインにうながされ、フィルは焚たき火を消し、荷物を手にした。

　何の変へん哲てつもない石舞台を見ると、ほんとうにこれが移送の扉なのか怪あやしくなってくる。

　そんな心配をよそに、ガインは下位古代語で合言葉を唱となえた。

「われ、力を欲するものなり」
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　石舞台は、何の反応も無いように見えたが、一いつ瞬しゆんの間をおいて魔力が働き、床ゆかの部分が光りだした。

「やっぱり、こいつが移送の扉だったんじゃ」

　ガインの興こう奮ふんした声が聞こえてくる。しかし、その姿は光に飲み込まれてしまい、見えない。

　光はますます強くなり、眩まぶしさのあまり目が開けていられないほどだ。

　まさか罠わなじゃないだろうな。耐えがたいほどに眩しい光の柱の中で、フィルは思った。

　次の瞬間、体が浮いたような感じがした。同時に、目の奥が痛むほどの光が、不意に無くなった。

　ゆっくりと目を開けてみる。始めはよく見えなかったが、慣なれるにしたがって周りが見えてきた。

　そこは大きなホールだった。高い天てん井じようには、魔ま法ほうの灯あかりがいくつも輝かがやき、部屋の中を照らしだしている。柱に施ほどこされた彫ちよう刻こく、大きな壁かべ一面に描かれた風景画は紛まぎれもなく古代魔法王国時代のものだ。

　二人は、中央にある石いし舞ぶ台たいの上に立っていた。

「すごい」

　フィルはその荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きの場所を見て、ため息をついた。

「ふうむ。迷宮というよりは、迎げい賓ひん館かんといった感じだな。魔ま術じゆつ師しの迷宮というから、陰気な場所を想像していたんじゃがな」

　石舞台を飛び降りたガインは、壁へき画がを眺ながめながら呟つぶやいた。

「壁のつくりは、古代ドワーフ様式か」

　どうやら、ドワーフは壁画より建築様式の方に興味があるらしい。

「とにかく、奥にいこう」

　放っておいたら、切りがなさそうだ。興味深そうに柱を眺ながめるガインをせかす。

　その時、この部屋のたったひとつの出入口から、ぶら下げた木の棒がかちゃかちゃと当たるような音が聞こえてきた。二人は、顔を見合わせるとそちらを注視した。

　現われたのは、一体の骸がい骨こつだった。新月刀と円形状の楯たてを構えている。竜りゆう牙が兵へいだ。

　竜牙兵は、魔術によって竜の牙きばから作り出された怪かい物ぶつで、外見は人間の骸骨と同じにみえる。強敵に分類される怪物で、その動きは素早く、繰くり出される新月刀の一いち撃げきはベテランの戦士をも凌りよう駕がする。

「どうするガイン。あんな怪物、とてもじゃないが手に負えないよ」

　フィルは、見えない足あし枷かせに捕とらえられているかのように、そこから一歩も動くことができなかった。

　胃がきつく絞めつけられ、冷や汗あせが吹きだしてくる。

「落ち着けフィル。まだ襲おそいかかってくると決まったわけではない」

　ガインの言うとおり、竜牙兵は剣こそ持っているが、それを構えてはいない。ただ、こちらに向かって歩いてくるだけだ。

　しかし、眼のない二つの空くう洞どうから、その意志を読み取ることはできない。

　そうしている間にも、竜牙兵は近づいてくる。

　指先一つでも動かすと、いきなり斬きりつけられそうに思えたので、フィルは身動きができなかった。ガインは落ち着いたもので、万が一に備えて身構えている。

　しかし、竜牙兵は二人の前にくると、深々とお辞儀をした。

「一体、こいつは何をしているんだ？」

　竜牙兵の意外な行動が理解できないフィルは、ガインに囁ささやきかけた。

「わしにも分からん。礼儀正しい竜牙兵の話は、聞いたことがない」

　ひそひそ話をする二人を無視して竜牙兵は向きをかえ、もと来た道を戻もどりはじめる。そして出入口のところに立つと振ふり返った。

「どうやら、わしらを待っているようじゃ。行ってみよう」

「この先は危険だよ。帰ろう、ガイン」

　ガインの肩かたをつかむ。

「なにを弱気なことを言っておる。ここには古代魔法王国の秘ひ術じゆつの数々が眠っているかもしれないんだぞ。それをみすみす見み逃のがすなど、魔ま術じゆつ師しにできるはずがない。そんなことだから、お前は導師になれんのじゃ。あくなき探求心、これこそ魔術師に必要なものだぞ」

　ガインはフィルの手を振ふりほどくと、竜りゆう牙が兵へいのところに早足で近づいていく。

　それを見送りながら、フィルはどうしようかと迷っていた。

　迷宮の奥に足を踏ふみ入れれば、無事に帰ってこれる保証はない。かといって、このまま何もしなければ、ガインの言う通り、魔術師失格だ。

　それに、ガインだけ行かせるというのも、彼を見捨てるようで、気がとがめた。

「せっかく、ここまできたんだし……」

　フィルは、杖を握にぎり締しめると、ガインの後に続いた。

　竜牙兵に案内され、綺き麗れいに整えられた石いし畳だたみの通路を進む二人。通路は魔法の明かりで照らされ、所々にレリーフが掘られている。まるで、王宮のようだ。

　しかし、どれほど美しくても、誰だれもいない迷宮は不気味だった。聞こえるのは、自分とガイン、それに竜牙兵の足音だけだ。石いし舞ぶ台たいの部屋が見えなくなると、段々と不安になってきた。やめた方がよかったかな、とフィルは少し後悔した。

　やがて、竜牙兵は大きな部屋へと二人を案内した。

　部屋は魔法の明かりに照らされているが、光自体が抑おさえてあるので中は暗く、不気味な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。魔術師ギルドの儀ぎ式しきの間を思い起こさせる部屋だ。

　部屋に入ると、突然目の前に白い顎あご髭ひげをたくわえた老人が現われた。体が透すき通っているので最初は霊れい体たいかと驚おどろいたが、よく見るとそれは魔法で作りだされた虚きよ像ぞうだった。

「ようこそ我が迷宮へ。ここを訪れたからには、魔力を求めてであろう。しかし、それは資格あるものにしか扱あつかえぬ危険なものだ。そこで汝に試練を与える。この試練を乗り越えた者のみが、我の後こう継けい者しやとして偉大なる力を手にするであろう」

　幻げん覚かくは見事なできで、喋しやべるたびに顎髭の一本一本が動き、顔に刻まれたしわが動いた。

「これほどすごい幻覚は見たことがない。まるで本人が目の前にいるみたいだ」

　試練を乗り越えれば、自分にもこんなことができるのだろうか。それを思うと、俄が然ぜんやる気がでてきた。

「わしはドワーフじゃが、魔力を求めておる。試練でもなんでもうけるぞ」

　ガインも同じ気持ちなのだろう。意い気き揚よう々ようと幻覚に話しかけている。

　しかし老人は、興奮する二人を無視し、たんたんと話を続けた。

「最初の試練じゃ」

　抑よく揚ようのない声が響ひびくと老人の姿が消え、部屋は静せい寂じやくに包まれた。

　次の瞬しゆん間かん、周囲は星空へと変わり、フィルとガインは虚こ空くうに浮かんでいた。

「なんじゃ、どうなったんじゃ」

　突然の変化に、さすがのガインも驚いている。

「あれはなんだ？」

　フィルは虚空の一点からこちらに近づいてくる何かに気がついた。目をこらしてみると、それは翼つばさの生えた悪あく魔まの石像だった。石像は、生きもののように翼を羽ばたかせ、こちらに向かって飛んできた。

　戦せん慄りつが背筋を走る。

「ガーゴイルじゃ。わしらを狙ねらっておるぞ」

「とにかく逃げよう」

　しかし、足場のない虚こ空くうではどうしようもない。じたばたともがくが、その場でくるくると回るだけだった。そうしている間にも、ガーゴイルはどんどんと近づいてくる。

「フィル、こうなったら魔ま法ほうで攻こう撃げきじゃ」

「でも、効きき目めがあるかどうか」

「大丈夫。お前さんの力なら、充じゆう分ぶんあいつを倒たおせるはずじゃ」

　ガインはそう言ってフィルを励ますが、怪かい物ぶつを相手に魔法を唱となえるなど初めてのことだ。自信は無かった。

　迫せまりくるガーゴイルの甲かん高だかい叫さけび声が、まるでフィルのことを嘲あざ笑わらっているかのように聞こえる。弱音を吐はいているときではなさそうだ。

「やるしかないな」

　フィルは杖つえを構え、ガーゴイルをしっかと見すえ、詠えい唱しようを始める。

　しかし、ガーゴイルの動きは早く、呪じゆ文もんを唱える暇ひまを与えまいとフィルに襲おそいかかってきた。

「危ない、フィル」

　ガーゴイルの鋭するどい爪つめが長く伸びたかと思うと、その一撃が詠唱中のフィルを襲う。

　とっさにフィルは詠唱を中断し、杖で攻こう撃げきを受け流す。

「だめだ、ガイン。呪文を唱える隙がない」

「わしがおとりになる。その隙すきに呪文を」

　ガインは懐ふところから短剣を取りだし、ガーゴイルめがけて投げつけた。

　狙ねらい違たがわずナイフは怪物に命中した。甲かん高だかい金属音が響ひびきわたる。

　しかし、ガーゴイルの固い石の身体に阻まれ、傷一つ負わせることができない。だが、注意は引いたようだ。

　ガーゴイルは叫び声を上げると、ガインめがけて急降下していく。

　その間にフィルは呪文を唱えなおす。素早く、それでいて正確に手を動かし、杖つえでガーゴイルを差ししめす。

「ブライト・ブリット・ブライト！　ディストリート！」

　杖の先にまばゆい光の塊かたまりが出現したかと思うと、それは矢のように鋭するどく尖とがり、目にも止まらぬ速さで、ガーゴイルの羽根に命中した。

　ガーゴイルは苦痛の叫さけびを上げる。

　しかし、それほどダメージは与えていないようだ。

「効いているぞ、フィル」

　ガインが、歓かん声せいをあげる。

「もっと強い呪文じゃなきゃ駄だ目めだ」

　自分の魔法が通じると分かったフィルは、第二撃を加えようとする。

「ガイン、頭を低くするんだ」

　警告の声を発しながら、フィルは電撃の呪文を唱えはじめる。

　それを察したのか、ガーゴイルはフィルに襲おそいかかってきた。鋭するどい爪つめが顔面を狙ねらう。

　フィルは悲鳴を上げ、とっさに顔をかばう。

　その一いち撃げきは杖つえにあたり、防ぐことができた。しかし、その衝しよう撃げきで魔法の杖が弾はじき飛ばされてしまった。

「杖が！」

　弾かれた杖はふわふわと漂ただよいながら、虚こ空くうの彼方かなたへと消えていってしまった。

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になり、フィルは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「あぶない、フィル」

　ガインの声で我に返ると同時に、フィルは背中に熱いものを感じた。その熱さは、すぐ痛みにかわる。ガーゴイルの爪が、フィルの背中を引き裂さいたのだ。

　苦痛で気が遠くなる。その耳に、またガインの声が聞こえてきた。

「フィル、呪じゆ文もんを唱となえるんじゃ。お前なら、杖がなくても呪文が唱えられるはずじゃ」

　ガインはフィルを助けようと空中でもがくが、その場から前に進むことはなかった。

「だめだよ、ガイン。僕は、杖がないと呪文を唱えられないんだ。才能がないんだよ。できるわけがない」

　フィルは朦もう朧ろうとして、ぶつぶつと呟くだけだ。

「しっかりしろフィル。あきらめてはいかん」

　ガインは、大声で呼びかけるが、すでにフィルの目はガインを見ていなかった。

　そうしている間にも、ガーゴイルは襲いかかってきた。

　フィルの体に爪が食くい込こむ。フィルは動かなくなってしまった。しかし、ガーゴイルは執しつ拗ように攻撃を加えてきた。

　もう痛みは感じなかった。ガインの声が段々と遠くなる。フィルの視界は暗黒に飲み込まれていった。
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　頭がずきずきと傷む。頰ほおから伝わってくる石いし畳だたみの冷たさが心地いい。

　それで意識がはっきりした。

　そこは元の部屋だった。星空のような不思議な空間もなかったし、ガーゴイルもいなかった。

　起き上がって体をみるが、傷一つついていない。横にはガインが倒たおれている。

　死んでいるのかと思ってぎょっとしたが、よく見ると胸が上下している。

　フィルと同じく、気を失っているだけのようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、ガイン」

　安あん堵どのため息をつくと、ドワーフを助け起こす。

「ここは天界か？」

　けだるそうに、ガインは身体を起こした。

「しっかりしろ、どうやら僕たちは生きているみたいだぞ」

　フィルはガインの頰を軽く叩たたいた。ガインの目に生気が戻もどってくる。

「むっ、これはいったい、わしらは確か……」

「そうなんだ、ガーゴイルに襲おそわれたはずなのに」

　難むずかしい顔をして考えこんでいたガインが、手を打つ。

「そうか、幻げん覚かくか」

「あれが幻覚だって？　痛みまであったぞ」

　フィルは、ガーゴイルの姿とその爪つめによって受けた苦痛を思い出し、身み震ぶるいした。

　背中にその感かん触しよくが戻ってくる。幻まぼろしとはとても思えなかった。

「高位の幻覚呪じゆ文もんになると、全ての感覚に働きかけるものがあると聞いたことがある。下手をすると、ショックで死んでしまうらしい」

　その話を聞き、フィルの顔が青くなった。よく生きていたものだ。

　そのとき、ふたたび老人の幻覚が現われた。

「残念ながら、君は私の試練を受けるには、まだまだ実力不足のようだ、もう一度修行しなおしてくるがよい」

　そう言い残すと、幻は薄うすくなり消えはじめた。

「まってくれ、もう一度チャンスをくれ」

　ガインは老人の腕に手を伸ばすが、空を摑んだだけだった。幻覚は消えてしまった。

「だめか」

　ガインはうつむいたまま、拳こぶしを固く握にぎり占めている。

　落ち込んでいるガインの背中を見て、フィルの心は重くなった。

　自分の所せ為いだ。こういった時のために、ガインは自分を連れてきていたはずなのに、それに応えることができなかった。

「ごめん。僕がちゃんと魔ま法ほうを唱えていれば、こんな事には……」

「過ぎてしまった事だ、気にするな。なに、これが駄だ目めでもまた別の物に挑ちよう戦せんするだけじゃよ。わしはこれくらいの事で、へこたれん」

　落ち込んでいても、すぐに立ち直る。フィルはガインのそんなところが好きだった。

「ところで、わしはこの迷宮を覗のぞいていく事にするが、お前さんはどうする」

「僕も行くよ」

　ガインの顔に、驚おどろきの表情が浮かぶ。

「どうした風の吹き回しだ。わしはてっきり、帰ろうと言いだすと思っていたわい」

「あれだけの幻覚を見せられたんだ。この迷宮には、もっとすごい魔術が隠かくされているに違いない。僕はそれを見たいんだ。それに、役立たずとは思われたくないからね」

　フィルは口もとに笑えみを浮かべた。

　ガインも満面の笑みを浮かべる。

「そう言うことなら話は早いわい。さっそく行こう」

　部屋をでると、竜りゆう牙が兵へいが待っていた。出会ったときと同じようにお辞じ儀ぎをしてくる。

　来た道を戻っていくところを見ると、出口まで案内してくれるのだろう。

「どうする。ガイン、あとをついていくのかい」

「とぼけたことを言うな。迷宮を見て回るんじゃろう」

「でも竜牙兵は大だい丈じよう夫ぶかな？」

「あの手の魔法生物は簡単な命令しか実行できんから、わしらを案内することぐらいしかできん。逃げだしたって分からないはずじゃ」

　二人は頷うなずきあうと、竜りゆう牙が兵へいとは反対の方向へ忍び足で進んでいった。途と中ちゆうでフィルが振ふり返ってみると、竜牙兵の姿はもう見えなかった。




　二人が進んだ通路の先には、いくつもの扉とびらが並んでいた。扉の表面には、数字が書いてあったり、色が塗ぬられたりしている。どうやら、部屋番号らしい。

「だめだ。開かないよ」

「やはり、古代王国の錠じようの魔法を打ち破るのは、お前さんの腕前では無理か」

「そんな言い方はないだろう。これは出来ないのが普ふ通つうなんだから」

　フィルの苦情を聞き流しながら、ガインは腕を組み、頭をひねる。扉をあける名案がないか、頭の引き出しをひっくり返しているようだ。

「おそらく、この部屋一つ一つが試練の間になっているのだと思う。試練を突とつ破ぱすれば、次の部屋の番号やその扉を開ける合言葉を教えてもらえる仕組みのはずじゃ」

「さっきの物語に手がかりはないの？」

「あのあと、主人公は最初の試練に落ちてしまう。わしらと同じじゃな。そして主人公は、魔ま術じゆつ師しの遺い産さんってものは、どうせくだらないものなんだと負け惜しみを言って試練をあきらめてかえってしまうから、参考にならん」

「せっかく、古代魔法王国の遺い跡せきに来たっていうのに、収穫なしってのは寂しいな」

　フィルは開かずの扉を蹴けりとばす。木製のはずなのだが、鉄の扉を蹴ったような感かん触しよくがかえってきた。悔くやしいが、古代の魔力には勝てない。

　結局、名案が浮かばなかったので、二人は先に進むことにした。

　奥に進むにつれ、周囲の雰ふん囲い気きが変わってきた。壁かべには大きなひび割れが走り、床ゆかには天てん井じようの一部が瓦が礫れきとなって転がっている。

　大きな亀き裂れつの前では、魔法の明かりが消しよう滅めつしていた。

「これじゃ、暗いな。杖つえに明かりを灯ともすよ」

　フィルは明かりの呪じゆ文もんを杖の先にかける。天井全体が光っていた先程とは比べ物にならないくらいの弱い光だが、ないよりはましだ。その光の中、二人は壁の亀裂を眺ながめていた。

「怪かい物ぶつが暴れ回ったのかな？」

「詳しく調べないと分からんが、地じ震しんかなにかで崩くずれたようじゃな」

　崩れは奥に進むにつれ、ひどくなっていた。

「どうやら、地震のときに地面がずれたようだな。それで、この辺だけが壊こわれているんだ」

　地面がずれる。フィルには、想像出来ないことだ。

「場所にもよるが、大きな地震が起こったあとに、地面がずれるのをみかける。大地の獣じゆう王おうが通った跡あとだと言われておる。地面をよく調べれば、その通り道が見つかることがある。そいつを跨またぐように立てた建物は、地震がきたときにかならず倒れるので、ドワーフはその上に建物を作らないようにしておる」

　壁の亀裂を調べたガインが言う。若い頃に建築を学んでいたので建造物に関する知識は豊富だ。

「もしかすると、部屋の壁が崩くずれているかもしれないな。あたりを調べてみよう」

　杖の明かりだけを頼たよりに、二人は暗い通路を進んでいった。
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　二人の目の前には大きな鉄製の両開き扉とびらがあった。互いに向き合うように描かれた戦士の絵が、表面に浮うき彫ぼりにされている。錆さび一つ浮いていない。これにも魔ま法ほうがかけられているのだろう。

　その扉には、下位古代語が書かれてあった。

「許可なく立ち入るべからずか、いかにも中に何かありそうな扉だね」

　フィルは扉を押したり引いたりするが、びくともしなかった。

「じゃが、ここも中に入れそうにないな」

　ガインは首を横に振ると、奥に歩きだした。

　こうした作業を、扉ごとに行なっているのだ。フィルはすっかりくたびれていた。

「ねえ、ガイン。ここらで一休みしないか」

　フィルは扉にもたれると、その場に座り込んでしまった。日頃歩きなれていなかったので、足が棒のようだ。

「だらしないのお。わしは周りを見てくるから、そこで休んでいろ」

　ガインは、角を曲って行ってしまった。

　フィルはドワーフを見送ると、水袋で喉のどを潤うるおし、一息ついた。

「まったく、ドワーフと人間の体力差ってものを考えて欲しいね。しかし、運動不足は確かだな。優秀な魔ま術じゆつ師しには体力も必要だって、先生が言ってたっけ。戻もどったら何か始めようかな」

　取り留とめもないことを考えながら目を閉じると、心地好い眠気が足もとから忍び寄ってきた。フィルは何かの夢を見ていた。

　だが、それはガインが走ってくる音によって破られた。

「起きるんじゃ、フィル。寝てる場合じゃないぞ」

　いきなり夢ゆめの世界から連れ戻もどされたフィルは、不ふ機き嫌げんそうな顔を浮かべる。

「一体どうしたんだよ」

「大変なんじゃ、とにかく来い」

　ガインは口から唾つばを飛ばしながら、フィルを急せかせた。

　案内されるまま角を曲ると、大きな裂さけ目が壁に出来ていた。

　それを一目見たフィルは、目が覚めた。

「少し崩くずせば、部屋の中に入れそうじゃないか」

　穴を覗のぞき込む。瓦が礫れきがつまっているが、何とか取りだせそうだ。

「わしらはついておるぞ」

　ガインは背負い袋ぶくろの中から折り畳たたみ式のシャベルを取りだすと、裂け目を掘りだした。

　穴から瓦礫が搔かきだされる。

　しばらくすると、シャベルの音がやんだ。

「やったぞ、向こう側にでた」

　ガインの喜びの声が聞こえてくる。フィルも歓かん声せいを上げた。

「フィル、早くこっちにこい」

　穴の中からガインの声が聞こえる。覗き込むと光は漏もれてこない。向こうも暗くら闇やみのようだ。

　フィルは杖つえと荷物を穴の中に押し込むと、体を曲げて穴の中に潜もぐり込んだ。ドワーフの腰こしまわりほどに穴は広がっているので、簡単に通れるはずなのだが、なれないフィルは思うように進めない。

　いも虫のように体をくねらせながら、やっとの思いで部屋の中にでると、足の先から髪かみの毛まで、すっかり砂ぼこりにまみれていた。

「なんてありさまだい。やっぱり、冒ぼう険けんは僕に向いていないよ」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら、鎧よろいの汚よごれをはらい落とす。

「この程度で冒ぼう険けんなら、屋根裏掃除も立派な冒険だな」

「そうかもな。それで、何が見つかったんだい」

　杖つえをかかげ、部屋の中を照らしてみる。中は瓦が礫れきの山だ。天てん井じようを見ると、地じ膚はだが剝むきだしになっていた。

「天井が落ちたのでは、さすがのやつらも一ひと溜たまりもなかったようじゃ」

　ガインが扉の近くを指差す。その先には、砕くだけた石像の手足が、瓦礫に混じって転がっていた。二体のゴーレムが埋うまっていた。

「表の扉の豪ごう華かさといい、ゴーレムが二体も配置されていたことといい、どうやらここには重要なものがあったようじゃ」

　一辺が十メートルほどもある部屋の床ゆかは、天井からの落下物で覆おおわれていた。

「この瓦礫の中を捜さがすわけ」

　フィルは、無む駄だだと知りつつもガインに聞いてみた。

「当たり前じゃ。まず部屋の奥から順番に調べていこう」

　とてもじゃないが、やってられない。

「ちょっと待ってよ。ここにあったのが魔ま法ほうの品なら、魔法感知をかければ反応するんじゃないかな。うまくすれば埋まっている場所くらい分かるはずだ」

　そう言うと、ガインの返事も待たずにフィルは魔法を唱となえる。部屋の奥の瓦礫の隙すき間まから、魔法のオーラが放つ、淡あわい光が見えた。

「一段高くなっている所に魔法の光が見える。何かが埋っているみたいだ」

「よし、さっそく掘り出そう」

　ガインは腕まくりをすると、石をどけ始めた。

「一体何が埋ってるのかな」

「何でもいいから早く掘り出せ。そうすれば、分かるはずじゃ」

　二人が力を合わせて、瓦礫をどかせると、祭さい壇だんのようなものがでてきた。その上には、一本の杖が安置されている。

　外見は、普ふ通つうのメイジ・スタッフと同じだが真っ黒で、銀色の上位古代文字が杖の腹に彫り込まれていた。瓦礫の下した敷じきになっていたにもかかわらず、傷一つついていない。明らかに魔法の品物だ。

　二人の目が輝かがやく。

「これが、君の言っていた魔法の杖かい」

　杖に書かれた上位古代語を読みながら、ガインに聞いてみた。ラ・サルカンと書かれている。知らない言葉だ。おそらく発動のキーワードか持ち主の名前だろう。

「ああそうじゃ、間ま違ちがいない。ついに見つけたぞ、魔ま術じゆつ師しの遺い産さんじゃ」

　うわ言のようにガインはつぶやき、震ふるえる手が杖つえに伸びる。その手をフィルが押しとどめた。

「待て、ガイン」

「何をするんじゃ、フィル。これこそ、わしが捜さがし求めておった物。これを使えば、魔力を持たぬ者でも魔法が使えるはずなんじゃ」

　ガインは、大切な宝物を取られた子供のように、フィルの手を振ふりほどこうとする。

「落ち着けよ。幻げん覚かくの老人が言っていただろう。我が魔力の源は資格のあるものにしか扱あつかえぬ危険なものだって。もう少し、調べてみようよ」
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　フィルに説得されて、ガインはしぶしぶ手を引いた。

「とにかく瓦が礫れきをどけて、この下の祭壇を調べてみよう」

　しかし、周りの石は大きな物が多く、二人の力ではどうしようもなかった。

「こりゃ無理だぞ、フィル。やっぱり杖を調べよう」

　ガインは杖に手を伸す。それをフィルが止める。

「放せフィル。わしの邪じや魔まをするな」

　ガインは、フィルの手をふりほどこうとする。

「もし何かあったら困るから止めてるんだよ。呪のろわれていたり、罠わなが仕掛けてあったりしたら、どうするんだよ」

「お前はいつもそうじゃ。考える暇ひまがあったら、行動を起こすべきだ」

　睨にらみ合う二人。

「恐れることはありません」

　どこからか声が響ひびいてきた。聞き取りにくいが、下位古代語だ。

「誰だれじゃ。誰かいるのか」

　ガインは周囲を見渡す。さっきの声からすると、そう遠くにはいないはずだ。しかし、人の気配はない。

「ここです。あなたたちの目の前です」

　なんと、声は杖から発せられていた。

「杖が喋しやべったぞ」

「どうなっておるんじゃ」

「私は、魔法の杖のラ・サルカンです。貴方あなたが私の新しい主人ですか？」

「ガイン、これはいったいどうなっているんだ」

　しゃべる魔法の杖なんて聞いたことがない。フィルの頭の中はすっかり混乱していた。

「おい、魔法の杖。お前の主人になると、魔法が使えるようになると言うのは本当か」

　細かいことを気にしないガインは、そんなことおかまいなしのようだ。期待のこもった目つきで、杖に質問をした。

「もちろんですとも。例え魔力を持たぬ蛮ばん族ぞくでも、私を使えばたちどころに魔法を使うことができます」

「聞いたか、フィル。ついに魔ま術じゆつ師しになれるときがきたぞ」

　ガインの顔が、喜びでいっぱいになる。

「どうすれば、お前の主人になれるのじゃ」

「ただ、杖つえを握にぎるだけでかまいません。それで、あなたは優秀な魔術師です」

「危険はないのか？」

　フィルは、自分の不安を確かめようと、杖に聞いてみた。

「まったく危険はありません」

「入口では、お前の主人らしき老人の警告があったぞ」

「それはきっと脅おどかしでしょう。私は、魔術師をお助けするために作られた魔法の品物です。危険などあるはずがありません。さあ、私を手に取ってください」

　顔色がうかがえないだけに、噓うそか本当か区別がつかない。心のどこかに、言いようのない不安が引っ掛かっていた。

「大丈夫じゃよ、フィル。お前さんの考えすぎだ。何度も言うが、もう少し気楽に人生を生きたほうがいいぞ」

　不安げな表情を浮かべるフィルを無視して、ガインは促うながされるまま杖に手を伸ばし、しっかりとつかんだ。

　その途と端たん、ガインは身み震ぶるいをひとつすると彫ちよう像ぞうのように固まり、放心してしまった。

「どうした、ガイン」

　心配そうに顔を覗のぞき込むと、ガインは突然元に戻もどった。

「大だい丈じよう夫ぶかい。どこか変わった所はない？」

「ああ、何ともない。おい杖、本当に魔法が使えるようになったんだろうな」

　少しぼうっとしているが、おかしな所はない。

「なにか呪じゆ文もんを唱となえてみてはいかがですか？」

「よし、入口の扉とびらに火球をぶつけてみるか」

　ガインが杖を構えると、口から上位古代語が紡つむぎだされ、正確な身み振ぶりが行なわれる。確かに火球の呪文だ。発音も身振りも見事なもので、とてもいましがた魔術師になったばかりとは思えなかった。

　詠えい唱しようが終わると同時に、突きだしたガインの手の平から炎の魂かたまりが飛びだし、扉にぶつかると大爆発を起こした。瓦が礫れきが飛びちり、フィルの体に無数の小石が降り掛かる。爆ばく風ふうがおさまり、砂ぼこりが晴れると、扉の前の瓦礫は綺き麗れいに吹き飛んでいた。

　それを見たフィルは、心の片かた隅すみに嫌いやな予感を覚えた。それが何なのか、はっきりしない。しかし、どこかがおかしいのだ。

「やったぞ、フィル。ついにわしも魔法が使えるようになったのじゃ」

　ガインは感動の涙なみだで頰ほおを濡ぬらしながら、杖を眺ながめている。

「よかったなガイン。おや？」

　先程の爆発の影響で、瓦礫の山が崩くずれたらしい。祭さい壇だんを隠かくしていた石の塊かたまりは横にずり落ち、祭壇の一部が見えている。

　そこには、下位古代語が記されていた。

　興味を覚えたフィルはその場にしゃがみこんで、その文字を読んだ。

『魔ま術じゆつの杖、ラ・サルカンは下位の悪あく魔まの知識と力を杖に封じこめたものである。使用者はこの悪魔を使役することによって、魔法を唱えることができる。使用にあたっては、必ず精神の冠かんむりを着用すること。着用せずに魔法を唱えた場合は、その度に封じこめた悪魔との間の精神感応が強くなり、その意識を乗っ取られるので、決してそのようなことをしてはならない。また、杖つえの悪魔は、所持者の体を通じてでしか力を発揮できないので、使用しないときは手放しておくように』

　フィルは、自分たちが大きな過あやまちを犯したことに気づき、顔が青くなった。

「精神の冠かんむりだって!?　そんなもの知らないぞ」

　おそらく、その品物はどこかの試練の間に隠かくされているのだろう。正しい手順を踏ふんでいれば手に入れることができたのだが、壁かべの横から潜り込んできたフィルたちは、それを持っていなかった。名前から察するに、精神攻こう撃げきの類たぐいから使用者を守る物のようだ。

　そして、フィルは嫌いやな予感が的中したことを悟った。ガインは魔術の勉強をしていたから、簡単な呪じゆ文もんならば知っているだろう。だが、火球の呪文は資格のある者が、導師から直接授かるものなので、ガインは知らないはずだ。

　火球の呪文を唱となえたのは、杖の力を借りたガインではなく、ガインの体を借りた杖だったのだ。

　そうとは知らないガインは、魔法が使える喜びから、次々魔法を唱えていた。辺りには、幻げん覚かくや魔法の光が浮かんでおり、壁かべの一部には電でん撃げきや光の矢をぶつけて崩くずれた跡あとがある。

「ガイン、その杖を放すんだ」

　フィルは警告の声を上げる。

　だがすでに手後れだった。ガインの目は輝かがやきを失い、けだるそうに半開きのまま、魅みいられたように杖を見つめていた。

「あの男は、ご主人様から私を取り上げて、自分の物にしようとしています」

「それは本当か、フィル」

　ガインの表情が険けわしくなる。何を言っても無む駄だな雰ふん囲い気きだ。杖が邪じや悪あくな笑えみを浮かべたように見えた。

「ええ、本当ですとも。さあ、邪じや魔まする奴やつは殺してしまいましょう。私の言う通りにしていれば大だい丈じよう夫ぶです」

　冷たい目をしたガインは、杖を振ふり上げると、フィルの聞いたことのない呪文を唱えはじめた。

「やめるんだ、ガイン。しっかりしろ」

　その叫さけびも虚むなしく、ガインは躊ちゆう躇ちよなく呪文を完成させた。

「万能なるマナよ、拘こう束そくの刃やいばとなれ」

　フィルの体の周りで、銀の光がきらめいた。それは細い糸で、フィルの体をがんじがらめにする。

「なんだこれは！」

　恐きよう怖ふのあまり、それから逃のがれようとした。そのとたん、糸は鋭するどい剃刀かみそりのようにフィルの体を切り刻んだ。苦痛のあまり、その場に倒たおれ込む。

「私の秘密に気がついたようですが、少し遅おそすぎましたね。あなたには、ここで死んでもらいます。人を殺すなんて何百年ぶりですから、たっぷりと楽しませてもらいますよ」

　悪あく魔まは、フィルの殺し方を考えはじめた。いや、考えるふりをして、フィルを苦しめているだけかもしれない。とにかく、悪魔が自分の殺し方を決める前に、何とかしなければ。

　しかし、銀色の糸が邪魔になって動きが取れない。幸い、杖は放していなかったので、解かい呪じゆの呪文を使うことにした。魔法が消えたら素早く次の呪文だ。眠りの雲がいいだろう。

　ガインを傷つけることなく、杖つえを奪うばいとれるはずだ。

　意識を乗っ取られたガインは、無表情で突つっ立っていた。今がチャンスだ。フィルは、呪じゆ文もんを唱となえようとした。

　その途と端たん、激痛が全身を襲おそった。銀色の糸は、まだその効力を失っていなかったのだ。

「残念でしたね。その呪文に縛しばられている間は動かないほうがいいですよ。痛い目を見るだけですから」

　嘲あざけるような笑いがフィルの頭の中にこだまする。

「とにかく邪じや魔まな杖は取り上げておきましょう。あなたは杖がないと、何もできないようですからね」

　悪あく魔まはガインの心の中を読んだらしい。フィルは舌うちした。杖を取り上げられては万事休すだ。

　もう一度呪じゆ文もんを唱となえようと努力したが、またしても銀色の糸に絡からめ取られ、傷を増やしただけだった。

「無む駄だなことを」

　悪魔に体を操あやつられたガインは、フィルの手の中から杖を奪い、部屋の隅すみに放り投げる。

「さて、あなたの処分ですが、このドワーフのナイフで体を切り刻むことにします。せいぜい苦しんで、その悲鳴で私を満足させてください」

　ガインは懐ふところの隠かくしから、短剣を取りだした。全身傷だらけ、最後の頼たのみの綱つなである魔法の杖も奪われ、助かる見込みはなかった。心の中に絶望が広がる。

　これで死んだとあきらめた瞬しゆん間かん、フィルは急に冷静になった。思考回路が麻ま痺ひしたのか、恐怖という感情を感じなくなった。

　その時、フィルの頭の中に、導師の試練に失敗したことが浮かんできた。何もこんなときに、そう思いながらも導師になれなかったことが悔くやしかった。呪文は正しく発音していたし、見振りだって正確だったはずだ。

　杖の中の悪魔ですら、他人の体を借りて呪文を唱えたり、身み振ぶりを行なうといった手続きを行なわなければ、魔法を唱えることはできないのだ。

　その手続きが間ま違ちがっていないのに、なぜ魔法が発動しないのか、フィルには分からなかった。

　やがて、短剣を握にぎりしめたガインが、うつろな目で迫ってきた。冷たく光る刃が、死を告げていた。

　しかし、真っ白になったフィルの頭の中では、意識を乗っ取られている場合でも、正しい手続きを行なえば、呪文は発動するのだろうかという疑問を感じていた。

　その答えは、簡単に分かった。魔法を唱えるときは、意志を一つにし、マナに形を与えなければならない。意識を乗っ取られていては、さすがに魔法は唱えられない。

　今、魔法を唱えているのは、ガインではなく、杖の方だ。

　その瞬しゆん間かん、フィルの頭の中に電光が走った。

　どんなに呪文の手順が正しくても、そこに意志の力が働いていなければ魔法は形にならない。

　試練の時、フィルは呪文や身振りを間違えないことを気にするあまり、意識を集中することを怠おこたっていたのだ。杖がなければ失敗するのではないかという不安感も集中を乱し、呪じゆ文もんの発動を阻そ害がいしていたのだ。

　杖つえがなくても、強い意志の力で感情をコントロールし、精神を集中することができれば、同じように魔ま法ほうを使うことができるはずだ。

　それを悟さとった瞬しゆん間かん、生への執しゆう着ちやく心しんが戻もどってきた。もう一度、導師の試練を受けたい。その思いがフィルを動かした。肌はだに食い込む束そく縛ばくの糸の苦痛に耐えながら足を動かし、短剣を振ふりかざしているガインの腹を思いっきり蹴けった。

　不意を打たれたガインはバランスを崩くずし、祭さい壇だんの下へと転げ落ちる。しかし、杖はしっかりと手に握にぎられたままだ。

「やりますね、魔ま術じゆつ師し。この期ごに及およんでまだ抵抗しますか。そうやって無む駄だなあがきをしてください。こちらも殺しがいがあるというものです。しかし、今のは効ききましたよ。体の方がうまく動きません」

　ぎこちない動きのガインは、転げ落ちた拍ひよう子しに頭を打ったようだ。朦もう朧ろうとしている。

「えーい、このドワーフめ。しっかりしなさい」

　操あやつっている体が動かなければ、さすがの悪あく魔まも何もできない。これが最後のチャンスだ。

　しかし、生きたいという思い、無理なことだとあきらめる思い、早く魔法を唱となえなければとあせる思い、いろいろな思いがフィルの中で渦うず巻まき、呪文の言葉が出てこない。思いだそうと焦あせるほど、頭が真っ白になる。

　とにかく集中するんだ。かならずできる。その言葉を何度も繰り返すうちに、心の中が落ち着いてきた。ガインはまだ朦朧としていた。

　今ならできる。フィルは、刃の糸の苦痛に耐え、立ち上がった。

「その体で、何をしようというのだ。無む駄だなことはやめろ」

　悪魔はフィルを嘲あざけるが、その声は苦痛に耐えながら魔法を唱えるフィルの耳には、届いていなかった。

　フィルは、眠りの雲の呪文を唱えていた。またしても、銀糸の刃がフィルを切り刻む。大きく動いたため傷が深い。流れ出した血が、鎧よろいを赤く染そめる。

　それに怯ひるむことなく、フィルは呪文を唱え続けた。その手に杖は握られてはいないが、マナが集まってくるのが感じられる。額に浮かぶ汗に血が滲にじみ、赤い滴しずくとなって地面に落ちる。

　フィルはありったけの精神力で、そのマナに形を与えた。

「眠りをもたらす安らかなる空気よ」

　フィルの手の平がぼんやりと光っている。マナが働いている証あかしだ。

　その光が消えた瞬しゆん間かん、ドワーフはその場に倒たおれ、寝息をたてはじめた。周囲の空気が、魔力で変質したのだ。

「やったぞ」

　フィルは、全身血まみれで立っているのがやっとという状態だったが、安あん堵どのため息をついた。

　杖はガインの手を放れ、彼の脇わきに転がっている。束縛の刃の魔法が解けるのを待って、杖に近づいた。

「見事な魔法でした。あなたこそ、私の主人に相応ふさわしい。さあ、私を手に取ってください。そうすれば無限の魔力が手に入りますよ」

　悪あく魔まは、なんとかしてフィルに取り入ろうと、誘さそいをかけてくる。

「馬ば鹿かにするな」

　怒りに燃える目で杖つえを見下ろしていたフィルは、杖を壁かべ際ぎわに蹴けりとばした。

「また暗くら闇やみに戻もどるのは嫌いやだ。もうあんなことはしないから助けてくれ」

　悪魔は未練がましく助けを求める。しかし、その言葉が本心かどうか怪あやしいものだ。

「しっかりしろ、ガイン」

　ガインを助け起こす。頭の後に瘤こぶができているくらいで、それ以外は大だい丈じよう夫ぶなようだ。

「うむむ、もう朝か。久しぶりだなフィル、元気にしていたか」

　意識を取り戻したガインは、あくびをすると、大きく伸びをした。平和そうな顔をしている。

　どうやら記憶が混乱しているようだ。今までのことを説明してやると、全てを思いだしたのか、顔を真っ赤にした。

「悪魔め、わしの弱味に付け込むとは、許せん。へし折ってやる」

　壁際でわめいている杖を睨にらむ。嘆なげきは、すでに怒りに変わっており、いつか殺してやる。今なら許してやるぞと叫さけんでいる。しかし、杖のままでは手も足もでない。

「やめておいたほうがいいよ。魔法の杖だから絶対に折れそうもないし、手に取ったらまた操られるかもしれない。もう一度、ガインが操られたら、僕にはどうしようもないよ」

「それにしてもフィル。今回ばかりは、迷めい惑わくかけたな」

　ガインは、きまり悪そうに髭ひげを弄もてあそんでいる。

「いいよ、いつもの事だ」

　フィルは口もとに悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。

「いつもの事とは、少しばかり引っ掛かるが、いちおうあやまっておこう。すまんフィル」

　ガインが素直に謝るのを見るのは、これが初めてだ。何だか気持ちが悪い。

「とにかく、帰ろう。もうくたくただよ」

　フィルは立っているのがやっとのようだ。肉体、精神ともに限界に近い。

「そうじゃな」

　ガインはフィルによりそい、その体を支えた。

「待って、私を置いていかないでください。待って……」

　杖の悲痛な叫びをあとに、二人は穴からはいでた。




　転移の扉とびらを使い、外に出てみると、朝日が昇ってくる所だった。森にはうっすらと霧がかかり、木こ漏もれ日びが金色の筋となり、きらきらと輝かがやいていた。

　フィルは荷物を降ろすと、胸一杯に森の空気を吸い込んだ。心地よい満足感が、身体中に広がっていく。生きている、そう実感できた。

「大変な目にあったわい。しかし、魔法が使えるようになったと思ったら、悪あく魔まが魔法をかけていただけとはな。あれじゃ、どっちが杖だか分からんわ」

　ガインは杖に操あやつられたことがよほど腹立たしいのか、部屋を出てからずっと愚ぐ痴ちをこぼしている。

「なあ、ガイン。この迷宮を作った魔ま術じゆつ師しは、あの杖を使って魔法をかけていたんだろうか？」

「そうじゃ。しかし、悪魔に魔法をかけさせていたインチキ魔法じゃったがな」

「でもどうして……」

「昔は、魔力が強いやつほど偉く、魔力のないやつは虫けら同然だった。それに貴族ともなると、体面ってものがある。自分の力を誇示するためにも、強い魔力が必要だったんじゃろう。才能に恵まれなかった魔術師は、いろんなことをやったんだよ。この杖つえなど、ほんの一例にしか過ぎん」

　魔力を得るための方法を調べてきたガインがいうだけに、納なつ得とくできる言葉だ。

「魔力が欲しいのは分かるけど、もしかしたら、自分も悪魔に操あやつられたかもしれないんだろ」

「まあ、お前さんには分からんだろうな。じゃが、体面や名めい誉よを手に入れるためならば、血縁同士ですら争うこともある。まったく愚おろかなことじゃ」

　少し前にも、ラムリアースでは王位継けい承しようを巡めぐる争いがあった。ガインはその事を言っているのだ。

「にしても、こんな危険な物を遺い産さんとして残すなんて、迷惑な話だよ」

　フィルは、魔術師に一言文句を言いたかった。

「苦労して作った魔法の品だけに、後世に伝えたかったんだろう。自分と同じ境遇の者のために、残しておいたのかもしれん」

　確かに、その通りだ。自分でも同じことをしただろう。

「それよりフィル。お前さん、杖なしでも魔法が唱えられたんだろう。よかったな、これで導師になれるじゃないか」

「その事なんだけど、導師になるのはもう少し勉強してからにしようと思うんだ」

「なぜじゃ？　導師になるのがお前の願いじゃなかったのか」

「僕は、一人前の魔術師として認めてもらいたかったから、導師という肩書きが欲しかったんだと思う。でもそれじゃ、昔の魔術師と同じじゃないかって思ったんだ。それに、この世界には僕の知らないことや、いろいろな物の考え方がある。それを学んでから導師になっても遅おそくないと思うんだ」

「確かに、若くして導師になったからといって、偉いというものではない。導師としての実力をつけるため、見聞を広めるというのは、いいことじゃ」

　ガインは腕組みをしながら、頷うなずいた。

「冒ぼう険けん者しやになるといいじゃろう。あれが一番手っ取り早いぞ。わしの知り合いを紹しよう介かいしてやろうか。仕事は半人前だが、報ほう酬しゆうは人一倍取るってやつらだ。気のいい連中ばかりだから安心せい」

「冒険者は、ちょっと……」

　フィルの言葉尻じりが小さくなる。

「いつも、こんなことをしていたら命がいくつあっても足りないよ」

　小さな声で呟つぶやく。

　それを聞いたガインは、大声で笑った。

「とにかく戻るとしよう。日が暮れるまでに、村に着かないとな。半日ほどじゃが、頑がん張ばって歩くぞ」

「ええ～、あと半日も歩くのか。もうくたくただよ」

「そんなことでは、一人前の冒険者になれないぞ」

　ガインはフィルの荷物を担かつぎあげる。

　フィルは杖つえに寄り掛かると、とぼとぼと歩きはじめた。

「その様子では、まだしばらく杖は手放せそうにないな」

「みたいだな」

　二人は顔を見合わせて笑った。
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　その男は、うっそうとした木立の中で、一匹の巨大な灰はい色いろ熊ぐまと対たい峙じしていた。

「ちっ」

　男は、軽い舌打ちをもらす。

「近道のはずが、これじゃあな」

　男と灰色熊の間の距きよ離りは、ほんの十歩分ほど。がさがさと下した生ばえの草をかきわけ、男の眼の前に不意にあらわれたのだ。風かざ下しもに向かっていた灰色熊は、人間の臭においに気づかなかったらしい。

　灰色熊は、突とつ然ぜんの遭そう遇ぐうに驚おどろいていた。周囲の木々をびりびりと震ふるわせるほどのうなりを上げ、男を威い嚇かくする。はっきりと襲おそいかかってくる体勢だ。

　しかし、その威嚇のうなり声も男には届いていない。

　木立を抜ぬける踏ふみ分け道を選ばなければ、こうして無む駄だな足止めをされずにすんだ。そう思うと、男の心には余計に苛いら立だちがつのってくるのだ。

　男は、革かわ鎧よろいを身につけ、剣けんを帯びている。剣を抜けば、いつでも戦えるいでたちだ。しかし、男には剣に手をかけるそぶりもない。

　剣の隣となりには、ランタンが下がっている。窓を取り外し、炎をむきだしにした奇き妙みようなランタン。そのランタンには、明々と火がともっていた。夕暮れが迫せまる木立は確かに薄暗いが、明かりが必要なほどではない。

　男にとって、このランタンこそが武器なのだ。

　灰色熊は後うしろ脚あしで立ち上がった。巨体を伸び上がらせ、微び動どうだにしなくなった敵を威い圧あつする。

　男にはまったく動じた様子はない。さながら、灰色熊の巨体が眼に入っていないかのようだ。しかし、男の両眼は、確かに灰色熊を見み据すえている。

　男の自信に気圧されているのか、灰色熊の動きはゆるやかだ。それでも、怒りに突つき動かされ、じわじわと距離を詰つめてくる。

　男は、ささやきかけるような声をもらした。

「我が呼びかけに答え、出でよ、炎ほのおの獣けもの」

　男のささやきに呼応して、不意にランタンの炎が消える。

　と、じりじりと迫る熊の正面に、奇妙な獣が姿をあらわした。四本足の獣の姿をしているが、全身に獣じゆう皮ひではなく炎をまとっている。

　獣を包む炎に照らされ、闇やみに包まれていく木立も急に明るさを取り戻もどした。

　獣の全身を覆おおう炎の熱気を感じたのか、灰はい色いろ熊ぐまは本能的に足を止めた。しかし、用心深く前脚を下ろし、いつでも飛びかかれる体勢になる。

「行けっ！」

　男は、鋭するどい声で炎の獣に命じた。

　その言葉に呼応して、炎の獣が動く。

　口もとからちろちろとのぞいていた炎ほのおの舌が、長く伸びた。

　炎を吐きかけたのだ。

　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに灰色熊は身をかわそうとした。鈍どん重じゆうそうな巨体からは考えられないすばやさだが、長く伸びた炎の舌は、灰色熊を逃のがさない。

　灰色熊の悲鳴に似た雄お叫たけびが、あたりを震ふるわせた。

　しかし、これが灰色熊の怒りをさらに煽あおることになった。もはや最初に出くわした人間のことなど忘れてしまったかのように、眼の前の奇妙な敵に攻撃を集中する。

　灰色熊は、一気に距きよ離りを詰つめた。

「があっ!!」

　鉤かぎ爪づめのついた丸太のような前まえ脚あしを猛もう然ぜんと振ふり下ろす。

　太く鋭するどい鉤爪による一撃。簡単には避さけられない攻こう撃げきだ。

　しかし、確かに敵をとらえたはずの鉤爪は、むなしく宙を切っていた。

　炎の獣は、かすかな動きも見せていない。鉤爪は、獣の体をすり抜けたのだ。

　灰色熊は、続けざまに嚙かみつこうとする。前脚を振り下ろしたままの低い姿勢で、牙きばを突き立てる。

　しかし、がちりという牙を嚙かみ合わせた鈍にぶい音が響ひびくだけで、炎の獣けものはいささかの傷も負わない。

　それからは、一方的だった。

　炎の獣──サラマンダー──は、容よう赦しやなく灰色熊に襲おそいかかる。

　距離を詰めてきた灰色熊に、体当りをかけた。全身を覆おおう炎を使って、相手を焼きつくす攻撃だ。

　灰色熊は身をよじって、二度三度とサラマンダーの体当りをかわす。

　しかし、サラマンダーは、距離が広がれば炎の息を浴びせ、距離が詰れば体当りで焼きつくす。それは、着実に灰色熊の生命力を奪うばっていった。

　灰色熊の抵抗は、まったく効果がなかった。

　もがくようにふるった鉤爪は、むなしく宙を切る。牙で嚙みつこうとしても、なにもとらえない。

　サラマンダーの動きにあわせ、周囲の枝葉にも火が燃え移っていった。梢こずえのこげる臭においに混ざって、肉の焼ける臭いが鼻をつく。

　あたりを包む熱気も、どんどんと温度を上げていった。

　肉の焼ける臭いが、耐えきれないほど強くなった。

　全身にひどい火傷やけどを負わされた灰はい色いろ熊ぐまは、ついに恐きよう怖ふに打ち負かされた。巨体をひるがえし、木立の奥へ逃げ去ろうとする。しかし、もはやほとんど余力のない灰色熊の動きは、重く、鈍い。毛や肉をぶすぶすとこがしたまま、つまずくように、その場に倒たおれこんでしまう。

　それを見たサラマンダーの口には、ちろちろと炎の舌がうごめいた。炎の吐息で、灰色熊にとどめを刺そうとしているのだ。

　サラマンダーの頭には、もはや獲え物ものを焼きつくすことしかない。男の心にも、それがはっきりと伝わった。

「もういい、やめろ！」

　サラマンダーが灰色熊にとどめを刺さす寸前、男はサラマンダーを制止した。

　サラマンダーは炎ほのおを吐こうとした体勢のまま動きを止めた。男の言葉には、強い力がある。サラマンダーはゆっくりと男を振ふり返った。

〝なぜ止める〟

　サラマンダーは、男に向かってそう語りかけた。

「もうそいつは抵抗できない。無理に命を奪うばうことはない」

　男は、冷然とした調子で言った。

〝なぜだ。倒せと命じたのはおまえだ〟

　破は壊かいを制止されたサラマンダーは、不服をあらわにする。それは、男にもはっきりと伝わった。

　所しよ詮せんは、焼きつくすだけの破壊の精せい霊れいか……。

　男は、静かな言葉で、しかし断固とした調子で言った。

「我が言葉に従え。かりそめの姿を捨て、あるべき姿へ戻もどれ」

　男の言葉に呼応して、サラマンダーが姿を消した。腰こしに下げたランタンに、ふたたび火がともる。わずかに梢こずえに残された火が、サラマンダーの不服さを象しよう徴ちようしているかのようだ。

　灰色熊は、ようやくゆるゆると起き上がり、巨体をひきずるようにして去っていった。

　逃げ去っていく灰色熊の哀れな鳴き声が、徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　特とく殊しゆな能力を持つ者には、はっきりとわかっただろう。男は、炎の精霊を呼びだしたのだ。それも、下位精霊を自在に操あやつることができる、きわめて優れた実力の持ち主だ。

　男の名はリュテスという。

　リュテスは、その場に立ちつくして、周囲を見回した。

　戦いの繰くり広げられた場所は、ひどい有様だ。サラマンダーの動きをなぞるように、木々の幹がこげ、下草や梢には火が残っている。じっと耳を傾ければ、植物の精霊たちの悲鳴が聞こえるだろう。

　リュテスは、下草に残る火を乱暴に踏ふみ消した。

　さっきから苛いら立だちともあせりともつかない感情が、リュテスの心を支配している。

「あんたが望んだ通り、精霊を使えるようになってやったぜ」

　誰だれもいない木立の中で、リュテスはひとりごちた。

　だが、それを見せるべき男は、おそらく、もういない。

　だから苛立っているのだ。

　リュテスは、そう自分に言い聞かせた。

　踏み分け道に戻ったリュテスは、小高い丘の木立を抜けた。足元には、小さな村が見渡せる。

　その村は、高くそびえる山々のふもとに張はり付いている。ちょうど、高い木々の根元にはえる下草のようだ。

　その村、アルエはリュテスの故郷だった。物心ついたときに飛びだして以来、一度も戻っていない。戻りたいと思ったことは何度もあったが、リュテスはそのたびに自分を抑おさえてきた。

　こうして戻ってきたのは、一通の手紙を受け取ったからだ。

　ごく短い手紙。差出人の名前だけが、他とは異なる文字になっている。それは、リュテスが唯ゆい一いつ読むことができる、ドワーフ語の文字だった。差出人の名前は、〝ガザル〟となっていた。




　リュテスの故郷アルエは、山の麓ふもとにあるごく小さな村だ。

　村に足を踏ふみ入れたリュテスは、周囲を見渡した。

　一日の農作業を終え、家へ帰ろうとしている男たちの姿がある。

　家々の並びも昔のままだ。夕食の時間が近いので、あちこちから炊すい事じの煙がたち昇っている。村の周囲にある小さな広場からは、夕暮れまで遊んでいる子供たちの歓かん声せいが聞こえてきた。リュテスが村にいた頃ころと少しも変わっていない。

　昔の記憶を頼たよりにして、リュテスはガザルの住む家へ向かった。

　ガザルは、村で唯一のドワーフで、戦いくさ神がみマイリーの司祭でもある。このドワーフは、以前、リュテスの父とともに冒ぼう険けん者しや暮らしをしていたという。そして仲間と別れ、父に付きあって、この村に住みついたのだ。

　しかし、冒険者だった父やガザルがこの村に住むようになった理由を、リュテスは知らなかった。

　ガザルの住む家は、ずいぶん小さく感じられた。古びた煉れん瓦が造りで、いかにも堅けん牢ろうそうだ。他の村人たちの家と比べればずいぶんとこぢんまりしているが、子供の頃のリュテスにはちょうどいい大きさだった。

　リュテスは、古びた小屋の扉とびらを叩たたいた。

「誰だれじゃ？」

　中から無骨な声が返ってくる。

「俺おれだ、リュテスだ。いま戻った」

　すぐに扉は開いた。

　小こ柄がらだが、いかにも頑がん健けんそうな体つきのドワーフ。ガザルは、リュテスの覚えているガザルと少しも変わっていなかった。

　ガザルは驚おどろいた表情で、リュテスの全身を見回した。

「おお、リュテス。見違えたぞ。立派になったもんじゃ」

　うれしそうに眼を細めて言う。

「あんたは変わらないな。昔のままだ」

「わしにしてみれば、おまえさんが出ていったのも、ついこのあいだのことじゃよ。さあ、入れ入れ」

　ガザルは、手招きしてリュテスを招き入れた。

「それで、リュテスよ。村には、しばらくいられるのか？」

　こぢんまりとした部屋の中でリュテスと向き合ったガザルは、そう切りだした。

　リュテスはかぶりを振ふる。

「そうもいかない。仲間にわがままを言って、戻ってきたんだ。あまりゆっくりしている時間はないんだ」

「慌あわただしい話じゃな。いままで、どうしておった？」

「まあ、いろいろさ」

　リュテスは、村を飛びだしてから冒険者暮らしをしていたことをガザルに話した。

「なるほどな。冒ぼう険けん者しやの店のおやじに手紙を預けておいたんじゃが、なかなかつかまらん。もう、戻もどってこんと思っとったぞ」

　リュテスが村に戻るきっかけになった手紙を出したのが、このガザルだった。

〝グレッグが姿を消した〟

　手紙にはそう書かれていた。

　リュテスの父、グレッグは、村から少し離れた〝風かぜ溜だまり〟と呼ばれる場所に足を踏ふみ入れ、そして戻っていないという。

　それも、かなり以前からだ。

　リュテスは、幼い頃、〝風溜まり〟には近づいてはいけないと言い聞かされていた。近づく者は、魔ま物ものに襲おそわれ生きて帰れないからと。風溜まりのことを尋たずねたときの、父の怒ったような顔は、いまもはっきりと覚えている。

「おまえさんが村を出てからも、グレッグは、風溜まりのことを熱心に調べておった。いや、おまえさんが村を出てから、なお熱が入ったようじゃった。あいつが姿を消したのは、ようやくなにかわかりそうだと言っておった矢先じゃったからの」

　ガザルはため息をついた。

「できれば、もっと早く知らせたかった。じゃが、なかなか、おまえさんの足取りがつかめんかった」

　ガザルの口く調ちようは、無念そうだ。しかし、ガザルの言葉にも、リュテスは表情を動かさなかった。

「やめてくれ。少なくとも、俺は親父のことが心配で戻ってきたんじゃない」

　リュテスは、そっけない口調で言った。

「リュテス……」

「親父がなにをしてたか知らないが、いまの俺には関係ないことさ」

「ならば、なぜ戻ってきた？」

　ガザルの声は、少し沈んでいる。

「……親父が死んだことを、この眼で確かめてやるためさ。妄もう執しゆうにとらわれた男の死にざまをな」

　リュテスは、表情を変えずに言った。

「リュテス……」

　ガザルは悲しげな視線を返してくる。

「おまえさんがグレッグを嫌きらっておったのは知っておる。じゃが……」

「それ以上は言いっこなしだ、ガザル」

　リュテスは冷やかな声で制した。

　物言いたげなガザルを残し、戸口へと向かう。

「……とにかく、一度、家に戻ることにする。これからどうするかは、一人で落ちついて考えるさ。世話をかけたことには、礼を言うよ」

　リュテスは、後ろ手に扉とびらを閉ざした。




　ガザルの家を出た頃には、周囲はすっかり暗くなっていた。

　村の通りにも、すでに人の姿はなくなっている。村人たちの家には明かりが灯ともされ、かすかに団だん欒らんの笑い声が聞こえてきた。

　リュテスの父、グレッグは、優れた精せい霊れい使つかいであり、村の英雄だった。

　グレッグは一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやとしてこの村を訪れ、そして、仲間と別れてこの村に残ったのだという。そのとき、ガザルもグレッグと共に残った。二人がこの村に残ることになった理由は、リュテスも知らない。

　グレッグが英雄と呼ばれていたのは、襲おそいくる魔ま物ものから、村を守ったからだ。グレッグとガザルは村人たちの尊敬を一身に集めていた。

　この村の娘だった母は幼い頃に亡なくなり、それからリュテスは父親の手で育てられた。

　しかし、村人には優しかった父親も、息子であるリュテスには厳しかった。

　精霊と意志を交わす修練をリュテスに強しいたのである。風のささやきに耳を傾け、木々のざわめきや大地の言葉を感じとる。まるで、リュテスを一日も早く一人前の精霊使いに育てあげようとするかのように。

　修練以外でも、父は、決してリュテスに優しい顔を見せなかった。

　木々のささやきに耳を澄すませろ。

　雑念をはらえ。

　感情を揺ゆらがせるな。

　強い意志を持て。

　くる日もくる日も同じようなことの繰くり返しだった。

　父親は、まるでなにかに憑つかれたようでもあった。村の者に見せる優しい笑顔も、いつからかリュテスに向けられることはなくなっていた。

　リュテスは、そんな父の執しゆう念ねんに囚とらわれてしまうことを嫌い、恐れたのである。

　昔のことを思いだしながら、リュテスは、漫まん然ぜんと足を進めていた。

　と、周囲がわずかにざわめいた。遠くから、かすかな怒ど声せいや悲鳴のような音が届く。

　なにか騒さわぎが起こっている。

　リュテスは、あたりを見まわした。

　今度は、はっきりと聞こえた。村はずれの方から、悲鳴があがっている。

　リュテスは、その方向へ急いだ。

　敏びん感かんに異変を感じとった村人たちも、家から姿を見せている。

「あっちだ！　早く！」

　思い思いの武器を手に、悲鳴の方角を目指す村人たち。

　そこは、人家から少し離れた開けた場所だ。丈の低い草原で、激しく風が渦うず巻まいている。

　渦巻く風の周囲には、農作業から帰るところだったらしい村人たちが倒たおれていた。

　騒ぎの中心にいるのは、一体の美しいエルフだ。しかし、その透すき通った体が、通常の生き物ではないことを示している。風の精霊、シルフだ。

　本来は自由な風の流れをつかさどり、決して他の生き物に危害を加えることはないはずの精霊。それが、村人たちを襲おそっている。

　リュテスはすばやく身構えた。

　そのシルフは〝狂って〟いるのだ。精霊界に戻ることができず、この物質界に縛しばりつけられた精霊。精神のバランスを失い、殺さつ戮りくの衝しよう動どうに突つき動かされている。

　狂ったシルフは、集まってきた村人たちをさらに切り裂さこうとした。

　リュテスには、そのシルフの思考が感じられる。

　怒りと殺意の奔ほん流りゆう。しかし、その中に、かすかに言葉になる叫さけびがあった。

〝誰だれか……誰か、扉とびらを開けて〟

「うるせえっ！」

　リュテスは、はっきりと憎ぞう悪おの表情を浮かべていた。

　シルフの言葉にはかまわず、呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「戦いくさ乙おと女めよ、おまえの投げ槍やりを！」

　リュテスの背後から、宙空に光の投げ槍やりがあらわれる。戦乙女の投げ槍は、狙ねらいをたがわず、狂えるシルフを貫つらぬいた。

　背後から投げ槍に貫かれたシルフは、まるで長い髪かみを振ふり乱すようにして、リュテスを振り返った。美しいはずの顔が、醜みにくい怒りの形ぎよう相そうに歪ゆがんでいる。

　ごうっ！　風がうなった。

　シルフが、攻こう撃げきの矛ほこ先さきをリュテスに向けたのである。

〝殺してやるっ！〟

　殺意に満ちた、シルフの思考が感じられる。しかし、そのなかにときおり含まれる奇き妙みような叫びは、しだいに強まっていた。

〝誰か……誰か、扉を開けて〟シルフから感じられる殺意と怒りには取り留とめがない。しかし、不思議とその叫びだけは、しっかりとリュテスの心に迫せまってくる。
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「とっとと、精せい霊れい界かいへ帰りやがれ！」

　リュテスは、立て続けに戦乙女の投げ槍を放つ。

　しかし、ふたたび投げ槍に貫かれながらも、シルフは突とつ進しんをやめない。

〝扉を……扉を、開けて！〟

　殺意に混じった叫びが強くなる。

　もう距きよ離りがない。リュテスは、サラマンダーを呼びだそうと身構えた。

　しかし、リュテスが放った二本の投げ槍は、確実にシルフを傷つけていた。

〝扉を！〟

　リュテスの眼前に迫せまったシルフは、その言葉を残して姿を消した。かすかに残った風だけが、軽くリュテスの顔に吹きつける。

　リュテスは、ふっと息をついた。

「みんな、無事か？」

　騒さわぎを聞きつけたガザルが駆かけつけてきた。

　はじめから戦いを予期していたのだろう、ガザルの手には戦せん斧ふが握にぎられている。相当急いだのだろう。額にはうっすらと汗がにじんでいた。

　ガザルは、怪け我が人にんたちを見回して、いたましげな表情を浮かべる。

「すまん、わしが遅おくれたばかりに……」

　そう言うと、ガザルはリュテスを振り向いた。

「おまえが倒してくれたのか、リュテス？」

「ああ。よもや、狂ったシルフとはな……」

「…………」

　リュテスの言葉には答えず、ガザルは怪我人たちのそばへ歩み寄った。

　傷ついた村人たちを、一人一人、魔ま法ほうで癒いやしていく。

　リュテスは、改めて周囲を見渡した。

　荒あれ狂う風が引き起こしたかまいたちは、地面をも切り裂さいていた。三日月のかたちに草を剝はぎとり、地面のいたるところに傷を残している。地面の傷跡あとのそばには、かまいたちに巻きこまれた村人たちがうずくまっていた。

　リュテスのすぐそばを、赤ん坊を抱かかえた中年の女性が駆けていった。傷ついた村人の家族なのだろう。心配げな表情で、倒たおれこんだ村人に駆かけ寄る。

　狂えるシルフを、なかば反射的に呪じゆ文もんで倒しはしたものの、リュテスの心にはひっかかるものがあった。

　怒りと破は壊かいの衝しよう動どうに混ざっていた、シルフの奇き妙みような叫さけびだ。

　あのシルフは、なにかを訴うつたえようとしていた。

　扉とびらを、開ける？　いったいなんのことだ。

　しかし、リュテスは、頭を振ふってその疑問を振り払った。

　狂った精せい霊れいの叫びなど、いちいち気にかける必要はない。もはや、使い物にならなくなった精霊は滅ほろぼすだけだ。

「リュテス……」

　怪け我が人にんを癒いやし終えたガザルが近づいてきた。

「グレッグは、こう言っておった。あのシルフは、風かぜ溜だまりから漏もれでてくるとな」

「親父が？」

　リュテスは聞き返した。彼自身、この村にいた頃ころに、狂えるシルフと出会ったことがあった。まれにしかあらわれない怪かい物ぶつが、リュテスの知るかぎりでも、同じ場所に二度あらわれたことになる。

　そして、それは父が姿を消した風溜まりからやってくるのだという。

「グレッグが風溜まりに取りつかれたのは、そのせいじゃ」

「ガザル、風溜まりにはなにがあるんだ？」

　そのとき、村人たちの中から声があがった。

「リュテス！　リュテスじゃないか！」

「英雄グレッグの息子、リュテスだ！　帰ってきてたのか！」

　この村にいた頃のリュテスを覚えていたのだろう。一人の農夫が、リュテスに声をかけてきた。リュテスの周囲には、あっというまに村人たちが集まってくる。村人たちは皆、口々に英雄の子が戻ってきたことを喜んでいた。

　しかし、それがリュテスには耐えられなかった。

「やめてくれ、俺は英雄の息子なんかじゃない！」

　リュテスはまくしたてた。

　その激しい調子に、村人たちはしんと静まりかえる。

「……どうしたんだ、リュテス？」

　最初に声をかけてきた農夫が、いぶかしげに尋たずねる。

「あんたは、いまも英雄の息子さ。グレッグがいなくなったあと、こうして戻ってきてくれた。それだけじゃない、俺たちを魔ま物ものから守ってくれたじゃないか。グレッグと同じように！」

　リュテスは、村人の顔を険けわしい表情で見返した。

「俺が戻ってきたのは、親父の代わりをするためじゃない。消えた親父の死にざまを嘲あざ笑わらってやるためさ！」

　リュテスは、思わずそう言い放った。

　その迫はく力りよくに気け圧おされ、村人たちはすっかり黙だまりこくってしまう。ガザルが、痛ましげな視線でリュテスを見返していた。

　そのガザルの視線を振ふりはらうように、リュテスは村人たちに背を向けた。

　村人たちも、それ以上リュテスを追いかけようとしなかった。




　リュテスは、一人、待つ者のない家へと帰りついた。誰もいない部屋の中で、気分を落ち着かせたかったのだ。

　リュテスの家も、他の家々と変わらない、ごく質素な建物だ。英雄と呼ばれていた父も、他の村人たちと取り立てて変わる暮らしをしていたわけではない。

　家の中は、まるで昨日きのうまで誰かが住んでいたかのように、整然としていた。家具や荷物は、ほとんど元のままで残されている。ガザルか、村の誰かが手入れしているのだろう。村人たちは、いつかリュテスの父が戻ってくると信じているのかもしれない。

　居間の椅い子すに腰こしをおろしたリュテスは、テーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。ランタンの火が、まるでリュテスの怒りに煽あおられたように揺れる。

　村人たちは、リュテスが父の代わりを果たすために戻ってきたと感じたようだ。それが、妙に腹立たしかった。いまでも、自分が父親の執しゆう念ねんに囚とらわれているような気がする。

　リュテスは、そんな父の執念から逃のがれようとして村を飛びだしたのだ。

〝強い意志を持て。たやすく感情を高ぶらせてはいけない〟

　修練のときに聞かされた、父の言葉が思い浮かぶ。

　かまうものか、とリュテスは思った。それは、結局精せい霊れい使つかいとしての道を歩むしかなかったリュテスの、せめてもの抵抗だった。

　リュテスは、無理にでも気分を切り換かえようと、ガザルの言ったことをあらためて考えてみた。

「風かぜ溜だまりから、狂えるシルフがやってくる」

　父が、そう言ったというのだ。

　リュテスは、椅子の背もたれに体をあずけた。

　落ちついてみれば、いろいろな疑問が頭をもたげてくる。

　いったい風溜まりにはなにがあるのか。父はなぜ風溜まりにこだわったのか。そして、自分の息子を精霊使いに仕立て、なにをやろうとしたのか。

　答えは、父が最後に向かったという〝風溜まり〟にあるはずだ。

　父と付きあいが深かったガザルなら、手がかりくらい知っているだろう。彼に聞けば、なにかわかるかもしれない。

　しかし、リュテスはすぐにその考えを打ち消した。ガザルは、昔から風溜まりのことを話したがらないのだ。

　リュテスは、目を閉じた。

　ならば、みずから風溜まりへ向かうまでだ。リュテスは、そう心に決めた。

　翌朝早く、リュテスは家を出た。まだ村人たちの姿はなく、村全体がうっすらと朝あさ靄もやに包まれている。

　風かぜ溜だまりへ向かうには、さらに山深くまで足を踏ふみ入れねばならない。リュテスは、昨晩ゆうべ、シルフがあちこちに刻みつけた傷跡あとを見やった。村へたどりつくまで、木々の枝葉をなぎ払い、下草を削けずってできた傷だ。それは、はるか北の方向へつらなっている。

　リュテスは、自分の向かうべき方角を見定めた。彼の父も、同じ道をたどったはずだ。

　村を出たリュテスは、北の山々へ向かう道に入った。前方には、山やま肌はだを覆おおう木立が見えている。

　と、朝靄のなかに小さな人影が見えた。道端の切り株かぶに腰こしを下ろしているようだ。

　できれば、誰とも顔を合わせたくなかったのだが。リュテスはそう思った。昨晩の村人たちの様子では、父のあとを追うなどとわかれば引き止められるかもしれない。

　しかし、リュテスの思いには関係なく、その小さな人影はリュテスを見つけて近づいてきた。

　ガザルだ。

　ガザルは板ばん金きんの鎧よろいに身を包み、戦せん斧ぷを携たずさえている。鎧の表面には、無数の傷が刻まれていた。ガザルが、数多くの戦いを経へてきたことの証明だ。

「ひさしぶりにこういう格かつ好こうをすると、気が引き締しまるもんじゃの」

　リュテスのもとへやって来たガザルは、軽く笑えみを浮かべている。

「まったく、親子でわしをないがしろにしおる」

「……ガザル」

「ここで待っていれば、会えると思っていたわい。風溜まりに行くつもりじゃろう？　わしも付きあうぞ」

「……付きあうといっても、村を留守にしてかまわないのか？　もし、昨晩みたいなことになれば……」

「なに、そうあることじゃない。それに、無事で戻ってくれば、なにも問題ないわけじゃ」

　ガザルは、リュテスにもう一度笑って見せた。しかし、今度はふざけたような調子は感じられない。

「それにの、じっとはしていられない気分なんじゃ。グレッグは、わしになにも言わずに行ってしまいおったからな。まったく、水臭くさい奴やつじゃわい」

　ガザルはリュテスに視線を向けた。

「せめて、おまえさんの力になってやらんとな……」

　リュテスにとっても、ガザルが同行してくれるのはありがたかった。ガザルの神官としての能力は、彼自身、幼い頃からよく知っていた。

　あるいは、ガザル自身、風溜まりに行きたかったのかもしれない。父が村から姿を消して、ガザルは取り残されたような気分になっていたのだろう。

「わかった、ガザル。力を貸してくれ」

　リュテスは、頑がん固こそうなガザルの顔を見返して言った。




「しかし、腕をあげたもんじゃな」

　村を出てしばらく無言の二人だったが、ガザルが先に口を開いた。

　リュテスとガザルは、細い山道に差しかかっている。いつのまにか木立は途と切ぎれ、周囲はむきだしの岩いわ肌はだに変わっていた。

　リュテスの顔には、うっすらと汗あせが浮うかんでいる。

「精せい霊れいを倒たおした手て際ぎわなど、グレック以上かもしれん」

　ガザルの言葉には、正直な驚おどろきの気持ちが混ざっている。

「……気がつけば、いつのまにかな」

　前を見つめたまま、リュテスは答えた。

「村を出てからは、あちこちを流れた。未熟な俺にできることなんてそう多くはなかったが、精霊を使うことじゃ誰にもひけをとらなかった」

「冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようで磨みがいた腕というわけか」

「そうさ。村を出たところで、俺には、親父が躍やつ起きになって仕込んだ修練の成果しか頼たよるものがなかった。結局、俺は精霊使いになるしかなかったのさ。それも、親父の思おも惑わく通りだったのかもな」

　リュテスは、吐き捨てるように言った。

　それを聞いたガザルは、軽く息をつく。

「グレッグも、最初はおまえさんを精霊使いにする気はなかったんじゃ」

　リュテスにとっては初耳だ。

「おまえさんに才能があったからこそ、あいつはおまえさんを精霊使いにしようとしたのさ。それでも、ずいぶん悩んでのことじゃったがの」

　ガザルのその言葉に、リュテスはあることを思いだした。

　それは、まだ幼い頃、はじめて精霊と意志を交わすことができたときのことだ。

　それまで、風や大地になにかぼんやりとした存在を感じることはあったものの、意志を交わすことなどとてもできなかった。

　ところが、あるとき心の中のささやきに応えて、風が言葉を返してきたのである。それから、リュテスには目に見えない友達ができた。

　そして、リュテスは父を驚おどろかすつもりで、風に頼たのんで言葉を伝えてもらったのだ。

　最初はひどく驚いていた父も、やがて顔中に笑えみを浮かべてリュテスをほめてくれた。普ふ段だんは厳格な父も、そのときは手放しの喜びようだった。

　その日はうれしくて、父にほめられたことを誰かれとなく話してまわった覚えがある。

　そうして、リュテスは精霊使いとしての修練を受けることになった。

「……グレッグは自分の目的のために息子を巻きこんでしまうことに、ずいぶん負い目を感じておった」

　しかし、リュテスは表情を動かさない。

「わしがやって来たのには、もう一つ理由がある。グレッグに対するおまえさんの誤解を解きたかったんじゃ。あいつは不器用な男じゃったからな。行動することでしか自分の気持ちを伝えられんかった。こうして見ると、おまえさんらは、よく似とるかもしれん」

　ガザルの声はあくまで穏おだやかだった。

「誤解してることなど、なにもない」

　リュテスは、かたくなな調子で言った。

「そう思うのも、仕方あるまい、じゃが、風かぜ溜だまりにはその答えがある。おまえさん自身の眼で確かめるんじゃ」

　ガザルは、木立の切れ目からのぞいた山を指さした。

「あれじゃ。風溜まりはあそこにある」

　ガザルが指さした先には、異様な山がそびえていた。周囲の山々のなかでもひときわ高くそびえる、はげ山である。その山やま肌はだには、ひとつの大きな〝谷〟が刻みつけられていた。




　　　　２




　村を出てどのくらい経っただろうか。すでに昼を越え、日は傾きはじめている。

　二人は、風溜まりがあるという山に足を踏ふみ入れていた。

　その山は、草木に覆おおわれた部分がわずかしかない、巨大なはげ山である。周囲の山々から浮きあがった、ひどく巨大な岩がん塊かいを思わせる。

　山肌に刻まれた〝谷〟は、〝谷〟というより山頂から走る巨大な裂さけ目と言ったほうが正しいかもしれない。

　両脇わきを断だん崖がいにはさまれたその谷は、自然の谷とは異なる、異様な景観を見せていた。

　谷底であるはずの場所には、水の流れがない。それどころか、かつて流れていたという痕こん跡せきさえもないのだ。本来なら、谷は、水の流れが大地を削けずって作られる。しかし、この谷間を流れる水はない。

　巨大な刃物を山肌に突き立てれば、ちょうどこういう感じになるだろう。少なくとも、水の流れに削られてできた谷ではなかった。

　リュテスとガザルは、その谷を歩いていた。

　ちょうど、山頂を目指して、ごつごつとした斜面を登る格かつ好こうになる。斜面はゆるやかだが、足場が悪く、足を進めるのは楽ではない。谷に足を踏み入れる前に少し言葉を交わしてから、二人は押し黙だまったまま黙もく々もくと歩いていた。

　俺が、親父のことを誤解してる？

　リュテスの心には、さっきのガザルの言葉がひっかかっていた。

　リュテスは、風溜まりという場所に魅み入いられた父を嫌きらっていた。自分を懸命に精霊使いに仕立てようとした父についていけなかった。

　父の執しゆう念ねんに振りまわされるのに耐えられなかったのだ。

　ガザルは、それが誤解だと言う。

　ならば、あの父の執念はなんだったのだろう。リュテスは、なかば無意識に足を動かしながら、その問いかけを繰くり返していた。

「あれが、風かぜ溜だまりじゃ」

　そのガザルの言葉に、リュテスは我に返った。

　ガザルは、遠く前方を見つめている。

　ガザルの視線を追っていくと、狭せまい谷を塞ふさぐように建つ巨大な石いし壁かべのようなものが限に入った。

　山頂近くから刻まれている谷は、麓ふもとにいくほど深くなり、幅を増している。石いし壁かべはその谷を塞ふさぎ、両脇の崖がけを橋渡しするほどの大きさがあった。いま二人がいる麓近くの場所から、それほど離れていない。

「あの石壁のあたりが、風溜まりと呼ばれておる。もとは、わしらドワーフの鉱山があった……」

　ガザルは前を見すえたまま、表情を動かさない。

「さて、ここから正念場じゃ、ここからは、意志を強く持たねばならん。特に、精せい霊れい使つかいのおまえさんはな」

　ガザルの口く調ちようは、自分自身に言い聞かせるようでもある。

「まるで、親父と同じようなことを言うんだな」

　リュテスはかすかに苦笑を浮かべたが、ガザルの表情は真しん剣けんだ。

「行くぞ」

　今度は、ガザルが先に立って歩きはじめる。

　リュテスは、谷を進むにつれ、少しずつ風の雰ふん囲い気きがおかしくなっていくのを感じとった。物思いに沈んでいるあいだはわからなかったが、感覚を澄すませていれば、もっと早くに気づいただろう。

「感じないか？　風の様子が変だ……」

「いや、わしには……」

　ガザルはかぶりをふる。

　しかし、足を止めたリュテスにははっきりと感じられた。

　わずかなゆらぎも感じないほど、空気が重く澱よどんでいる。

「風の力が、弱まってるんだ。この谷に足を踏みいれてから、少しも風が吹いてない」

「……確かにの」

　あたりを見まわしながら、ガザルも同意した。

　ここにじっとしているだけで、リュテスの心には、言い知れない違和感がどんどんと募つのってくる。

「嫌いやな……場所だ」

　その感覚を振ふりはらうように、リュテスはさかんに頭を振る。

「どうした？」

「なぜだかわからないが、ここにいたくない気分だ」

「……グレッグも、同じようなことを言っておった。どうする、引き返すか？」

　しかし、リュテスはわずかのためらいも見せず、意を決した。

「いや、行こう。こんなとこで引き返しても、なんにもならない」

　リュテスは、ガザルを追い越すようにして、自分から〝風溜まり〟に足を踏ふみだした。

　近づくにつれ、正面に見えていた石壁の姿がはっきりとしてくる。たんなる石壁ではなく、三層にわかれた構造物だ。それぞれの層の境界には、両脇わきの断だん崖がいをつなぐ通つう廊ろうが造られている。

　さらに、両脇の断崖のあちこちには、洞どう窟くつが口を開けていた。

「あれは？」

　リュテスはガザルに尋たずねた。

「ここには、もともとドワーフたちの鉱山があったと話したじゃろう。それもいまは打ち捨てられておる。あれは、その名残なごりじゃ」

　ガザルは、リュテスに並びかけて言った。

「それより、気分は大だい丈じよう夫ぶか？」

　リュテスはふたたび頭をふる。

「いや、あいかわらずさ。むしろひどくなってるくらいだ」

「それはいかん。わしの魔ま法ほうでなんとかできればいいんじゃが……」

　ガザルが心配げな調子で言う。

「違うんだ。別に体の調子がおかしいってわけじゃない。それより、なにかが胸をしめつけてくるような感じがする」

　リュテスの額には、うっすらと汗あせが浮かんでいる。

「わしはなにも感じんが……。本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「……大丈夫だ。先を急ごう」

　リュテスの鋭えい敏びんな感覚は、精せい霊れい力りよくの異常を感じ取っていた。風のざわめきや大地のささやきを敏びん感かんに感じることができる、優れた精霊使いに特有の感覚だ。

〝扉とびらを……扉を〟

　不意に、リュテスの心に飛びこんでくる言葉があった。昨晩ゆうべ聞いた、狂えるシルフの叫さけびと同じだ。深い悲しみと絶望がこめられた叫び。

　リュテスは、あわてて周囲を見まわした。

　しかし、彼の周囲には、風の精霊の姿は見えない。あいかわらず、風は澱よどんでいる。

「リュテス？」

　ガザルに呼びかけられて、リュテスは顔をあげた。

「いや……なんでもない」

　リュテスは答えた。ふたたび、歩きはじめる。

　しかし、足を一歩踏みだすたびに、リュテスを苛さいなむ違い和わ感かんはどんどん強くなっていった。

　それにつれて、立ち止まる回数も多くなる。軽く息を切らせてさえいた。

「これ以上は無理じゃろう。引き返そう」

　ガザルは、強い調子で言った。

　しかし、リュテスは、ガザルの言葉にかぶりをふった。

「だめだ。この原因を、見届けるんだ」

　強くなる違和感とともに、リュテスの心に届く叫びは数を増していった。リュテスは何度も頭を振って、それを拭ぬぐいさろうとする。

　しかし、何度拭いさっても、叫びは次々と押し寄せてくる。

〝扉を、開けて〟

〝わたしを帰して〟

〝扉を……扉を〟

　リュテスは前を見やった。

　まだいくらか距きよ離りはあるものの、石壁はかなり間近に迫っている。

　その石壁の前に、風が渦うず巻まいていた。

　風を感じなくなっていたが、風の力が働いていないわけではなかったのだ。

　シルフたちは、行き場をなくして谷底に渦巻き、巨大な石壁を突つき破ろうとするように、ときおり壁へき面めんに激しく体をぶつけている。

　だが、それは〝正常な〟風ではなかった。

　谷底に渦うず巻まく、いくつものシルフたち。それは、すべてこの世界に縛しばられた〝狂った〟シルフたちだ。
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　さっきからリュテスを苛さいなむ奇き妙みような感覚の正体がこれだった。精せい霊れい使つかいとして高い素質を持つリュテスは、遠くからシルフたちの声を敏びん感かんに感じ取っていたのだ。

　それを認めた瞬しゆん間かん、リュテスの心には、精霊界に戻もどれないシルフたちの叫さけびがはっきりと感じられるようになった。

　シルフたちの叫びは、圧倒的な重さとなって、リュテスにのしかかった。




〝帰りたい帰りたい、誰だれか扉とびらを開けて〟

〝苦しい帰りたい〟

〝扉を開けて戻もどりたい〟




「うわああああっ！」

　リュテスは、両手で頭を抱かかえ、その場に立ちつくした。

「リュテス、しっかりするんじゃ！　気をしっかり持て！」

　ガザルも、かすかにではあるが異常な雰ふん囲い気きを感じとっていた。だが、それはもちろんリュテスの比ではない。

「あんたは、あんたはなにも感じないのか？　ガザル？」

　リュテスはわめき散らした。

「こんな、こんなことって。親父、あんたが見せたかったのは、これか？　これなのか？

　来るな！　こっちへ来るな！」

　精霊の悲鳴に圧倒されたリュテスは、ひどい混乱をきたしていた。

「来るな！　あっちへ行け！」

　リュテスはその言葉を繰くり返しながら、腰こしの剣けんを引き抜き、やみくもに振ふりまわした。

〝狂った〟精霊とは、物質界に縛しばられ、元の世界へ帰ることができなくなった精霊たちだ。精霊の声を聞くことができる者にとっては、その悲しみを受け止めることは絶え切れないほどの苦しさを伴う。

　リュテスの意識は、その重圧に押し潰つぶされそうになっていた。

「ええい！　しっかりせんか！」

　ガザルは、リュテスに〈平心〉の呪じゆ文もんをかけようとした。しかし、持ちなれない剣を振りかざすリュテスには、近づくことができない。

　そのとき、何体もの狂えるシルフが、一斉にリュテスたちを振り向いた。感情を爆ばく発はつさせたリュテスに気づいたのだ。

　もはや破は壊かい衝しよう動どうに突つき動かされるだけの〝狂った〟シルフたちは、迷いこんだ哀あわれな犠ぎ牲せい者しやたちに容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。

　実体化したシルフたちは、精霊使いとしての能力を持たないガザルにも見ることができた。

　だが、いまはリュテスをなんとかしなければならない。ガザルには身構えている余裕はなかった。

　シルフたちはすぐそばにまで迫せまっている。

　と、やみくもに振ふりまわしたリュテスの剣けんが激しく地面を打った。両手に、重い衝しよう撃げきが響ひびく。

〝感情に流されるな、リュテス〟

　リュテスの脳のう裏りに父親の声が聞こえた。いや、聞こえた気がしただけかもしれない。だが、混乱を打ち破るには充じゆう分ぶんだった。

　かろうじて平静を取り戻もどしたリュテスは、頭を一振りした。

　しかし、リュテスが体勢を整えるより早く、シルフたちがリュテスに群がる。

　リュテスは、からみついたシルフたちに、体のあちこちを引き裂さかれた。しかし、その痛みが、ふたたびシルフたちの叫びに押し流されそうになるリュテスの心を、かろうじて引き止める。

「リュテス、大だい丈じよう夫ぶか！」

　かたわらから、ガザルの声が聞こえた。

　ガザルの口く調ちようには、普ふ段だんより真しん剣けんな響ひびきが混ざっている。ドワーフの小さな体にも、いくつもの傷ができていた。

　リュテスは、片手を上げてガザルに答えた。

　精せい霊れい使つかいではなく冒ぼう険けん者しやとしての意識が、周囲の状じよう況きようを見定める。

〝いったいここは、どうなってんだ。それにこのままじゃ……どうする？〟

　ガザルが近くにいるので、強力な呪じゆ文もんは使えない。ガザルを巻きこんでしまうからだ。それに、精霊力の歪ゆがんだこの場所では、はたして本来の効果を発揮するかどうかもわからない。だが、精霊には普ふ通つうの武器は効きかない。

〝サラマンダーを使うか？　いや、しかし……〟

　が、その一いつ瞬しゆんのためらいが命取りになった。

　ふたたびシルフたちが殺到する。

　まるで全身に鋭するどい刃を走らせたように、リュテスの体には新たな傷が増えていった。リュテスの意識は、もう限界が近いことを告げている。

「リュテス！　このままではやられちまうぞ！」

　屈くつ強きようなガザルは、二度の攻こう撃げきを受けてもまだ余裕が感じられた。しかし、ガザルの傷も決して軽くはない。

　だが、風の精霊であるシルフが相手では、逃げたところでたやすく追いつかれてしまうだろう。それは、精霊使いであるリュテスにはよくわかっていた。

　もはや迷っている余裕はなかった。

「出でよ！　炎ほのおの精霊！」

　リュテスは、ランタンに封じたサラマンダーを解き放った。

　新たにあらわれた敵に、シルフが群がっていく。

　荒あれ狂う風に全身の炎を波立たせて、サラマンダーはシルフたちともつれあった。

　だが、すべてのシルフがサラマンダーに向かったわけではない。まだ数体のシルフが、リュテスやガザルの周りに渦うず巻まいていた。

「フッ！」

　残ったシルフに対して、ガザルがたて続けに〈気き弾だん〉を放っている。

　しかし、呪じゆ文もんをかいくぐったシルフが二体、無防備に立ちつくすリュテスに襲おそいかかった。

　リュテスは反射的に身をそらそうとするが、シルフは両腕で彼を捕とらえ、からみつき、切り裂さく。

　リュテスは膝ひざをついて、その場に突つっ伏ぷした。

「リュテス！」

　どこか遠くで、ガザルが叫ぶ声が聞こえた。頭のすぐそばを熱気がかすめていく。リュテスが放ったサラマンダーだ。

　サラマンダーは、みずからもシルフにからみつかれたまま、リュテスにとどめを刺さそうとする二体の精せい霊れいに挑いどんだ。傷つきながらも、リュテスを守ろうとしているのだ。

「サラマンダー……」

　リュテスの意識は、そこで暗くら闇やみに閉ざされた。




　　　　３




　リュテスが意識を取り戻もどしたのは、薄暗い洞どう窟くつの中だった。

　ガザルがたいまつをかざし、気き遣づかわしげな表情でリュテスの顔をのぞきこんでいる。

「気がついたか？」

　リュテスは、はっきりしない意識のまま尋たずねた。

「ここは？」

「崖がけに開いた洞窟の一つじゃよ。あの精霊どもも、ここまではやってこれんようじゃ」

　ガザルは周囲を見渡した。

「わしも、こんなところまで来たのははじめてじゃ」

　そう言われて、リュテスはガザルと同じように周囲を見回した。

　たいまつに照らされた範はん囲いでは、奥まで見通すことはできない。それに、壁かべや床ゆかは平面になるように手が加えられている。洞窟ではなく、立派な建物を思わせる造りだ。

「もうかなり昔の話じゃが、ここにはドワーフの銀鉱があった。この山全体が、鉱脈みたいなものじゃったらしい。坑道は、この山の奥深くまで続いとるはずじゃ。じゃが、ここは一つ問題を抱かかえておった」

　ガザルは、一つ息をついた。

「鉱山としては有望でも、山頂から激しい風が吹き下ろしてくる。それが、この鉱山の環境をひどく悪いもんにしておったらしい。そこで、風の流れをさえぎり、左右の崖をつなぐための通つう廊ろうとして石いし壁かべが造られた。石壁のおかげで吹き下ろす風の影響は小さくなったはずなんじゃが、どういうわけかこの鉱山は打ち捨てられてしまった。おそらく、あの得体の知れない精霊どもが住みついたからじゃろう」

「……風が、吹いていた？」

　リュテスは、黙だまってガザルの話に耳を傾けていたが、そこでふと意識を失う前のことを思いだした。

　全身に受けたはずの傷が、きれいに癒いやされている。ガザルの魔ま法ほうに違いない。

「あんたが、俺を運んでくれたのか？」

「ああ。すっかりでかくなりおって、少々骨が折れたわい」

　ガザルは冗じよう談だんめかした口く調ちようで言った。

「……すまない。俺につきあったばかりに、迷めい惑わくを」

「いや、気にすることはない」

　ガザルの口調はあくまで優しい。

　ふと気がついて、リュテスは腰こしのランタンを見た。炎ほのおはともっていない。

「おまえさんが放った精せい霊れいが、敵を引き受けてくれたんじゃ。へたをすれば、わしはあそこで死んでおったじゃろう」

　ランタンを見るリュテスの視線に気づいたのか、ガザルが声をかけてきた。

「そうか……」

　意識を失う寸前、サラマンダーが近づいてきたのは覚えている。シルフたちにからみつかれ、地面に倒たおれた彼を助けようとしたのだ。

　いままで精霊を道具のように扱あつかってきたリュテスにとって、サラマンダーを失ったことは思いがけない衝しよう撃げきだった。それは、いままでに感じたことのない気持ちだった。

　リュテスは上体を壁かべにもたせかけ、目を閉じた。

　ガザルは何も話しかけてこない。

「……あんたには負担をかけてしまったし……俺は精霊をなくしちまった。……まったく、情けないかぎりだな……」

　リュテスは、ぼつぽつとつぶやくように言った。

「そういうしゃべり方は、小さい頃ころから変わらんの。そう言えば、おまえの親父も、同じことを言っておったよ。もっとも、あのときは、もっとひどかったがな」

　ガザルの言葉には、リュテスをなぐさめるような響ひびきがあった。

「あのとき？」

「ああ。グレッグとわしと、他の仲間と、はじめてこの風かぜ溜だまりに挑いどんだときのことじゃ。あのときも、グレッグの様子がおかしくなった。さっきのおまえさんと同じ……いや、あの取り乱しようは、おまえさんよりひどかった」

　ガザルは、まるでつい昨日のことを語っているかのようだ。

「平静をなくしたグレッグは、闇やみ雲くもに精霊たちに突つっこんでいった。わしらが制止する間もなくな。連係が崩くずれた冒ぼう険けん者しやは、まったく脆もろいもんじゃ。わしらにできたのは、グレッグをなんとか連れ戻すことだけじゃった。もっとも、助けだしたときには息はしとらんかったがの」

　リュテスにとっては、はじめて聞く話だ。

「それで、親父は？」

「魔法の力を借りて、息を吹き返させた。それまでに手に入れた宝と引き換かえにな。まあ、他の仲間たちは愛想をつかして去っていったがな」

　ガザルはリュテスから視線を外した。

「あいつにとっては、あのまま神に召されたほうがよかったのかもしれん。グレッグの落ちこみようは、それはひどいもんじゃった。そして、あいつは風溜まりに縛しばられた。ここに忘れ物を残したと言ってな。それがなにかは、結局話そうとしなかったがの」

「…………」

　ガザルから聞かされた父の過去は、リュテスにとっては驚おどろきだった。リュテスの知っている父は、いつも自信に満ちて堂々としていた。だが、父にも、そうした弱い一面があったのだ。

　しかし、いまさらそれを知ったところで、なんの意味もないように思えた。

　リュテスは、いま、冒ぼう険けん者しやとしてはじめての敗北を味わっていた。狂えるシルフたちになす術すべもなくあしらわれ、サラマンダーを失い、そしてガザルにも負担をかけてしまっている。

　精せい霊れい使つかいとしての誇りや、父がやろうとしていたことを見届ける気持ちも、狂える風に吹き飛ばされてしまった。

　リュテスは、できればここから逃げだしたかった。なにも見なかったことにして、逃げ帰りたかった。もうシルフたちの悲痛な叫びを聞きたくはない。

　リュテスは、洞窟の壁に体をあずけて、そんなことを考えていた。

「さて、昔のことを言っておってもはじまらん。これからどうする？」

　ガザルの口く調ちようは何気ないが、それがリュテスにとってはありがたかった。自分の落ちこみをガザルに知られたくない。

「ここを出て村に引き返すにしても、もう一度精霊たちに襲おそわれれば、今度ばかりはやられてしまうかもしれん」

　今度は、眼を細めて洞窟の奥を見通す。

「この先はまだまだ続いとるようじゃが……うん？」

　ガザルが妙な声をあげた。

「これは、血か？」

　リュテスは、ガザルの言葉に体を起こした。確かに、洞窟の片かた隅すみに赤黒い染しみがある。すっかり乾いてはいるが、確かに血けつ痕こんのようだ。それは、洞窟の奥へ点々とつらなっていた。

　血痕は洞窟の入口からはじまっている。誰だれかがこの洞窟に入ったのだ。洞窟の外へつらなっているはずの血痕は、狂えるシルフたちが巻き上げる砂ぼこりにでも消されてしまったらしい。

「どうする？」

　ガザルが尋たずねた。

「奥へ……進もう」

　しぼりだすような声で、リュテスは言った。そうするしかなかった。




　血けつ痕こんは、曲がりくねり、複雑にからみあった坑こう道どうの中を、奥へ奥へとつらなっている。

　坑道のところどころには、壁かべや床ゆかにまったく手の加えられていない場所があった。採さい掘くつの現場だったらしく、古びた採掘用の道具が残されている。

　血痕は坑道に造られた階段を昇り、さらに上の階層へとつながっていた。

　ときおり床に広がる大きな染しみは、そこで立ち止まったしるしだろう。大きな染みは、先へ進むほど頻ひん繁ぱんにあらわれるようになった。

　どのくらい進んだだろう。坑道は、わずかに昇りになっている。

　やがて、前方に小さな光が見えてきた。どうやら出口のようだ。

　リュテスとガザルはお互いに言葉を交わすでもなく、黙もく々もくと先へ進んだ。

　床ゆかに描かれた染しみは、よく見ると、なにかをひきずったような形に変わっている。

「あれは？」

　リュテスは、出口のそばになにかが横たわっているのに気づいた。影になってよくわからないものの、血けつ痕こんの先に横たわっている物がある。

「行こう」

　リュテスとガザルは足を早めた。

　そこには、物言わぬ一人の男が待っていた。

　古びた革かわ鎧よろいを身につけ、腰こしには同じく古びた剣を下げている。男は、さながら彫ちよう像ぞうのように、洞どう窟くつの壁に横たわって外を睨にらんでいた。

　リュテスは、この革鎧に見覚えがあった。

「親父……」

　洞窟の出口に横たわる男は、リュテスの父、グレッグだった。

　父の死にざまを見届ける。それは、リュテスの望んだ結果のはずだった。

　だが、なんの感かん慨がいも湧いてこない。まるで、胸に大きな空くう洞どうができてしまったような気分だった。

「グレッグ……」

　ガザルは声を詰まらせた。

　二人は、無言でグレッグを見降ろす。

　風かぜ溜だまりに入ったグレッグは深く傷つき、最後は体を引きずりながら、それでもなおここまで進むことをやめなかったのだ。

　と、洞窟の出口で、風が渦うず巻まいた。透すき通ったエルフ女性の姿をした、シルフが姿をあらわす。

　ガザルにも、その姿ははっきりと見えた。

「シルフ！」

　リュテスとガザルは、とっさに身構えた。

　しかし、シルフには襲おそってくる様子はない。リュテスは疑問を感じたが、精霊がかりそめの肉体をあらわすということは、本来のありかたと反する。

〝あなたは誰？　その人に近づかないで……〟

　用心深く身構えるリュテスの心に、シルフの声が響ひびいた。

「え？」

「どうした、リュテス？」

　警けい戒かいを解かずに、ガザルが尋たずねてくる。

「シルフが、俺に語りかけてきたんだ」

　リュテスは、そう言うと、シルフに精霊語で答えを返した。

〝俺の名はリュテス。風の精霊よ、おまえは？〟

〝あたしは、その人の友達。ずっとずっと長いあいだ、一いつ緒しよにいる〟

　シルフの答えが返ってくる。同時に、〝その人〟という言葉に重なるように父の姿が浮かびあがってくる。言葉と一緒に、シルフが伝えてきたのだ。

　親父が力を借りていたシルフか……、リュテスは身構えた姿勢を崩くずした。ガザルにも、そのことを教えてやる。

〝シルフよ、かりそめの肉体を持たぬはずの精せい霊れいが、なぜそのような姿であらわれる？〟

　リュテスは、眼の前のシルフに問いかけた。

〝……一度、崩れ去りそうになったあたしを、その人が救ってくれた。傷つきながら、あたしに何度も何度も呼びかけてくれた。そうして、あたしはここにいる〟

　父に従っているシルフに間ま違ちがいない。

「いったい、どうなっておる？」

　リュテスは、精霊語のわからないガザルに説明した。

「……精霊？……もしや、グレッグの言っておった忘れ物」

「忘れ物？」

　リュテスはガザルに聞き返した。

「風かぜ溜だまりから戻もどって以来、グレッグが気にかけ続けたことじゃ。あそこには忘れ物がある。それを取り戻もどすとな……」

　リュテスは、シルフに向き直り、改めて問いかけた。

〝シルフよ、どうか教えてほしい。おまえはなぜ、ここに留とどまり続ける？〟

〝それが、あの人との約束。あの人との約束を果たすために、あたしはここにいる。……あなたはリュテスというのね？　……リュテス……リュテス……そう、あの人が思いを残した人の名前。いまはもう、その人の心を感じることはないけれど……あたしは、あの人の最後の言葉を伝えなければ〟

　そう言うと、シルフは姿を消した。渦うず巻まく風の姿になり、リュテスたちの耳元に声を届ける。

　鮮あざやかに甦る声。それは、リュテスが忘れかけていた父の声だ。

『……リュテス、お前がこの言葉を聞くことはないかもしれない……。だが、どうやらわたしは、思いを遂とげられそうにない。……だから、せめて……おまえに伝える言葉を残しておきたい……』

　グレッグの声は、死を間近にしているとは思えないほど、はっきりと力強い。しかし、ときおり声を詰つまらせ、息を切らしているのがわかる。

『……リュテス、まずおまえに……許しを、乞わねばならないだろう。わたしは、自分の思いを果たすために……息子であるおまえを、道具のように扱っていた……。わたしは……おまえを……いつか共に風溜まりに挑いどんでくれる……一人前の精霊使いに育てあげようとした。……だが、それは、しょせんわたしの身勝手だった。リュテス……おまえが村を出てから……ようやく、それに気づくとはな……。おまえには……すまないことをした。わたしは……昔の仲間たちと風溜まりに挑んだとき……それまで連れ添っていた精霊を、狂わせてしまった……。すべて……シルフたちの声に流された……わたしの責任だ。わたしは……もう一度生きることが許されたとき……ここに戻ってくることを、誓った。……精霊使いとして……風溜まりをこのままにはしておけない……。ここに集つどう……狂えるシルフたちを、解き放ってやらねば……』

　グレッグはそこまで一気に話すと、激しく咳せきこみ、息を切らせた。

『……ここは……どうやら、風の精せい霊れい界かいに近い場所らしい。だが……谷をさえぎるように造られた石いし壁かべが、風の流れを断ち切ってしまった。だから……物質界に捕とらわれたシルフたちが、集まるのだ。この洞どう窟くつから先は……ちょうど、石壁の中腹あたりにつながる……。そこで……風の流れを取り戻すのだ』

　はじめはしっかりとしていた声も、徐じよ々じよに弱く、かすれ気味になってくる。

『……ガザル、おまえには……世話になった』

「グレッグ……」

　ガザルは、顔を歪ゆがめて言葉を聞いている。

『おまえに受けた恩は……結局、何分の一も返せないままになってしまった……。許して欲しい……。もう一度……風溜まりに挑いどむ機会を……与えてくれて……本当に感謝している。なにも言わず……村を出たことを……許してほしい。もう……わたしのために……誰だれかを巻き込むことは、したくなかった。……最初から……わたし一人の手で……けりを、つけるべきだったのだ……。見返りなどない……ただ辛いだけの、仕事……だからな。……そしてリュテス……この言葉が、おまえに伝わるだろうか……。もし、この言葉を、聞くことがあるなら……どうか、わたしの願いを聞いてほしい。……これこそ、わたしのわがままかもしれない……だが、もしおまえに、精霊使いとしての血が、流れているのなら……風溜まりの精霊たちを……もとの世界へ……』

　そこでグレッグの言葉は途と切ぎれた。

「忘れ物は取り戻したんだな、グレッグ……」

　ガザルは、それだけを口にした。

「ガザル、親父を埋うめてやりたい……親父のために、祈ってやってくれ」

　父の亡きがらを見降ろして、リュテスはそう言った。ガザルは無言でうなずく。

　リュテスの足元には、いくつもの涙なみだが落ちていた。

　リュテスは、父に対して抱いていたはずの憎しみがいかに薄うすっぺらなものであるかを知ったのだ。




　ノームの力を借りて開けた穴が徐々にふさがっていくのを見つめながら、リュテスは父に別れを告げた。かたわらでは、ガザルが一心に祈りを捧ささげている。

　父親の姿が、徐々に土に隠れていく。

　リュテスは考える。

　父がなそうとしていたことはわかった。しかし、それは、あの父でさえ果たせなかったことだ。

　だが、父はひどく傷つき、自分の命を削けずりながらも、最後まであきらめようとしなかった。いったい、どれほどの時間をかけて、ここまでたどりついたのか。

　リュテスは、父が残した思いの深さを感じとった。子として、そして同じ精霊使いとして、父の思いに背を向けることはできない。そのためならば、自分の人生を懸かけてもいいと思った。

　リュテスは、そう決意した。もう、敗北の痛手からは立ち直っていた。

　そして、リュテスは父の言葉を伝えたシルフに語りかけた。

〝シルフよ。おまえに託たくされた言葉は受け取った。……もう少し、もう少し待ってくれ。かならず、おまえを精せい霊れい界かいに帰してやる〟

　シルフからは、喜びの感情が伝わってきた。

「ガザル、俺は行く」

　父が使っていた剣を墓ぼ標ひようにして、リュテスはそう言った。

「俺は、やっと父のことが理解できたと思う。俺も、風かぜ溜だまりを放っておくわけにはいかない。親父が背負ってたものは、おれが全部引き受けるよ」

「……それでこそ、ここまで来た甲か斐いがあるというもんじゃ」

　ガザルは、リュテスに笑みを返した。

「さあ、行くぞ」




　洞どう窟くつの出口から先は、谷を塞ふさぐ石いし壁かべに造られた通つう廊ろうになっている。ちょうど、石壁の中腹あたりの高さだ。谷底には、渦うず巻まくシルフたちの姿が見えた。

　通廊から谷底まではさほど離れていないので、シルフたちの叫さけびがはっきりと聞き取れる。

　だが、リュテスは、もう精霊たちの叫びには流されない。

　リュテスは、大地の上位精霊の力を借り、石壁を割るつもりだった。しかし、大地の上位精霊とは、ようやく意志を交わせるようになったばかりである。さらに、これだけの石壁に穴を穿うがつには、ごく近い場所で強い精神集中を行なわねばならない。

　リュテスは、石壁の中央に立った。

　まずシルフたちの叫びを、強靭な意志力で意識の隅すみへ追いやり、精神集中を高めた。

　そして、彼のための戦ったサラマンダーのことを。

　父の言葉を伝えてくれたシルフのことを。

　彼のために最後まで力を貸してくれたガザルのことを。

　そして最後に、父のことを意識の隅へ追いやった。

　石壁の間近に立ったときには、上位精霊へ呼びかけようとする意志だけが、リュテスの心を占めていた。そうして、リュテスは精霊語を唱となえはじめる。

「大地の理ことわりを統すべる、大いなる精霊よ。我の呼びかけに答えよ」

　まだかすかではあるものの、石壁の一部が確かに鳴動しはじめた。

　しかし、それは、思わぬ効果を呼んでしまった。

　上位精霊への強い呼びかけが、不安定なシルフたちをも刺し激げきしたのである。

　崖がけの中ほどに立ちつくす生き物に気づいたシルフたちは、一いつ斉せいにリュテスたちに殺さつ到とうした。

「くそう。ここまできたというのに」

　ガザルは舌打ちした。まっしぐらに向かってくるシルフを迎え撃うとうとする。

「おとなしく、やられると思うなあ！」

　ガザルは、少なくとも相討ちに持ちこむ覚かく悟ごだった。たとえ一体でも、リュテスに向かう敵を減らせるなら、それで構わない。ガザルは、なんとしてもグレッグの、そしてリュテスの思いをかなえてやりたかった。

　ガザルは、残った気力をすべて〈気き弾だん〉の呪じゆ文もんにこめた。

　シルフたちは、リュテスにも容よう赦しやなく襲おそいかかる。

　そのとき、リュテスのそばで一いち陣じんの風が舞まった。

　その風は、リュテスに近づこうとするシルフたちをはばむ。

　グレッグに従っていたシルフが、立ちはだかったのである。

「硬かたき大地、堅けん固ごなる岩々。大いなる大地の精せい霊れいよ、汝の力を以もて、巨大なる岩を切り裂さけ！」

　ガザルとシルフに守られて、リュテスは呪じゆ文もんを完成させた。

　石いし壁かべの鳴動は最高調に達し、ギシ、という重い響ひびきとともに、石壁の上端がひび割れる。

　その亀き裂れつは、徐じよ々じよに壁へき面めんを伝い広がっていった。




　風が、吹きつけた。

　壁に刻まれた亀き裂れつから吹きこむ風だ。

　気力を、ほぼ限界まで使い切ったリュテスは、その場にうずくまった。そんな彼をいたわるように、優しく風がなぜていく。

　リュテスは顔を上げた。

　石壁の亀裂を通して、二つの風が混じり合っていた。壁の向こうから吹きこんでくる風そして、壁の向こうへと去っていく風。

〝ありがとう〟

〝扉とびらが……開きました〟

〝これで、帰れる〟

〝ありがとう〟

　去っていく風たちは、口々に感謝の言葉を残していく。

　リュテスは、そのまま意識を失った。

　口元には会心の笑えみを浮かべている。

　そんなリュテスの髪かみを、風がいつまでも揺ゆらしていた。




「もう行くのか？」

　ガザルは、旅の支し度たくを整えたリュテスに声をかけた。

「ああ。これでも、少し長居しすぎたくらいさ。ファンの街じゃ、仲間がしびれを切らして待っているだろう」

　リュテスが答えた。

　風かぜ溜だまりでの一件から、三日が過ぎていた。

　村に帰りついたリュテスを待っていたのは、村人たちの歓かん待たいだった。英雄の息子が帰ってきたというので、村をあげての祝しゆく宴えんになったのだ。

　父に代わって村に残ってほしいという声もあがったが、リュテスはそれを固辞した。リュテスには冒ぼう険けん者しや暮らしが性しようにあっていたし、死んだ父もそれを望んでいるような気がしていた。

「あんたも一いつ緒しよにどうだい、ガザル？　隠いん居きよするには、まだまだ早いと思うぜ」

「いやいや。もうあんな苦労はごめんじゃ。それに、この村に長く居すぎたようじゃ。もう、腰こしをあげる気はせん」

　冗じよう談だんめかしたガザルの答えに、リュテスは笑みを返した。

「ひとつ教えてくれよ、ガザル。なぜ、あんたが親父につきあったのか」

「もともと、ドワーフの廃はい鉱こうという話にひかれて、風かぜ溜だまりを調べようと言いだしたのは、わしじゃったからの。それに、苦しんでいるグレッグを放ってはおけなかったん。なんとか、力になってやりたかったんじゃ。あいつを生き返らせようと言いだしたのはわしじゃし、わしには見届ける義務があったのさ……」

　ガザルの表情も晴ればれとしている。このドワーフも、背負っていた重荷をようやくおろすことができたのかもしれない。

　リュテスは、右手を差しだした。無骨なガザルの手が、しっかりと握にぎり返してくる。

「本当に世話になった。ありがとう」

「なんの。お安い御用じゃ。……またな」

「ああ」

　そうして、リュテスは故郷の村をあとにした。

　振ふり返れば、かつて風溜まりと呼ばれた山が見える。

　草木のないその山やま肌はだには、一本の剣けんが突つき立てられている。そのまわりには、いつでも優しい風が舞まっているはずだ。
















鎮ちん魂こん歌か幻げん想そう


中川　政博









[image: ]







　宿屋に泊とまろうと言ったのは、失敗だったかな。

　ルートは口に出さずにそう思うと、大きなため息をついて、厨ちゆう房ぼうの低い天てん井じようを見上げた。

　黒く煤すすけた天井は、角灯ランタンの明かりをも吸いこんで、暗くら闇やみの一角を形づくっている。鍋なべから吹きあがる湯気が、煙えん突とつに吸いこまれていくのが見えた。

　厨房は本来なら客であるルートの入れる場所ではない。しかしそれをとがめる者は、今この宿にはいない。彼らが入ったとき、この宿は全くの無人だったのだ。そして、無人だったのは宿ばかりではなかった。

　天井を見るのに飽あきると、ルートは椅い子すをぎしりと鳴らして、姿勢をもとに戻もどした。少々窮きゆう屈くつそうに足をくむ。両手に抱かかえた琵琶リユートは、玩具おもちやのように、ひとまわりほど小さく見えた。袖そで口ぐちから見える腕は、まるで岩から削けずりだしたかのような肉の盛り上がりを見せていた。身体からだ全体もそれに相応ふさわしい体格をしていたが、それでいて余分な肉はいっさいついていない。

　手のなかの琵琶をいじりながら、ルートは、目の前で背を向けている男に声をかけた。

「まだなのか、ファレン？」

　ルートの低いしゃがれ声に、台所に立つ男は、振ふり向きもしなかった。

「もう少し、もう少しですから……」

　ファレンと呼ばれた男は、それだけ答えた。ルートと違って声に深みがあり、ずっと耳に心地好い。女性が耳元で囁ささやかれたら、それだけで腰こしくだけになってしまいそうな声だった。事実ファレンがそうして女の人を口く説どいているのを、ルートは何度か見たことがあった。

　その声は、吟ぎん遊ゆう詩し人じんとして、ルートが望んでも得られなかった資質のひとつだった。

　普ふ段だんなら、軽い嫉しつ妬とを感じるところだが、いまはそれどころではない。ファレンのこの台詞せりふを聞くのは、すでに十回目か、十一回目だったか……。ルートは、まぎらわせようのなくなった空腹を抱えて、この問答の回数を思い返した。

　太陽はとっくに山の向こうに沈んでいた。いま天を支配してるのは、月と星々である。ファレンが料理をつくりはじめたのは、まだ日があるうちだったというのに。

　凝こりだすと、きりがない。

　壁かべにたてかけてあった剣けんを引き寄せると、ルートは覚かく悟ごを決めた。気が済むまでやらせるしかない、と。

　その時だった。

　ルートは、裏口に潜ひそむ気配に気がついた。この街に入って初めての、自分たち以外の気配だ。

「誰だれだ!?」

　ルートの誰すい何かの声に、しかし返事はなかった。

　何者かの気配が、脱だつ兎とのごとく立ち去るのが感じられた。

　その何者かは、気配を消そうとすらしていなかった。空腹ということにとらわれていなければ、ルートにも、もっと早く分かったはずだ。

　裏口の戸はかすかに開いていた。

　確かに、そこから、この厨房を覗のぞきこんでいた者がいたのだ。

　ルートは、琵琶の代わりに剣をひっつかむと、扉とびらを大きく開け放った。身をかがめて、裏口から顔を覗のぞかせる。

　宿屋の角を曲る影が見えた。

「ファレン！」

　まだぐずぐずと鍋なべのなかを覗いている相棒の名を呼ぶと、ルートは影を追って走りだした。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」

　ルートのすぐ後に、あたふたとファレンが続いた。その手には上位古代語が彫ほられた長つ杖えを握にぎっている。

　ルートたちは、すぐに宿屋の玄関が面している大通りに出た。

　すでに、その人影は見えなくなっていたが、足音が街の外に向かって響ひびいているのだけは、かろうじて分かった。

　ルートは足もとに敷しかれている石いし畳だたみに感謝した。そして自分は、足音をなるべくたてないようにしながら走る。宿屋に入って、重い鎧よろいを脱いでいたのも、幸運だった。そうでなければ、自分の鎧のたてる大きな音で、なにも聞こえないところだった。

　明かりは、月の光のみが頼たよりだった。ルートたちがいた厨ちゆう房ぼうの明かりは、宿屋のおもてまでは届いてはいない。その他は、一軒けんとして明かりを灯ともしている家はなかった。

　幸い空には雲ひとつなく、円い月の光は皓こう々こうとあたりを照らしだしていた。

「妖よう魔まか？」

　追いかける相手の、意外にすばやい動きに、ルートは正体の見当をつけかねた。となりを走るファレンに尋ねる。

「さあ、分かりませんね。こんな街中に妖魔が出現するなんて、ありえないことですけど……」

「ありえないことなら、すでに起こってるじゃないか」

　静かすぎる街の大通りを走りながら、ルートはファレンに言った。ルートたちは、この街に入ってから、自分たち以外に動くものを見つけられなかった。まったくのゴーストタウンだったのだ。

　そう。この出来事に比べたら、街中に妖魔が出現する方が、よほどありえることだ。ルートは、心のなかで呟つぶやいた。ファレンもそう思ったからこそ、言葉尻じりを濁にごしたのだろう。

　ルートたちは、何度か相手を見失いそうになりながらも、なんとか引き離されずに、追つい跡せきを続けていた。

　なにしろこの街は、最初からきちんと整理され、計画的につくられた街ではない。大通りが適当に何本か街中を走っていて、それらをつなぐ細い路地が縦横に張はり巡めぐらされている。巨大な迷路だと考えていい。

　相手は、その細い路地を巧たくみに利用して、ルートたちを翻ほん弄ろうしていた。

　土地感のない人間が下手に路地に入れば、かえって目標を見失ってしまう。ルートひとりであれば、まだなんとか追う術すべはあるのだが、ファレンと一いつ緒しよでは、大通りでだいたいの見当をつけて、追うしかなかった。

　大通りに敷き詰つめられた石畳は、三人の足音だけを幾いく重えにも響かせていた。実際、いまこの街で動いているものといえば、この三人だけなのだ。。

　ルートは、この正体の分からない相手を追いかけているうちに、不ふ審しんの念にかられた。

　妖魔にしては、街中にこだわりすぎる、いや、街の地理に明かるすぎる。それにもし妖魔なら、自分たちに見つかった時点で、この街から逃走する方を選ぶのではないだろうか？　なにかを企たくらんで、自分たちを攪かく乱らんしようとでもしているのなら、話は別だが。

「この街の人でしょうか？」

　ルートが思っていたのと同じ考えを、ファレンが問いかけてきた。

「…………」

　ルートの答えを待たずに、ファレンは不意に立ち止まった。

「このままじゃ、埒らちがあきませんね」

　不ふ審しんな顔で横にたつルートに、ファレンが言った。普ふ段だん、激しい運動とは縁がないため、さすがに息が荒い。

「じゃあ、どうすればいい？」

　息を整えながら立つファレンに、ルートは尋たずねた。確かに、このまま追いかけていては、自分はともかく、ファレンの方が先にばててしまうだろう。

「そうですね……ふた手に、別れましょうか」

　まだ息が苦しいらしく、とぎれとぎれにファレンが答える。

「あなたは、なるべく足音をたてて、追いかける。わたしの方は、なるべく静かに移動して、相手の行く先に先回りするというのは、どうでしょう」

「よし、それでいこう」

　ルートは、即座に言った。

「じゃあ、おれはこっちに行く」

　ルートは、遠ざかろうとしている足音に耳を傾けながら、それだけを言うと、今度は路地に向かって走りだした。

　ルートの姿が路地の暗がりに見えなくなると、ファレンは大通りの方を、移動しはじめた。

　何度か行き止まりに突つき当たりながらも、ルートは確実に目標に近づいていった。微かすかな音を聞き分け、それを判断することにかけて、ルートはかなり優れた部類にはいる。さらに、土地感こそないものの、こういった路地などは、実は彼にとっては馴なれ親しんだ場所なのだ。

　ファレンがどこにいるのかは、ルートにはもはや分からなかった。しかし、いままでこういった状じよう況きようで、彼がルートの期待を裏切ったことはない。

　必ずうまくやってくれると、ルートは信じていた。

　そして、暗い路地の一本で、ついにルートは目指す相手に追いついた。

「お前は……!?」

　相手の正体を確かめたルートは、どうしていいか分からず、立ち止まってしまった。

　それは、人間……しかもまだ小さい子供に見えた。髪かみはぼさぼさで、服もぼろきれのようなものを着ているが、人間の子供に、間ま違ちがいはなさそうだった。

　その子供は、ルートの逡しゆん巡じゆんを見逃さず、脱だつ兎とのごとく駆かけだした。

「待っ……」

　しかし、もうひとつの人影が、子供の行く手を遮さえぎった。

　子供は、声にならない悲鳴を上げた。

　その人影は、古代語の詠えい唱しようをぎこちなく紡つむぎだすと、長つ杖えの先をルートたちに向かって差し出した。

　急に視界にあふれた光に、ルートの目が細められた。

　ファレンの長つ杖えの先には、皓こう々こうたる明かりがともっていた。

　ふたりに挟はさまれた子供は、突然の明かりにたじろいで、その場にうずくまってしまった。

　駆かけよったルートが、腕を取って起こそうとした瞬しゆん間かん、ファレンの声が飛んだ。

「ルート、女の子相手に乱暴はいけませんよ！」

「え……？」

　ファレンの言葉に、ルートの動きが硬直した。

　女の子だって？

　差し出した腕のやり場に困りながら、ルートはゆっくりとその子供に近づいていった。

　子供はうずくまったまま震ふるえていた。顔を地面に伏ふせたまま、泣くことすらできずに怯おびえているようだった。

　ルートは、きまり悪げに立ち尽くしていた。近寄ったものの、どう声をかけていいか分からない。この子供をこんなに怯えさせたのが、自分たちだと思うと、思考が麻ま痺ひして、巧うまい言葉が出てこなかった。

　ルートは、助けを求めるように、ファレンを見た。

　ファレンはゆっくりとしゃがみこむと、少女の腕に手を置いた。

　少女の身体が、びくっと波うつ。

「怖がらせて、申し訳わけありませんでした。わたしたちはけっしてあなたに危害を加えたりはしません……」

　しかし少女は、ファレンの声も聞こえないようすで、小さな両腕で頭を抱かかえて震えるばかりだった。

「〈明ラかイりト〉の呪じゆ文もんで威おどかしたのは、やりすぎでしたね」

　ファレンも困こん惑わくしたような口く調ちようだったが、つぎの瞬間には、名案を思いついたとでもいうように、

「どうも、わたしは怖がられているみたいですので、この場はあなたにまかせますよ、ルート」

「おれが!?　ちょっとファレン！」

　自分の叫さけび声に、少女がびくっと身体からだを震わせるのを見て、ルートは小声でファレンに抗議した。

「子供の扱あつかいは、あんたの方が得意だろう!?」

「そんなことありませんよ。本当に子供に好かれるのは、むしろあなたの方です」

　ルートには、ファレンの言い種ぐさは態ていのよい言い逃れにしか聞こえなかった。

「おだてようったって……」

　しかしファレンは、ルートに反論の隙すきを与えなかった。

「それでは、まかせましたよ」とだけ言って、明かりのついた長杖をルートに押しつけると、さっさと宿屋の方に立ち去ってしまった。

　ルートは、ファレンの立ち去った方向を恨うらめしそうに睨にらんでいたが、やがてそうしていてもなんの解決にもならないという事実に、いやいやながら向きなおった。

　しかし、自分から話しかけるのは、逆に少女を怯えさせるような気がした。自分のしゃがれ声が他人を恐がらせるに充じゆう分ぶんであることを、ルートは知っていた。ファレンはああ言ったが、ここまで少女を追い詰つめたのは、やはり自分なのだと言う気がする。

　ルートはむきだしの地面に腰こしを下ろすと、少女が落ち着くまで待つことにした。

　沈ちん黙もくが、耳に痛かった。

　琵琶リユートでも持って来ていれば、まだできることはあったかもしれない。ふとそんなことを思ったが、ルートはそれに気がつくと、とたんに顔をしかめた。

　しばらくして、少女がおそるおそる顔を上げた。そばに座ったままなにもしないルートに、興味を覚えたのだろう。

　少女の顔は、ルートが想像していたよりもずっと幼かった。まだ十にもとどいていないのではないだろうか。その顔は、汚よごれてはいるが、つくりそのものは決して悪くなかった。彼女をひと目で少女と見破ったファレンなら、すぐに指摘したことだろう。

　少女は、恐きよう怖ふとささやかな好奇心の入り交まじった瞳ひとみで、ルートをじっと見つめてた。いったん目が合ってしまうと、今度は反対に、外すのが怖いのだろう。

　ルートは、自分の笑えみが強こわばっているのを自覚せずにはいられなかった。

　笑みを浮かべるのは決して苦手ではない。しかしそれは吟ぎん遊ゆう詩し人じんとしての営業用の笑みである。こういった場合、どういう顔をしたらいいのか、ルートは分からなかった。

「おれたちは、冒ぼう険けん者しやなんだ。怖がらせて、すまなかった」

　やっとのことで、それだけを言う。

　無ぶ愛あい想そうなことこの上ない言いようだが、それでも少女は、少しは安心したらしい。ルートは、少女の恐怖がほんの少し薄れるのを感じた。

「おれの名前は、ルート。君は……？」

「…………」

　少女の答えはなかった。まだ警けい戒かいしてるのかとも思ったが、それは、ルートの思い過ごしだった。

　少女は強ばった舌をほぐすように、しばらくもごもごしていたが、やがてはっきりと自分の名前を名乗った。

「……ニーサ」

　そのとたん、少女の目から、大おお粒つぶの涙がこぼれた。安心して、気が緩ゆるんだのだろう。

　同時に、少女のお腹が、くぅっとかわいらしく鳴った。

「宿屋に食事がある。行こうか？」

　ルートが笑いをこらえながら言うと、少女は顔を真っ赤にさせながら頷うなずいた。

　その笑みが、少女を心底から安心させるものであることに、ルートは気がついていなかった。




「あれが、エリサーナの街ですよ」

　ファレンが遠くに見える街を指さしながら言ったのは、その日の昼過ぎのことだった。

　ルートは、ふぅんと、たいして興味のない態度を装いながら、横目でファレンの指さす方向をちらと眺ながめた。確かに彼の言うとおり、遠くの方に小さな街が見える。

　ファレンもかなりの長身で、上背自体はルートとたいして変わらない。違うのは、身体からだのボリュームである。細身のファレンの方が、よほど吟ぎん遊ゆう詩し人じんらしく見える。

「あなたも興味があるんじゃありませんか？」

「おれは、別に興味なんかない」

　ファレンが含み笑いをしながら指摘するのを、ルートは即座に否定した。

「そうですか？　伝説に残るほどの吟遊詩人ゆかりの地ですよ」

「あんたの場合、人の興味より、まず自分の好奇心を満足させる方が優先されるだろ」

　ルートは、ここまでの道中何度となくファレンから聞かされた、吟遊詩人の言い伝えに、いいかげんうんざりしていた。

　その吟遊詩人のことは、ルートも聞いたことがあった。いや、この地方で吟遊詩人としての修業を受けた者なら、知らない人間の方が少ないだろう。

　それほど有名な話だった。

　話自体は、よくあるものである。古代王国が崩ほう壊かいして、蛮ばん族ぞくたちの侵しん攻こうが行なわれた時代、この街に滞在していたひとりの吟遊詩人が、虐ぎやく殺さつされた古代王国の魔ま術じゆつ師したちの怨おん念ねんから、この街を救ったという話だ。その吟遊詩人の名を取って、この街の名をエリサーナと言う。

　その吟遊詩人が女性だったことも、この話が広く人々に受け入れられている理由のひとつだろう。

　しかしルートは、この話を聞くたびに、なぜその吟遊詩人が、わざわざ蛮族の街を救ったのかと、問いたくなる。その吟遊詩人も、やはり古代王国の魔術師のひとりだと伝える伝承があるからだ。

　ルートも、修業中に何回か、師し匠しようである養父からこの伝説を聞かされたことがある。しかしその当時のことを思いだすと、ルートの表情はとたんに渋しぶくなる。

　身寄りのない子供を拾った養父は、ルートのあらゆる可能性を試したのだ。そして楽器と歌に才能があると分かると、今度は何年も厳しい訓練を課した。ルートの声が現在のようにしゃがれているのは、当時の過度の訓練のためだ。

　それを考えると、歌をうたうのが好きだとは、素直に言えなかった。

「だいたいおれの場合は、無理矢理習わされたんであって、好きで吟遊詩人をやってるわけじゃない」

「その割には、歌うときは、いつも楽しそうですね」

「…………」

　つい口をついて出たルートの反論は、ファレンの一言で、あっけなく潰ついえた。

「他ほかに、金を稼かせぐ手段を持ち合わせていないだけだ」

　かろうじて、それだけを言い返す。しかしそれは、もはや反論にもなっていなかった。

　ふたりが旅の道連れになったのは、一年くらい前だ。しかしルートが、歌をうたうのを決して嫌きらいじゃないことは、ファレンには、とうにばれていた。

「だいたい、吟遊詩人として大成するのに必要な条件って知ってるかい？」

　ルートは、ファレンに問いかけた。ファレンの答えは、だいたいルートの予想したものだった。いわく、楽器を弾ひく技術と歌をうたう技術、それに聴きくものに語りかける情熱など。

　しかし、ルートが自分の養父から教わったものは、まるっきり違うものだった。

「吟遊詩人として大成するのに必要なものは、貴族のような落ち着きと、太たい鼓こ持もちのごとき知恵、それに泥どろ棒ぼうのくそ度胸だそうだ」

　ファレンは、ほんの少し目を丸くしていたが、やがて納なつ得とくしたように深く頷うなずいた。

「どれも、おれには欠けているものばかりだよ」

「けれど、それは王おう侯こう貴き族ぞくに取り入って大成する場合でしょう？　あなたの選んだ道とは違うものだと思いますよ」

「…………」

　ルートは、ファレンの言葉には答えず、話を打ち切ろうと、あたりのようすに目を向けた。

　そのとき、ふと神経にひっかかるものを感じて、ルートは口を開きかけた。一いつ瞬しゆん、躊躇ためらった後、

「少し変じゃないか？」

　微かすかな異変を感じて、ルートは立ち止まった。呟つぶやくように、ファレンにそのことを伝える。

「何がですか？　別に変わったようすは……」

「いや……あたりが静かすぎるような気がするんだ」

　ルートは、もう一度あたりを見回した。

「それに、門番も見当たらない」

　長い間、旅芸人の一員として旅をしてきたルートは、この手の異変には目ざとい。彼らの目の前には、申し訳わけ程度の低い城じよう壁へきが立ちはだかっていたが、その前に立っているはずの門番の姿は見えなかった。それに、ここまで近づいたのなら、街の喧けん騒そうが聞こえてきてもいいはずだ。

　ルートたちは、ゆっくりと城壁に近づいていった。

　門の陰かげから覗のぞいた街は、しんと静まりかえっていた。動くものも見当たらない。

「どうする？　ファレン」

　囁ささやくような声でルートが尋ねた。大きな声で喋しやべるのは、なんとなくはばかられるような気がした。

「そうですね。とりあえず、一軒けん一軒当たってみましょうか」

　答えるファレンの声も、かなり小さかった。

　ルートたちは家々を一軒ずつ見回ったが、彼らの他ほかに動くものはなかった。

「誰だれもいません、ね……」

　街を三分の一ほど見て回って、ファレンが結論づけるように言った。

　だが、どうして。ルートは声に出さずに呟つぶやいた。どの家にも争った形けい跡せきなどはなかった。まるで、ほんの少し近所で立ち話をするつもりで、そのまま立ち去ったようなありさまだった。鍵かぎをかけてある家も、ほとんどなかった。

　ルートたちは、街の中心にある公園の、エリサーナの像の前にいた。エリサーナの像は、小こ柄がらな女性の青銅像で、顔立ちは少女とも中年とも取れた。両の目を瞑つむって、竪たて琴ごとを弾ひく姿勢で造られている。

「全部を回ったわけじゃありませんが、街じゅうがこの状態であることは、ほぼ間ま違ちがいないでしょう」

　エリサーナの像を見上げながら、ファレンは大きく息をついた。こういった探たん索さくの場合、実りがないときは、疲ひ労ろうが倍にも感じられる。ファレンの顔には、歩き回った疲つかれが、ありありと見えた。

　ただ、まるっきり何も分からなかったわけではないようだった。

「食事時よりは、前みたいですね」

　あまりはっきりしない口く調ちようだが、ファレンが言った。

　その言葉に、ルートはもう一度街中の家のようすを思い浮かべた。







[image: ]







　確かに、見回った範はん囲いでは、食卓の上に料理が並べてある家などは、ほとんどなかった。薪まきの準備がしてある家などが、ちらほらとあるだけだった。

「確かに、いなくなってから、何週間も経たったって感じじゃなかったな。まだ人が生活していた匂においが残っていた」

「そうですね。せいぜい一日といったところでしょうか」

「どうして、そこまで分かるんだ？」

「たまたまスープの残っていた皿があったんですけど、スープの縁の乾かわき加減からいって、そのくらいだと思いますよ」

　自分でも、何日か放っておいたことがあるんじゃないかとは、さすがに言葉には出さなかった。それでも、ファレンには伝わったらしい。

「魔ま術じゆつ師しの学院にいたころはひとり暮しでしたからね。それに、料理をつくるのは好きですけど、後片付けは、ちょっと……」

　言い訳わけがましく、ファレンは言った。

「それに、何日もこの状態なら、前の街で噂うわさくらい耳にするでしょう。噂の伝わる早さは、わたしたちの足より遥はるかに早いですしね」

　そう続けたファレンは、今度はルートに問いかけてきた。

「で、これから、どうします？　このままこの街を通り過ぎますか？　それとも街に留まって原因を究明します？」

「このまま通り過ぎるなんて、考えてもいないんだろ」

　ルートが言うと、

「そう言ってくれると思いましたよ」

　ファレンは、にっこりと笑った。

　もうしばらくすれば、日も暮れる。ルートたちは、その前に、途と中ちゆうで見つけた宿屋に入ることにした。

　ファレンが夕食をつくり始めたのは、この直後だった。




　空腹を抱かかえて宿屋に戻もどったルートとニーサを待っていたのは、煮に詰つまりすぎたスープと、真っ黒に炭化した正体不明の塊かたまりだった。

　ファレンは、数時間の努力の成れの果てを前に、がっくりと肩かたを落としていた。

「会心の出来だったんですけど……」

「いいよ、今度はおれがつくるから。ファレンは、その子の相手でもしていてくれ」

「いや、でも……」

　ファレンが、もう一度つくりなおすと言う前に、ルートは、自分がつくると宣言した。ファレンにまかせて、これ以上時間をかけられてはたまらない。ファレンの料理の作り方は、まるで魔ま法ほうの薬をつくるかのように、材料や調味料を厳密にさじで計ってから始めるものなのだ。

　ファレンがすごすごと食堂の方に消えるのを見ながら、ルートは手早く調理を始めた。スープは、味を見ながら、適当に水を継つぎ足す。これがファレンなら、もう一度最初からつくりなおすとでも言いかねない。

　肉や野菜を刻んで、適当に、焼いたり盛りつけたりする。

　ほどなくして、出来上がった料理を、ルートは食堂の方に運んだ。

　食堂には、いくつもの角灯ランタンが、火を灯されて並べられていた。ふたりがついている卓テーブルには、まだ明かりのついている魔ま術じゆつ師しの杖つえがたてかけられていて、ひときわ明るかった。

　ルートの姿を見て、ニーサが顔をほころばせた。食堂の雰ふん囲い気きがしんとしているところを見ると、どうやら、ファレンとの間に会話ははずまなかったらしい。

　ルートは、卓の上に料理を並べていった。

　ニーサが目の色を変えて料理をかきこむのを見ながら、ルートはカウンターの内側にまわった。きれいに並べられたカップをふたつ取って、自分とファレンの分のエールを樽たるから注そそぐ。

「ゆっくり食べなよ。まだまだたくさんあるから」

　ルートは、ニーサにそう言うと、杯の中身を飲み干した。もう何杯か飲みたいところだが、まだこの街に起こった異変が何なのか分からない現在、よっぱらってしまうわけにはいかない。いざ事件が起こったときに、酔よってなにもできない愚ぐは冒おかしたくはなかった。ルートもファレンも、それなりに酒には強い。一杯くらいなら、水と変わりなかった。ルートはファレンの分の杯を卓の上に置くと、自分も料理をつつきはじめた。

　料理を口一杯に頰ほお張ばるニーサの顔を見て、ルートはふと奇き妙みような感覚に襲おそわれた。ニーサを以前、どこかで見かけたような気がしたからだ。しかし、ルートは首を軽く振ふると、それを頭の隅すみに追いやった。自分がこの街にくるのは初めてだし、ニーサもおそらくは、この街から出たことはないだろう。

　ニーサの食欲が一段落するのを待って、

「ニーサ。この街で、いったい何があったか、教えてくれないか？」

　ルートは、いちばん知りたい核心を尋たずねてみた。

　しかし、ニーサは首を左右に振るだけで答えようとはしなかった。

　その瞳ひとみに浮かんだ恐きよう怖ふの色に、ルートはそれ以上の追求をためらった。

　ルートは助けを求めるようにファレンを見たが、魔法使いはそしらぬ顔で、エールをちびちびと嘗なめるだけだった。こういった子供の相手は、本来ファレンの方が得意なはずだが、今回はルートにまかせることに決めたようだった。

　……まいったな。

　ニーサの目がうるんできたのを見て、ルートは口には出さずに呟つぶやいた。怪かい物ぶつが相手なら、剣けんをふるえばいいだけだが、子供が相手では、そうはいかない。

　ルートは、なにも聞けないまま、ニーサが食べるのを見続けるだけだった。




　宿の二階には、大小いくつかの部屋があった。

　ルートたちが選んだのは、小さい方の部屋だった。

　部屋にふたつ備えつけてあるベッドのうち、ひとつからは、すでに寝息が聞こえていた。

　食事が終わると、ニーサはすぐに寝入ってしまった。そのようすを見る限りでは、空腹だけではなく、かなり神経的に参っていたようだった。

　ときおり、苦しそうに寝返りを打つのは、なにか悪い夢ゆめでも見ているのだろう。

　ルートは、そんなニーサのようすを見て、自分の少年時代を思いだしていた。ルート自身も貧ひん民みん窟くつで生まれ育った孤こ児じだった。小さい頃ころ、生きのびるので精一杯だった自分の姿とニーサの姿が、だぶって見えた。この少女も、自分と同じように、ひとりきりだったのだろうか。

　ニーサが寝返りうつたび、横に置いていかれる毛布を、身体からだに掛けなおしてやりながら、

「いい夢を見させる呪じゆ歌かがあればな」

　ルートは、嘆たん息そくするように、ふと呟つぶいた。

「寝ている相手にかかる呪歌というのは難むずかしいですが、探せばあるかもしれませんね」

　ファレンが、ルートの問いに答えるように言った。

　ルートは、自分の呟つぶやきが、ファレンに聞こえていたと知って、赤くなった。他人に、いや、むしろよく知った人間に、自分のこういった面を見られるのは、ひどく気き恥はずかしかった。

　実際のところ、呪歌そのものの知識に関しては、ルートよりファレンの方が遥はるかに詳しかった。これは、呪歌の用い方が少々特殊なことに、原因がある。呪歌は元来古代語魔法の形態の一つなのだが、古代語魔法と違って、その歌の意味を知らなくとも、魔力を発動させことができる。

　これは、呪歌という形態が、旋せん律りつに宿る魔ま力りよくを追求したものだからだと、ファレンが説明してくれたことがあった。歌詩の魔力は、旋律の魔力の補助にすぎないからだと。

　このため、呪歌の内容をきちんと把は握あくしている吟ぎん遊ゆう詩し人じんなど、あまりいない。ルート自身も、だいたいこんなものだろうという見当でしか、歌の内容を把握していなかった。ファレンと一いつ緒しよに旅をするようになってからは、無理矢理講こう釈しやくを聞かされ、いまではほんんどの歌を理解していたが。

　ルートは、なにか言い訳わけめいたことを言おうと口を開きかけた。

　そのときだった。

　背筋の凍こおりつくような気配に、ルートは戸口の方を振り返った。

　なにもいない。少なくとも、ルートの肉眼では、なにも見えなかった。

　しかしルートは、確かに、なにかがそこに存在しているのを感じていた。

「誰だれだ？」

　喉のどの奥からしぼりだすような声で、ルートはその何者かに向かって問いかけた。傍かたわらに放ってあった剣けんを引きよせ、柄つかに手をかける。

　自然に、ベッドに寝ているニーサをかばうような配置をとる。

　傍らでは、やはり魔ま術じゆつ師しの杖つえを構えたファレンがベッドから立ち上がっていた。

　張りつめた空気のなかで、ルートは悲しげな女の声が聞こえたような気がした。

　それと同時に、それはゆっくりと姿を現わした。

「レイス!?」

　ファレンの驚きよう愕がくしたような声がした。ルートが、この魔ま術じゆつ師しのそんな声を聞くのは、初めてだった。

　ルートには、そのレイスは、ぼんやりとして、今にも消えそうなくらいはかなく見えた。顔立ちもはっきりとは分からない。

「手ごわいのか？」

　剣けんの柄つかに手をかけたまま、ルートはファレンに尋たずねた。

「手ごわいなんてものじゃありませんよ。わたしたちでは、まず太た刀ち打うちできません。レイスになるには、かなり高位の死し霊りよう魔術を行使しなければなりませんからね」

　答えるファレンの声は、ルートがいままで聞いたことがないほど、張りつめていた。

　レイスは、死霊魔術の〈幽体離脱レイス・フオーム〉の呪文によって肉体から遊ゆう離りした幽体が、なんらかの理由で、時間内にもとの肉体に戻もどれなくなったものだと、ファレンの言葉は続いた。

　ファレンの説明で、ルートも、自分の歌う伝承詩のなかに、そんな魔物がいたことを思いだした。確か、剣も魔法もほとんど効きかなかったと記憶している。

「……しかし、ようすが少し変ですね。術が完全じゃなかったのでしょうか」

「どういうことだ？」

　剣にかけた手を離しながら、ルートは尋たずねた。

「……影が薄すぎます」

　レイスのようすを見ながら、ファレンが言った。その声はいつもの温かみのある声ではなく、冷やかといっていいものに変わっていた。

「敵意はないみたいだけど……」

　ルートは、もう一度まじまじとレイスを見ながら言った。

「女……か？」

　そのルートの言葉に、ファレンは我に返ったようだ。身体からだ中に張りめぐらしていた緊きん張ちようを、ほんの少しだけ解く。

　レイスは、ルートのいったとおり、彼らに襲おそいかかるわけでもなく、ただ部屋のなかを漂ただよっているだけだった。

「相手に害意がなくても、危険であることに変わりありませんよ。レイスに触ふれられた生身の人間は、身体中の生気を吸い取られてしまいますから」

　ルートは、レイスに延ばしかけていた手を、慌あわてて引っこめた。

「でも、こっちになにか言いたいみたいだけど」

　レイスは、ゆっくりとルートたちの周囲を漂いながら、しきりになにか訴うつたえかけているようだった。しかしレイスの懸命の訴えは、言葉にはならず、沈ちん黙もくだけが、むなしくその場を支配するだけだった。

「やはり術が不完全だったようですね」

「なんとか、ならないのか？」

「わたし程度ではどうにもできないと、さっきも言ったはずですよ」

　ルートの問いかけに、ファレンはみもふたもない答えを返してよこした。

　自分の言葉が伝わっていないと悟ったレイスは、すっとニーサの眠るベッドの方に移動した。

　ルートが、慌てて駆かけよろうとした。

　しかしレイスはそれ以上なにをするわけでもなく、じっとニーサを見つめ続けるだけだった。

「もしかして、あなたは、この子の縁えん者じやなのですか？」

　そのファレンの言葉が終わらないうちに、ベッドの布ふ団とんが、がばっとはねのけられた。そして、叫さけび声。

「おかあさん!?」

　ニーサの目が大きく見開かれる。

「おかあさん！」

　もう一度叫ぶと、ニーサは転がるようにベッドから降りて、レイスに駆かけよろうとした。

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、レイスはニーサの手を逃れるように再び戸口の方に移動した。その顔に一瞬、娘むすめをいとおしむ表情が浮かぶ。しかしそれは、すぐに苦痛に満ちた表情一色に塗ぬり潰つぶされた。

　あくまでレイスに駆けよろうとするニーサを、ルートは片方の腕で遮さえぎった。少女の小さな身体が、ルートの太い腕のなかにすっぽりと納まる。

　しかし、続くニーサの行動は、ルートの予想を越えていた。

「放して！」

　言うが早いか、ニーサはルートの腕に力一杯嚙かみついたのだ。

「痛っ……」

　ルートの力が緩ゆるんだ隙すきに、ニーサは自分の行く手を遮っている邪じや魔まな腕をかいくぐった。

「ニーサ！」

　それでもニーサをかばおうと、ルートが前にまわりこんだ瞬間、その全身に悪お寒かんが走った。

　レイスに触ふれたのだ。

　ルートは、全身が、耐えようのない虚きよ脱だつ感かんに包まれるのを感じた。自分の生命が吸い取られていくのが、はっきりと分かった。

「ルート！　身体に力を込こめるのです。屈してはいけません！」

　ファレンの言葉が聞こえる。しかしその声は、まるで何里もの遠くから響ひびいてくるように、うつろに聞こえた。

　全身を襲おそう、たとえようのない不快感に、ルートの意識は遠くなった。

　耐えろ！

　奥の歯をかみしめながら、ルートは一瞬意識を失いかけた自分を叱しつ咤たした。

　しかし、そこまでが限界だった。意識が自分の許を離れていくのを感じながら、ルートは自分が闇やみに包まれるさまを、思い浮かべていた。

　ニーサの泣き声が聞こえたような気がした。




　全身を包む悪寒に、ルートは目を覚ました。

　勢いよく起き上がろうとして、全身の痛みに、もんどりうって再びベッドに倒たおれ込む。

　ベッド……？

　布ふ団とんに手をつき、ルートは、今度はやや慎しん重ちように上半身を起こそうとした。強こわばった全身は、容易に曲がろうとしなかった。関節という関節は、曲げたい方向とは逆の方向に引っ張ぱられるような感覚があり、必要以上に力をこめてしまう。身体の節ふし々ぶしが錆さびついたかのように、ぎしぎしと悲鳴をあげた。

　角灯ランタンの明かりはすでに消えていて、部屋のなかは真っ暗だった。

　あたりは静かで、物音ひとつ聞こえなかった。

「……ファレン？　ニーサ？」

　自然に、囁ささやくような声になる。

　問いかける声に、返事はなかった。ルートのなかに、不安が暗雲のように湧わきあがった。

　ルートは、自由にならない身体からだに力をこめた。どこに、どう力をこめるかをはっきり意識して動かさなければ、強ばった身体は、いっかな言うことをきいてくれなかった。

　ルートは、震ふるえる足を引きずりながら、窓を開けた。淡あわい月のひかりが差しこんできたが、暗くら闇やみに馴なれた目は、そんなわずかなひかりでさえ痛みを感じた。目を細めて、部屋のなかを見まわす。

「……ニーサ」

　思わず安あん堵どの声が洩もれる。ニーサはベッドの上に横たわっていた。胸が規則正しく上下しているのが分かる。自分やニーサをベッドまで運んだのは、おそらくファレンだろう。

　しかし部屋のなかに、当のファレンの姿はなかった。

　ルートは胸むな騒さわぎを覚えながらもしばらく待ってみたが、相棒が戻もどってくる気配は一向になかった。彼の性格を考えれば、もしどこかに行くのなら、書き置きのひとつくらい残しておくのが普ふ通つうだ。

　それがないというのが、ルートを不安にさせた。

「……どうすればいいんだ？」

　思わず、いつものようにそう呟つぶいてから、その問いかけに答える者が自分しかいないことに、ルートは気がついた。

　いつから自分は、これほどあの魔ま術じゆつ師しに頼たよっていたのだろうか？　それを考えて、ルートは愕がく然ぜんとした。思い返してみれば、ルートは、常にファレンの決断に従って行動していたような気がした。そう考えると、ニーサの件を自分にまかせ、そしらぬふりをしていたのは、そのことを、それとなく気づかせるためなのではないかとも思えた。

　ファレンがいない今、決断は自分が下さなければならない。のしかかる重圧を押しのけようと、ルートは軽く頭を振ふった。

　ベッドの脇わきに立てかけてあった剣けんと琵び琶わに手をのばす。琵琶を背負うと、その重みに、ほんの少しだけ落ち着きを取り戻せたような気がした。

　ルートは、ニーサの寝ね息いきが規則正しく繰くり返されているのを確かめると、

「探しにいかなきゃな……」

　口のなかで呟きながら、部屋を出た。

　鞘さやに入ったままの剣を杖つえがわりにして、苦労して階段を降りる。

「少しは、ましになったかな」

　階段を降りたところで、ルートは剣を腰こしに吊つるした。肘ひじや膝ひざを回して調子をみる。まだ真ま綿わたが詰つまっているような感覚が残っていたが、普通に動く分には支障はなかった。

「これなら、なんとかなるか」

　不安をまぎらわせようと、いちいち確認の言葉が口をついて出るのを、ルートは気がついていなかった。

　宿屋の玄関を出たところで、ルートは怪け訝げんそうに顔をあげた。

「歌……？」

　じっと耳をすませていると、はっきりと分かった。

　複雑な旋せん律りつにのせて、途と切ぎれがちに歌が聞こえてくる。かなりの名手である。

　しかし、いったい誰だれが歌っているのか？　この街で動くものと言えば、自分たち三人だけのはずだ。

　ルートは一いつ瞬しゆんファレンを期待したが、すぐにその可能性を否定した。

　かの魔ま術じゆつ師しは、楽器を弾ひくなどという芸当はできないし、また大変な音おん痴ちで、ここまで複雑な旋律を歌いこなすことなど、とてもできない。

　ファレンのくやしそうな声が思いだされた。音痴の人間に、魔術師はつとまらない。ファレンは時々、自じ嘲ちよう気味にそう言っていた。

　古代語魔法を発動させるには、上位古代語を、正しい発音、イントネーション、リズムでもって唱となえなければならない。ファレンは、初級の魔法はなんとか唱えることができるが、それ以上になるとどうしても、どこかで音がずれてしまうと嘆なげいていた。魔法も上級の呪じゆ文もんになると、詠えい唱しようも長くなり、ひとつの歌をうたうようなものなのだと、ファレンは言っていた。実際には、呪文の詠唱には身振り手振りが加わってくるから、ゆるやかな舞まいを見るようなものだろう。

　なんとか音痴を矯きよう正せいしようと四苦八苦しているファレンに、いま聞こえてくる旋律はとても歌いこなせない。

　なによりも、ルートの耳にかすかに響ひびいてくる声は、どこか悲しげでさびれてはいるが、女の声のように聞こえる。

　ファレンもこの歌を聞いて、その出所を突つき止めようとしたのではないだろうか。ルートは、そう思い当たった。そして、なんらかの災さい難なんに巻き込こまれた。

　ルートは、その歌の出所を突き止めようと歩きだしていた。しかしそれが、もはや半ば以上自分の意志に依よるものではないことに、ルートは気がついていなかった。

　ルートの耳に響いている歌は、まぎれもなく呪歌だった。




　ルートは、大通りを街の中心に向かって歩いていた。

　街のなかには相変わらず、月の光以外、頼るべき明かりはなかった。それでもルートは、躊ちゆう躇ちよすることなく歩きつづけていた。

　しかし、それはもはやルートの意志に依るものではなかった。まるで、遠くから爪つま弾びかれる旋律に従うかのように、左右の足を規則正しく交互に出して、道を歩いていく。つい先ほどまで、強こわばった身体をもてあましていたとは思えないほどである。

　しかしその足取りは、しっかりしたものとはとても言えない。まして、ルートの目は焦しよう点てんを失って、ぼんやりと空を漂ただよっているだけなのである。

　ルートの頭には、すでにファレンのこともニーサのこともなかった。

　なにも考えることはない。魂たましいの奥底から惹ひきつけられるこの歌声に、ただ従いさえすればいいのだ。

　ルートが、恍こう惚こつとした表情で歩いているそのとき。

　不意にルートの腕がうしろに引っ張られた。

　見ると、小さな人影がしきりにルートの腕を引っ張っていた。

　ルートは暗い明かりのなかでその人影を視界に映した。小さな子供が必死になって彼の腕にとびつき、留とどまらせようとしていた。目に涙をためて、なにかを叫さけんでいるようだが、それは、意味をなした言葉には聞こえなかった。

　その子は、髪かみはぼさぼさで、身につけているものも、ぼろ布ぎれを何枚も重ね合わせたようなものだった。外見からでは、とても女の子とは思えない。その子の名前がニーサということも、いまのルートにはなんら意味のないことだった。

　ルートの瞳ひとみは、ガラス玉のように、ただ視界の光景を映しだすだけなのだ。

　腕にすがりついている少女が、大きく口を開けるのが見えた。

「────!!」

　右腕に走る激痛に、ルートの身体が一いつ瞬しゆん硬直した。

　悲鳴は、声にならなかった。

「……ニーサ、は、放して」

　我に返ったルートは、自分の腕に力一杯嚙かみついているニーサに懇こん願がんした。

　ルートの瞳に光が戻ったのを上目づかいに確認して、ニーサは、嚙みついていた口を腕から離した。しかしその小さな腕は、しっかりとルートの右腕に回されたままだ。

　ルートの腕をぎゅっと摑つかんだ小さく細い両の腕から、少女の必死さが伝わってきた。

　ルートは、ニーサを安心させようと微ほほ笑えんで見せた。それは、少女と初めてあったときの、あの強ばった笑みとは比べものにならないほど、安心できる笑みだった。

「ありがとう、おかげで助かったよ」

　ルートの腕にくっきりと残っている歯型からは、ぽつぽつと、血が玉になって吹きだしていた。それを見たニーサが、すまなそうな顔で、ルートを見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ。これくらいなら、なんともない」

　ルートは、少女を安心させようと、もう一度、微笑んで見せた。実際、この程度の傷は少々疼うずくだけでなんの支障もない。もしニーサが気づかせてくれなかったら、このまま、あの呪歌に囚とらわれたままだったのだ。それに比べれば、こんな傷など、傷のうちにはいらない。

　それよりも、やはりニーサはこの街で何が起こったか知っている、ルートはそう確信した。そうでなければ、これほど正確に自分の居所を見つけることなどできなかったはずだ。

　ルートは、ニーサに腕を取らせたまま、しゃがみ込んだ。そうすると、やっと少女と目線が同じ高さになる。ルートはニーサの瞳を、真っ直ぐに見すえて言った。

「ニーサ、この街になにが起こったか、おれに話してくれないか？」

　少女の顔に動揺が広がった。

「ファレンが危ないかもしれないんだ。頼たのむ、知っていることがあるなら、おれに教えてくれ」

「……お化けのせいなの」

　ルートの真しん剣けんな表情に、ニーサはようやくそれだけを言った。

「お化け？」

「地面の下にお化けがいるの。それが歌ったら街の人たちがみんな死んじゃったの」

「……もう少し、詳しく話してくれないか？」

　ニーサが思いだすままに語ったことを、ルートは頭のなかで整理した。

　それによれば、ニーサがこの街の地下にある空くう洞どうに、偶ぐう然ぜん滑すべり落ちたところからこの事件は始まったらしい。空洞の奥には骸がい骨こつのお化けがいて、ニーサを見ると急に動きだした。ニーサは怖くなって、その場はそのまま逃にげ出したのだが、次の日の明け方、どこからともなく歌が流れてきて、街の人たちはなにかに取りつかれたように、あの空洞を目指したという。夜が明けてから、途と中ちゆうではぐれてしまった母親を探してその空洞を訪おとずれたニーサは、そこで村人が折り重なって倒たおれているのを見つけた。その奥では、例の骸骨のお化けが、竪たて琴ごとを引き続けていたようだ。母親は結局見つからなかったらしい。

　ニーサの話を聞いたルートは、なぜこの子だけがあの呪歌にかからなかったのか、不思議に思った。

「その歌に聞き覚えはない？」

　ちょっとした期待をこめて、ルートはニーサに尋たずねた。

「お母さんの、子守り歌に似てたよ」

「子守り歌、ねぇ」

〈眠りララバイ〉の呪じゆ歌かが真っ先に思い浮かんだが、効果を見る限りではまるっきり別のようだ。

「だいたいは分かった。おれはいまからその空洞に行くから、君は宿に戻もどって待ってるんだ」

　ファレンも呪歌にひかれて、そこに向かったのに間違いない。ルートはそう確信すると、ニーサに言った。

　しかし、その言葉を聞いたニーサの動揺は、先刻よりはるかに激しかった。お化けの居る空洞に行くより、またひとりで取り残される方が恐ろしいのだろう。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、ニーサは首を勢いよく横に振ふった。置いていかれまいと、ルートを摑つかんだ手に、ぎゅっと力をこめる。彼女は、ルートの腕をずっと抱かかえ込こんだまま、ひとときも放そうとはしなかった。

　ファレンなら、こんなとき、どうやってこの子をなだめるだろう？　困こん惑わくしながら、ルートは考えたが、すぐに、こういった考え方がよくないんだと思い直した。

　自分はファレンではないのだ。そして彼は、いまこの場にはいない。だったら、自分で決め、自分のやり方でやるしかない。

　ルートは自分の心を定めた。

「分かった、連れていこう」

　ニーサの顔が、ぱっと明るくなった。

「だから、とりあえず、腕から手を離してくれないか」

　ルートの言葉に、ニーサは顔を真っ赤にした。ルートの言うとおりに手を離そうとしたが、長い間力を込めていた指は、強こわばって、うまく動いてくれないようだった。

　ようやく自由になった腕を軽くさすりながら、

「で、その空洞はどこにあるんだい？」

「こっち！」

　いきおいよく街の中心部を指さすニーサの顔を見て、ルートは、これがこの少女の普ふ段だんの表情なのだと実感した。




　ニーサが案内したのは、街の中心にあるマーファ寺院の敷しき地ち内にある墓地だった。

　こういった街のなかにある墓地に、墓石が立てられるのは、街の有力者に限られる。普通の者たちは納のう骨こつ堂どうに納められるのが常だ。

　昼間、街の中の目ぼしいところは、あらかた回ったつもりだったが、ここは調べていなかった。考えつきさえしなかったのだ。

　ルートたちのような冒ぼう険けん者しやは、このような敷地内の墓地に納められることはない。街の外にある、共同墓地に埋うめられるのが、普通である。ここは、街の中でも、もっともルートに縁の薄い場所のひとつだろう。完全な盲もう点てんになっていた。

　きれいに整備された墓石を避さけながら、ルートは目的の場所に案内された。

「ここ……」

　ニーサはルートの服の裾すそをぎゅっと握にぎって、壊こわれた石板を指さした。

　ニーサの指したそれは、墓石とは違っていた。それは、記念碑ひだった。遠い昔、この街を救ったとされる吟ぎん遊ゆう詩し人じんの女性の。そしてその石板には、死者が安らかに眠れるようにとの祈りも彫ほってあった。

　ルートは、この付近の土が大勢の人間によって踏ふみ荒らされているのが分かった。

　石碑の崩くずれた跡あとには、大きな穴が、ぽっかりと開いていた。

　ルートは、ゆっくりとその穴を降りていった。

　崩れ落ちた土に足首まで埋まりながら、ルートはニーサの手を引いた。軟やわらかいのは、崩れた土だけで、元の地面はしっかりしているようだった。

　横穴に入った瞬しゆん間かん、歌がはっきりと聞こえてきた。歌の圧力が、ますます強くなったように感じられた。歌われている歌詩が下位古代語だということは分かったが、ルートには、その意味までは摑つかめなかった。

　わずかにさしこむ月明かりのもと、よく見ると、足もとには石畳が敷き詰つめられていた。どうやら、もとは通路だったらしい。この分だと、天てん井じようにも石が並べてありそうだった。崩れ落ちる心配は、あまりしなくてもよさそうだ。

　月の明かりは、天井に覗のぞいた穴からわずかな半径を照らすだけで、あとは、完全な闇やみが続いていた。

　しかし、その奥で、かすかに青白く光るものがあった。おそらくは、魔ま法ほうの光だろう。

　ルートは壁かベに手をつき、その光を目指して手探りで進み始めた。ニーサはルートの服の裾すそをつかんだままである。

　足もとは小石などが散らばっているのを除けば、平らでつまずくようなものはなにもなかった。

　通路と思われる横穴は、意外に短かった。

　魔法の明かりを目指して進んでいたルートは、その明かりのもとで、目的の人物を見つけた。

「ファレン！」

　駆かけ寄ったルートは、ファレンの身体からだを起こそうとして、はっとなった。ファレンの身体は、死んだように冷たくなっていた。

　脈を測ろうとしたが、なにも感じられなかった。

「まさか……」

　ルートは、そこまで言って次の言葉を飲みこんだ。

　死んでいるとは限らない。少なくとも目だった外傷は見当たらないのだ。

　レイスが現われたときの、ファレンの説明を思いだしながら、ルートは不ふ吉きつな想像を否定した。

　これが、ファレンの言っていた〈幽体離脱レイス・フオーム〉の呪じゆ文もんの結果なら、まだ望みはあるはずだ。

　確かファレンは、レイスとなるのは、時間内に戻れなかった魂たましいだと言っていた。

　制限時間がどれくらいなのかは分からないが、ファレンがいなくなってから、まだそんなに時間は経たっていないはずである。

　ルートは、明かりがついたままの魔ま術じゆつ師しの杖つえを持って、あたりを見回した。

　そのルートの目に飛びこんできたのは、倒たおれ伏ふした相棒の姿より、遥はるかに衝しよう撃げき的なものだった。

　それは、地下の空くう洞どう一面に倒れ伏す、街の人々の姿だった。

　ニーサから話に聞いてはいたが、実際に見ると、やはり衝撃は大きかった。

　茫ぼう然ぜんと、重なり合って倒れている街の人たちの姿を見ながらも、ルートは、この人たちにも外傷が見当たらないことに気がついた。

　まさか、街の人たち全員がレイスになったんじゃないだろうな。

　ルートは、その考えにぞっとしながら、ゆっくりと足を前に踏ふみだした。

　そして空洞の奥に、かすかに動くものを見つけた。目を細めて、それをじっと見つめる。

　骸がい骨こつだ。

　ニーサの言ったとおり、一体の骸骨が岩だなに座りこみ、膝ひざの上に抱かかえた竪たて琴ごとをかきならしていた。ぼろぼろになって茶色く変色した服が、白い骨にへばりついている。胸もとにある小さなペンダントが、ルートの長つ杖えの先に宿った明かりを反射する。口が開いたり閉じたりしているのは、歌を歌っているからだろうか？

　その歌の効果なのだろう。頭のなかを直接かき回されるような感覚は、限界近くにまで達していた。少しでも気を緩ゆるめたら、あっというまに、再び骸骨のうたう呪じゆ歌かの虜とりこになってしまいそうだった。

　ルートは、また一歩近づいた。背に回ったニーサが、不安そうに服を引っ張る。

　とうとうルートは、剣を振れる間合いにまで近づいていた。

「誰だれだ？」

　いささか間の抜けた質問だと思いながら、ルートは尋ねた。

　骸骨からの返事はなかった。白い骸骨は、肉のなくなった細い腕を巧たくみに動かし、ただ竪琴を弾き、歌をうたい続けるだけだった。

「なにを言っても、聞こえてないみたいなの」

　ルートの後ろで、ニーサが言った。

　ゴーレムの一種ではないかとも思ったが、呪歌から感じる圧力は、精神のないゴーレムが出せるものではない。

　では、どうするか？　ルートは思案した。このまま、この歌を聞き続けていたら、いつまた、先刻のような状態になってしまうとも限らない。
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　ルートは明かりをニーサに手渡すと、背中から琵琶リユートを降ろし、一弾ひき、かきならした。そして、ゆっくりとうねるように歌い始める。それは、骸がい骨こつのうたう歌とは全く違う、力強い歌だった。

　曲が進むにつれ、ルートの額に、次から次へと汗あせが浮かんでは流れ落ちていった。骸骨から感じる圧力は、いままでにも増して、強く感じられた。

　しかしルートは、空くう洞どうのなかいっぱいに満ちよと、骸骨の歌を圧倒するように、うたい続けた。

　不意に、片方の音楽が途と切ぎれた。

　空洞の奥の骸骨が、竪たて琴ごとを弾く手を止めたのだ。しばらく虚こ空くうを見つめていた骸骨のおちくぼんだ眼がん窩かが、ゆっくりとルートたちの方に向けられた。

　怯えたように、ニーサがルートの背で縮こまった。

　ルートも琵琶を降ろすと、額の汗を拭ぬぐった。まだ息が荒い。ほんのわずかの時間のはずだが、これほど体力を消しよう耗もうしたのは、久しぶりだった。

「おまえは、誰なのです？」

　こちらをじっと見つめたまま、骸骨が尋たずねてきた。

　女の声だ。

　しかも、ルートが歌声から想像していたのとは違い、柔やわらかく、耳に心地好い声だった。意外に思いながら、ルートは骸骨に答えた。

「おれは、旅の歌うたいで、ルートといいます」

　言い終わってから、ルートは顔をしかめて沈ちん黙もくした。自分を、つい歌うたいなどと言ってしまったことに対する軽い反発だった。

　ルートの沈黙にはかまわず、骸骨は言葉を続けた。

「おまえのような蛮ばん族ぞくが、ここになんのようなのです？　ここには近づくなと言っておいたはずですよ」

　その言葉の意味は、ルートには、理解できなかった。

「あなたは、いったい何者なんですか？」

「わたしの名はエリサーナ。真理を探求するもののひとりです」

「……そんな、馬ば鹿かな！」

　そう言ったきり、ルートは絶句した。

　目の前の亡もう者じやが、五百年前に、この街を救ったと伝えられる女吟ぎん遊ゆう詩し人じんだというのか。ルートは、信じられない思いで、骸骨を見つめた。

「しかし、なぜ……」

　思わず、疑問が呟つぶやきとなって洩もれる。なぜ、こんなところで亡者となっているのか？　街を救ったはずの吟遊詩人が、なぜ街をこんな状態にしてしまったのか？　なぜ、いまになって、こんな災わざわいを起こすのか……。

　しかし、ルートの呟きに答えたエリサーナの言葉は、それらの疑問には答えてくれなかった。

「べつに、おまえたち蛮ばん族ぞくを救おうとしたわけではありません。この街にわたしの娘むすめがいたから、こうしたまでです」

　それは、かつてルートが、エリサーナに関する言い伝えを聞いたときに、浮かんだ疑問の答えではあった。

　しかし……。

　ルートは、言いかけた言葉を途と中ちゆうで飲みこんだ。この女吟ぎん遊ゆう詩し人じんとルートの間には、明らかに、現実に対する認識に大きな差異があった。

　おそらく、この亡もう者じやのなかでは、五百年の時の流れなど存在していないのだろう。

「あなたの娘は、もはやこの世の人ではない。あなたが救おうとした街は、五百年も前の街だ」

　ルートは、その認識の違いを解こうとした。しかし、その言葉を選び間ま違ちがえた。

「そんなことはない！　現に、わたしの娘は、おまえの後ろにいる！」

　エリサーナが、骨だけになった白く細い指で、ルートの背後を指した。その声に込こめられた激しい怒りに、ルートはたじろいだ。

　うしろを振ふり向いたルートの目には、泣きそうな顔でしがみついているニーサの姿が写っているだけだった。

「まさか……」

　ニーサを、自分の娘だと言っているのか？　ルートは心のなかで呟つぶやきながら、ニーサを惚ほうけたように見つめた。

「違う。この子は、あなたの娘ではない」

　ルートはニーサの言った言葉を思いだしていた。自分の姿を見たとたん、骸骨が動きだしたと、少女は言ってなかったか？

　ルートの一いつ瞬しゆんの思考の間に、亡者の怒ど気きは、数倍に膨ふくれあがった。ルートは自分のなかで、危険を告げる鐘かねが激しくうち鳴らされるのを感じた。

「待ってくれ！　誤解なんだ。あなたが言っているのは、五百年も昔のことだ。いまのこの街は、平和そのものなんだ」

　しかしルートの言葉は、エリサーナの怒りを募つのらせただけだった。

「虚きよ言げんを弄ろうするな！」

　そう言うと、エリサーナは呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始めた。ファレンのたどたどしい詠唱とは、比べものにならない。一個の音楽を聞いているような、不思議な旋せん律りつを伴いながら、呪文は完成した。

「しまった！」

　直ちよく撃げきがくる！

　魔ま法ほうに耐えようとみまがえたそのとき、ルートの前に半透明のものが現われた。

「おかあさん！」

　ルートが認識するより早く、ニーサが叫さけんだ。

　我が子の声に答える母親の声が、ルートの耳に聞こえた。

　宿で見たレイスが、ルートたちに背を向け、両の腕を広げてエリサーナに立ちはだかっていた。ルートたちの方を、微ほほ笑えみながら振ふり向く。

　その微笑みには、宿で見たときのはかなさはなかった。娘を守ろうとする強い意志だけが感じられた。

　ニーサの叫さけびが、レイスの決意が、エリサーナにも分かったのだろうか？　その瞬しゆん間かん、彼女の白い腕の動きが鈍にぶった。

　ニーサをかばおうと、ルートは身をひるがえした。

　閃せん光こうがあり、ルートの視界は、白く塗ぬり潰つぶされた。

　光の奔ほん流りゆうは、一いつ瞬しゆんでおさまった。

　しかし、ルートが振ふり返ったとき、レイスの姿はなかった。背中で、ニーサが息を飲むのが、はっきりと感じられた。ルートの服の裾すそが強く引っ張られる。

　ニーサの母親であるレイスは、完全に消しよう滅めつしていた。

「……エリサーナ！」

　ルートは初めて、この亡ぼう霊れいに対して、激しい怒りを覚えた。

　しかし、当の女魔ま術じゆつ師しの亡霊は、硬直したように動かなかった。まるで、自分が死者だということを、唐とう突とつに思いだしたかのように。

「わたしは……、わたしは、なにをしたのだ……いったい、なにを……」

　亡もう者じやのうろたえたような呟つぶやきは、ルートにも聞こえた。

　どうやら、身を呈してニーサをかばったレイスの姿に、わずかながら正気を取り戻もどしかけているらしかった。

　ルートは、ニーサをかばうように腕を回した。ニーサの身体も硬直したままで、その瞳ひとみは、虚こ空くうを見つめたままだった。つい先刻、母親の存在があった空間を。

　ニーサの顔に、涙なみだはなかった。あまりのことに、悲しみの感情すら浮かんでこないのだ。心の弱い者なら、このまま永遠に感情を失ったまま、うつろな人生を送ることになる。ルートには、ニーサの心がこの事実に負けないくらい強いことを、ただひたすら祈ることしかできなかった。

　しかし、ニーサは表情を失ったまま、うつろな瞳にルートの姿を映すだけだった。

　ニーサが、ゆっくりと顔をルートに向けた。おちくぼんだ眼がん窩かが、じっとルートを見つめる。

　ルートは身体からだを震ふるわせ、エリサーナと向かい合った。背にニーサを隠かくす。

　しかし、彼女のまわりの雰ふん囲い気きは、先刻までの怒ど気きが噓うそのように消え、静かなものにかわっていた。

「先刻のレイスが、この娘の本当の母親なのですね？」

　ルートは無言で頷うなずいた。

「わたしの娘は、ほんとうに、もうこの世にはいないのですね」

　おだやかに問いかける声は、憑つきものが落ちたかのようだった。先刻とはうってかわって、柔やわらかなものに変わっている。しかし、その声には隠しようのない深い悲しみが宿っていた。

「それでは、わたしは、一旦は救った街を、自らの手でまた滅ほろぼしてしまったのですね」

　ルートから、この街に起こった事件を聞いたエリサーナは、確認するかのように、ルートに尋たずねてきた。

　五百年前、エリサーナがこの街を襲おそった怨おん霊りようを滅ほろぼしたのは、強力な〈鎮魂歌レクイエム〉だった。しかし、再度目覚めたとき彼女が歌ったのは、肉体から魂たましいを離り脱だつさせるものだった。その威力は五百年前のままで……。

「しかし、なぜ……」

　ルートの疑問に、

「わたしは、まったく正気ではありませんでした」

　答えるエリサーナの声は、沈痛だった。

「不死者は、もともと正常な思考を維持しにくいのです。わたしも、娘を守りたいという強い念のため、この世に留とどまってしまいました。歪ゆがんだ気持ちでうたった歌は、やはり歪んだ影響をまわりに及ぼします」

「それは……」

　あなたのせいではない。そう言おうとして、ルートは口をつぐんだ。理由はどうあれ、この事態はエリサーナによって引き起こされたものなのだ。それを安易な慰めの言葉でつくろうことなどできない。

　しかたのないことだったのだとも思う。しかしそれを言う資格は、ルートにはない。あるとすれば、それはこの場でレイスとなった人々やニーサなのである。そして、彼らは決して、しかたがなかったなどとは思わないだろう。

「すべては、わたしに原因があります。わたしが、始末をつけなければなりません」

　ルートの考えを見透かしたように、エリサーナが言った。

「街の人たちの魂を、もとの身体に戻もどすことはできないのですか？」

「霊れい体たいが身体から抜け出て一日を過ぎると、もはやもとの身体に戻ることはかないません。すくなくとも、私の知る限りでは、そのような術すべはありません」

　そう言ったエリサーナの口く調ちようは辛つらそうだった。

「わたしにできることは、この者たちを苦しみから解き放ってあげることだけなのです」

「ま、待ってください。一日以内なら魂はもとの肉体に戻せるといいましたね。それなら、おれの友人は助かるかもしれないんですね？」

「あなたの友人？」

「今日の夜半すぎくらいに、あなたの曲に導かれて、ここに来たんです」

「そうですか。それならば、わたしがもとの肉体に戻しておきましょう。どんな人なのです？」

　ルートがファレンの特徴を言うと、すぐに返事がかえってきた。

「それなら、すぐそばにいますよ。先刻から、あなたの方を心配そうに見ています」

　エリサーナが簡単な詠えい唱しようを終わると、ルートは、ファレンの方を振り返った。かすかに胸が上下しているのが分かる。

　ルートが確認を終えると、エリサーナはかたわらの竪たて琴ごとを引き寄せた。

　軽く弦げんを爪つま弾びくと、ゆっくりと旋せん律りつを奏かなで始める。それに和するように、エリサーナの柔らかな歌声が紡つむぎだされた。





　巡りゆく時間のなか

　すべてを忘れ　深く眠れ

　胸の鼓こ動どうだけを頼たよりに

　夜の彼方かなたを越え　遥はるかな安息の地へ







　暖かな夢の誘いざない　遠き道を往いかん

　久く遠おんのかけらを……






　エリサーナの声に、もの悲しげな調子はまったくなかった。それが、この歌の本来の姿なのだろう。

　それはまるで、幼い赤子に聞かせる子守り歌のように聞こえた。やさしく、包みこむような歌声にルートは、ああ、と感かん嘆たんの声をあげた。それは先刻の曲と同じはずなのに、まったく違う曲に聞こえた。ルートは、この歌を聞いたニーサが、子守り歌だと言ったことを、ようやく理解した。

　そのとき、不意に、ルートの服が引っ張ぱられた。

　服の裾すそにかけられたニーサの手に、力が込こめられたのだ。

　振ふり返ったルートは、ニーサの目に涙なみだが大きく盛り上がってるのを見た。

「ニーサ……」

　少女の顔には、まだ何の表情も浮かんでいなかったが、その瞳ひとみからは、涙があとからあとから流れ出していた。

　ルートは、それを見て、安あん堵どの表情を浮かべた。少女の心は、深く傷つきはしたが、砕くだけ散ってしまうほど弱くはなかったのだ。

　エリサーナの歌に重なるように、ルートの耳に、街の人たちの声が聞こえてきた。いままでどこにいたか。そう思うほどたくさんの声が、洞どう窟くつ内に満ちていた。しかし、そのなかでも、エリサーナの歌声がかき消されることはなかった。

　それどころか、まるでレイスたちの合唱に乗るかのように、エリサーナは呪じゆ歌かを歌いあげていった。

　やがて、レイスたちの声は次し第だいに小さくなり、それがすべてなくなる頃には、エリサーナの歌も終わっていた。

　ルートは、エリサーナの歌が終わったのにも気づかず、じっとたたずんでいた。

　ニーサの回復の兆きざしを見て、安堵するとともにふと浮かんだ疑問が、ルートの口をついて出た。

「これは、子守り歌ではなかったのですか」

「ええ、娘によく歌って聞かせていましたが……」

　エリサーナの答えは予想していたものだったが、それでも驚おどろきのあまりどう言っていいか分からずに、ルートは立ち尽くしていた。

「つぎは、わたしの番ですね」

　そう言うと、エリサーナはルートに向き直った。

「よろしくお願いします」

「…………」

　その言葉に、ルートは怯ひるんだ。自分の腕前は、エリサーナとは比較にならない。

「だいじょうぶです。あなたの思うがままに歌えば、それでいいのです」

「しかし……」

　ルートは、それでも逡しゆん巡じゆんしていた。自分の腕前に多少なりとも自信があるだけに、彼女との圧倒的な技術の差が分かるのである。それを承知で弾ひくには、ルートの矜きよう持じは少しばかり高すぎた。

「歌をうたうということは、技術だけで決まるものではありませんよ。たとえそれが呪じゆ歌かであったとしてもです」

　エリサーナには、ルートの躊ちゆう躇ちよの理由が分かったのだろう。できの悪い教え子を諭さとすように、ルートに話しかけてきた。

　この台詞せりふを言ったのが、自分の養父であったなら、ルートは猛もう然ぜんと反発したであろう。しかし、エリサーナに対しては、不思議とそんな気持ちは起こらなかった。

「どんなに稚ち拙せつな歌でも、ひとの感動を呼ぶことはあります。それが呪歌の基本です。呪歌の魔力の本質は、歌に宿る感動なのです。楽器を弾く技術や歌をうたう技術などは、その手助けに過ぎません」

　もう一度エリサーナは言った。

　ルートは、エリサーナに頷うなずくと、自分の琵琶リユートを奏かなで始めた。

　鎮ちん魂こんの呪歌だ。

　ルートの低く、癖くせのある声は、しかし決してかすれることなく、伸びやかに洞どう窟くつ内に響ひびいていった。

　ルートの歌に、力が宿りはじめた頃ころ、もうひとつの音が、彼の演奏に加わった。

　エリサーナである。

　ルートには、彼女がいつ竪たて琴ごとを弾きだしたのか全く分からなかった。それほど彼女の演奏は自然だった。

　エリナーサの歌は、ルートの呪歌の効果を妨げることはなかった。それどころか、彼女の歌のおかげで、ルートは自分の歌う鎮魂歌の厚みが増したように感じた。

　エリナーサの技に感かん嘆たんしながらも、ルートは歌う声に力を込めた。歌は技術ばかりではない。

　エリサーナの演奏が、ふと途と切ぎれた。

　竪琴の音は途切れたが、彼女の歌声はまだ続いている。

　しかし、やがてそれも、しだいに小さくなっていった。

　白い骸がい骨こつの腕から、竪琴が滑すべり落ちた。

「わたしの……遠い娘を、よろしく……お願い、します……」

　それが、エリサーナの最後の言葉だった。

　ルートが最後の小節を歌い終えると、エリサーナの宿っていた白い骨は、砂のように崩くずれさった。

　ルートには、そのとき天上に向かって、白い光が昇っていくのが見えたような気がした。

　すべてが終わってから、ルートは、エリサーナの白い砂のような遺い骸がいのなかで、鈍にぶい光こう沢たくを放っている小さなペンダントを拾い上げた。

　裏返してみると、母子の細密画ミニアチユールが描かれていた。娘を抱きかかえて、幸せそうに微ほほ笑えむ女性はエリナーサであろう。

　そしてその娘は、ニーサに驚おどろくほどよく似ていた。




　噂うわさが広まるのは、ルートたちの足よりも、はるかに早かった。

　エリサーナの街から十日ほど離れた小さな街も、すでに、かの街が壊かい滅めつしたという話でもちきりだった。

「呆あきれたものですね」

　というのが、一命を取り留とめたファレンの感想だった。そのファレンは、自分の肉体がそこにあるのを確かめるように、しきりに手を握にぎったり開いたりしている。あれ以来、もはやその仕草が癖くせになってしまったようだ。

　そして、ルートの方をちらりと見ると、

「ニーサのことが、気になりますか？」

「ああ、まあね」

　ルートがあっさりと肯こう定ていの言葉を述べたのに、ファレンは少々びっくりしたような表情をつくった。

　彼らのかたわらに、ニーサの姿はなかった。マーファ寺院に預けてきたのだ。むろん、置き去りにしたのではない。少女の心の治ち療りようはマーファ寺院にまかせ、彼らはその治療費を捻ねん出しゆつするために、これからいくつもの冒ぼう険けんをこなさなければならないのだ。今日まで、ルートはニーサにつきっきりだったのだ。ニーサに少しでも回復の兆きざしがある以上、いや、たとえ回復の兆しなどなくても、ルートがニーサを投げだすことはないだろう。

「そのニーサのことなんだけど、エリサーナの呪じゆ歌かが、なんであの子にだけ効かなかったんだろう」

　その問いは、落ち着いたら一度ファレンに尋たずねてみたかった事柄だった。それに、ニーサのいるところでは、こんな話はできない。

「推測でしかありませんが、それでかまいませんか？」

「うん。それでもいいから」

「ニーサはエリサーナの子孫だったんですよね」

　すると、確認するように、ファレンは反対にルートに尋ねてきた。

「ああ、それは間ま違ちがいないと思う。あの曲を子守り歌として毎晩母親から聞いていたらしいから」

「だから、効かなかったんじゃないかと思うんですよ」

　よく分からない、という顔をしているルートに、ファレンは言葉をつけ足した。

「ニーサは、あの呪歌に対して耐たい性せいができてたんじゃないでしょうか。ほら、どんなに優れた曲でも、毎日聴きけば、感動は日増しに薄れていくものですから」

　ましてや彼女は、何千回とあの歌を聴いているはずだから、というファレンの説明に、

「そんなものなのか？」

　ルートは、うまく騙だまされてるような気になった。

「でも、ニーサの母親もエリサーナの子孫になるわけだよな」

「だから、推測でしかないといったはずですよ」

　ファレンが、笑った。

　ルートも、つられて笑おうとしたが、それは途と中ちゆうで、驚きの表情に取って代わられた。

　勢いよく後ろを振ふり返る。その目に映ったのは、街道を駆かけてくる小さな人影だった。

「……ニーサ？」

　ルートたちが、幻でも見てるのではないかと茫ぼう然ぜんとしているうちに、少女の姿はどんどん近くなった。

　そして、ルートたちに追いついたニーサは、まるでそこが、昔からの自分の居場所だとでも言うように、ルートの右腕にしがみついてきた。街から全力で走ってきたのだろう。息もたえだえといったようすだ。髪かみが乱れ、せっかくの新品のスカートにも泥どろがはねている。

「抜けだしてきたのか？」

「いや、帰らない」

　少女の答えは単純明快だった。これなら、どんなに息を切らしていても、答えることができる。

　ルートとファレンは顔を見合わせた。

　見たところ、もうニーサにうつろなところはなかった。

　今朝起きたら、ルートの姿が見えなかったので急いで追ってきたのだと、ごく当たり前のことを話すように、ニーサは語った。

　ルートは、ニーサが呪歌にかからなかった理由が、なんとなく分かったような気がした。少女の心は、ルートが思っているより遥かに強きよう靭じんだった。

「……とりあえず、街に戻もどろう。いまごろ、マーファの神官たちが大おお慌あわてでいるだろうからな。事情を説明しないと……」

「もう、置いていったりしない？」

　右腕にしがみついたまま、ニーサが尋たずねてきた。口く調ちようこそ平静だが、瞳ひとみのなかでは必死に懇こん願がんしているのが、ルートには分かった。

「分かった、もう置いていったりしない。だから、とりあえず街に帰ろう」

「うん！」

　ニーサはにっこり笑うと、ルートの腕をとって、いま来た道を引き返し始めた。

「ということになったんだけど、かまわないよね？」

　ニーサに引きずられながら、ルートはファレンに耳打ちした。

　ファレンが微ほほ笑えみながら頷うなずくの見て、ルートは自分の判断が、少なくとも間ま違ちがっていないことを知った。

「はやくいこう！」

　ニーサがそう言ってルートの腕を強くひっぱったとたん、彼女のお腹が可か愛わいらしく鳴った。赤くなる少女にルートは、

「なんにも、食べてないのか？」

「だって……」

「じゃ、街に戻ったら、まずは食事だな」

　とたんにニーサの歓かん声せいがあがった。その甲かん高だかい声が、不思議と耳に心地好かった。
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「君たちは、冒ぼう険けん者しやだね」

　その初老の男は、詰きつ問もんするような口く調ちようで、声をかけてきた。

　それから、思い出したように、自らのことをドルティと名乗った。

　魔ま術じゆつ師しのチェペルがびくっと肩を震ふるわせて振り返り、男の全身を不安気に眺ながめる。神経質そうな視線が、左胸に刺し繡しゆうされた紋章シンボルに釘付けになる。

　至高神フアリスの紋もん章しようだった。

「そう呼ばれてはいますが……」

　男が着ているのは巡じゆん礼れい用の神官衣だったが、下ろしたてらしく染しみのひとつもなかった。威厳に満ちた様子から、ファリス教団でもかなりの地位にある人物だと思えた。司祭か、あるいは高司祭であるかもしれない。

「何か用かの？」

　エール酒のジョッキを持ったまま、ドワーフのオスターが尋たずねる。愛あい想そうのよい彼にしては珍めずらしく、ぶっきらぼうな口調だ。

「仕事の依頼なら勘かん弁べんしてよね。もう予約が入ってるんだから」

　ハーフエルフのリーライナは、男を振り返ろうともせず、疲れたような声で言った。

「失礼だろう、リル」

　ライスは彼女をたしなめ、司祭に仲間たちの非礼を詫わびた。

　チェペルも、オスターも、リーライナも、全員が神経を尖とがらせている。ライスとて同じようなものだ。他人との良き交流を推すい奨しようする幸運神チヤ・ザの信しん仰こうがなければ、彼らと同じ態度で接したかもしれない。

　旅人たちの国ロマールの街で、ライスたちは思いもよらぬ事件に巻きこまれたのだ。闘技場に引き出され、ゴブリンや別の冒険者たちと戦わされたのである。あやうく命を落とすところだったが、闘技場見物にきていた何組もの冒険者たちに助けられ、間一髪で危機を脱することができた。

　その後、ライスたちは自由人たちの街道を東へと逃のがれた。しかし、ロマールの騎士たちは、国境を越えてまで追いかけてきたのである。ライスたちは間道を通ったり、危険な荒野を旅して、追手から逃れようとした。

　それでも、何度か発見され、戦いになった。

　苦戦はしたものの、ライスたちはいずれも撃げき退たいすることができた。だが、そのために、ふたりの騎士の命を奪うばう結果となった。騎士たちに罪はないが、理り不ふ尽じんに殺されるわけにはいかない。何人たりとも生きる権利があり、そして、幸福になれる権利があるのだから。そのため、他人に不幸を与えねばならない矛む盾じゆんに、ライスは苦悩した。

　しかし、幸運神は自分を罰ばつしようとはしない。祈れば、いまだに力を授さずけてくれる。

　幸運心の慈悲に、ライスは感謝した。同時に、その慈悲にすがることしかできない愚おろかな自分を恥かしく思った。

　ザインを抜け、職人たちの国エレミアの領内に入ったところで、ようやく追手の心配からは解放された。

　一ひと月つきあまりの逃亡と困こん窮きゆうの生活で、ライスたちは消しよう耗もうしきっていた。だから、エレミアの街に入ってすぐ、冒険者の店を尋ね、仕事を求めた。

　仕事は、ひとつだけあった。

　幸運だったとは、とても思えない。店の主人の話では、その仕事はとても勧すすめられるものではないそうだから。しかし、ライスたちに選択の余地はなかった。どのようなものであれ、仕事を引き受けなければ、餓が死ししてしまいそうだった。

　店の主人から依頼人を紹介され、ライスたちは仕事の内容を聞き、前金として報ほう酬しゆうの半額を受け取った。

　そのおかげで、今夜の宿と夕食にありつけたのだ。

　いったい何日ぶりの食事だろう。ライスは思いだそうとしたが、気が遠くなりかけたので、すぐにやめてしまった。間違いないのは、ベッドで休めるのがロマール以来だということだ。

　ライスは自分たちの事情を伏ふせ、仕事の依頼を受けていることだけを、司祭に説明した。

「仕事を依頼したいのではない」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、男はライスたちのテーブルの空いている席に腰を下ろした。それから、またもためらったあげく言葉を続ける。

「その……つまりだ。君たちの仲間に加えてほしいのだ」

「わたしたちの仲間に？」

　ライスは驚きの声をあげ、リーライナと顔を見合わせた。

　彼女はしばらく目を丸くしていたが、やがて忍び笑いを洩もらしはじめた。

「あたしたちと冒険したって、お金にならないわよ」

「金が目的なのではない！」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、ドルティは言った。

「本気で言ってるのですか？」

　チェペルもあきれ顔である。

「もちろん、本気だとも」

　司祭の声は真剣そのものだった。

「君たちの足を引っ張ったりなどせん。今は、こんな格かつ好こうをしておるが、戦士としての訓くん練れんも受けているのだ」

「もしかして、聖せい戦せん士し？」

　ドルティの言葉に、リーライナがあからさまに嫌いやそうな顔をした。

　聖戦士には、迷めい惑わくをこうむった思い出があるからだ。彼らは融ゆう通ずうという言葉を知らず、邪じや悪あくなものと見れば、自らの命を省かえりみることなく戦おうとする。

「いや、聖戦士の修しゆ業ぎように出たことはない。邪悪と戦う日があるかもしれぬと自らを鍛きたえていただけだ」

「同じようなものだわ」

　リーライナがぶつぶつと言って、店でいちばん安い酒が入ったグラスに口をつける。

　いつもなら景気よくグラスを空けて、酔よっ払ぱらって騒さわいだあげくに寝ねてしまうのだが、さすがにそんな心境ではないようだ。今は嘗なめるように、ちびちびと飲んでいる。

「あいにくだが、神官なら足りていての。そこにいる男は幸運神に仕えておる」

　オスターが髭ひげをたくわえた顎あごをしゃくって、ライスを示した。

「まさか！」

　ドルティは驚いたように、ライスを見つめた。

　どうやらライスのことを、ただの戦士だと思っていたらしい。たしかに、そう思われて当然のような武装をしている。頑丈な板金鎧プレート・メイルに身を包み、蛮族の戦士が使うような戦斧バトル・アツクスを武器にしているのだ。

　ライスは苦笑を浮かべながら、首にかけていたメダルを手に取り、ドルティに見せた。その銀製のメダルには、チャ・ザ神の紋章シンボルが刻こく印いんされている。

「君は幸運神の神官戦士だったのか……」

　ひどく落らく胆たんしたらしく、ドルティはがっくりと肩を落とした。そして、

「もしかして、奇跡も行なえるのか？」

　と、尋ねてきた。

「まだまだ未み熟じゆくですが」

　ライスは答えた。

　ドルティの言う奇跡とは、もちろん神聖魔法のことに他ならない。司祭は祈りを捧ささげて、神に奇跡を願う。信仰がたしかならば、神は力を授けてくれる。司祭は、それゆえ神の奇跡を行なう代理人ともされているのだ。

「そうか……、君はれっきとした司祭なのだな」

「残念ながら、教団からは司祭の資格は戴いただいておりません。奉ほう仕しも、寄き進しんもしていないので当然ですがね」

　ライスの答を聞いて、ドルティは複雑な表情を見せた。

「司祭ですらなく、奇跡が行なえるのか……」

　そうつぶやくと、ドルティは深くため息をつきながら、何度も首を横に振った。そして、自らの考えに沈しずみこむ。

　よほどの事情があるのだろう、とライスは思った。

　そうでもなければ、至高神に仕える司祭が見ず知らずの冒険者に向かって、仲間に加えてくれなどと言うはずがない。

「わたしたちでよければ、力になりますよ」

　ライスは、遠慮がちに申し出た。

　たちまち、仲間たちが非難の目を向けてくるが、困っている人を見捨てるわけにはいかなかった。それは、幸運神の教義に反することだし、ライス自身の信条にもはずれる。

　この信条のためだけに、ライスは冒険者になったようなものだ。

　ライスはリーライナたち三人の仲間と組んで、パーティを結成した。「羽は根ね頭あたま」と名乗り、その名を覚えてもらうために、各々が目印として鳥の羽根を頭にさした。ライスは鴉からすの羽根を、ハーフエルフのリーライナは鵡オウムの羽根を、魔術師のチェペルは梟ふくろうの羽根を、ドワーフのオスターは青あお鳩ばとの羽根を、それぞれ髪の毛や帽ぼう子しにさしている。

　他の冒険者たちのように古代王国の遺跡を探たん索さくしようとはせず、人々が抱えている問題を解決することをもっぱら仕事としてきた。もっとも、ここのところ、古代王国の遺跡を偶ぐう然ぜん、発見したり、思いもかけない事件に巻きこまれたりと、主義に反する冒険ばかりが続いている。

　今度の仕事は、どちらかといえばなじみの仕事だ。依頼者は人間だし、探索する場所もかつて人間が住んでいた館だから。

　ただ、問題なのは依頼人が盗とう賊ぞくであり、館やかたに住んでいた人物というのも盗賊だということだ。それも、盗賊ギルドの長だったという大盗賊である。

　ライスに声をかけられて、ドルティは我に返ったように顔をあげた。その顔には、激はげしい怒りが表情となって現われていた。

「力になどなってもらわぬともいい！　わたしはファリスに仕える司祭なのだから。他人に力を貸かすことはあっても、借かりることがあってはならないのだ」

「失礼なことを言いました」

　ライスは素直に詫わびを言った。もちろん、彼に悪気はなかったが、相手を怒らせたのは、自分の考えが足りなかったせいだ。

「ライスが謝ることなんてないわよ」

　そう言ったのは、リーライナだった。

　彼女は眉をつりあげて、ドルティ司祭を睨にらみつけている。

「この人はね、親切で言ったのよ。勝手に意味を曲げて聞いて怒りだすなんて、それがファリスの司祭様のすることなの。だいたい、そっちが仲間に入れてくれって、頼んできたんじゃない。仲間に入れてほしいのなら、それ相応の礼れい儀ぎってもんがあるでしょ。あたしたちのことが気に入らないなら、遠慮することなんてないわ。今すぐ席を立って、他よ所そに行けばいいのよ。ファリスの司祭様なら、ありがたがって迎え入れる冒険者はかならずいるわ。英雄気取りの鼻持ちならない連中がね。聖戦ジハドの呪じゆ文もんでも唱となえて、邪悪な怪物どもを追いまわしているのが、あなたにはいちばんお似合いよ。わたしたちの仲間になっても、名声なんか一生、得られないからね」

　リーライナは、早口で一気にまくしたてた。

　ドルティは圧倒されたようで、口をなかば開いたまま、リーライナを見つめている。

「わたしは名声なんていりませんよ。暮くらしに困らないぐらいの蓄たくわえがあれば十分です」

　現実主義者のチェペルは、しみじみとそう言った。

　ライスも苦笑しながら、チェペルに同意した。それから、まだ言い足らなそうにしているリーライナに、押さえるよう目で合図した。

　リーライナは不満そうに口を尖とがらせたものの、素直にライスに従った。

「今、リーライナが言ったとおり、わたしたちはあなたのように立派な司祭を仲間に迎えられるほどの冒険者じゃありません。さる王国から、追われているような身ですからね」

「法を犯おかしたのか？　そうは見えないが」

　ライスの言葉に、ドルティ司祭は意外そうな表情を見せた。

「法を犯したつもりはありません。お疑いなら、魔法で善悪を判定してもらってもかまいませんよ」

　ファリス神に仕える司祭たちは、人の善悪を見分ける奇跡の力を授かっている。

　ライスの言葉に、またもドルティの表情が憤ふん然ぜんとしたものになった。ただ、今度は怒ど鳴なりだしたりはせず、咳せき払ばらいをひとつして自らの感情を押さえた。

　悪意がないとはいえ、相手を不快にさせてばかりだな、とライスは情けなく思った。人と人との良き交流を説くチャ・ザの司祭にあるまじきことだ。まだまだ修業不足だな、と静かに目を閉じて心のなかで幸運神へ懺ざん悔げの祈りを捧げた。

　短い祈りを終えて目を開けると、ドルティ司祭が自分を見つめていた。

「懺悔をせねばならないのは、わたしのほうだ」

　ライスが神に祈ったのに気づいたらしく、ドルティはそう言うと、深く頭を下げた。

「娘さんの言うとおり、君が悪意で言ったのではないことは、分かっているのだ。わたしが怒った理由は、わたし自身の心の中にある。至高神の司祭にあるまじきことだ」

「分かればいいのよ」

　すました顔で、リーライナが言った。

「リル」

　愛称で呼んで、ライスはリーライナをたしなめた。彼女は首をすくめると、悪戯いたずらっぼく舌を出した。

「君たちは、互いを信頼しあっているのだな。冒険者にしては野心もなく、とても自然に振る舞っているように見える。最初に声をかけたときには、いらだっていたがね」

　ドルティは、ライスたちを順に見回すと、静かにそう言った。

「ちょっとした理由がありましてね」

　チェペルが、言い訳わけっぽく言った。

　ドルティ司祭の言葉どおり、みんな不思議と気分が落ち着いてきたように見えた。

　お腹が満たされたのと、このファリスの司祭と話をしたためかもしれない。他人とまともに話したのは、ロマールを逃れて以来のことだったから。

「君たちのような冒険者に出会えたのも、至高神のお導みちびきかもしれない。どうだろう、あらためてわたしを仲間に迎えてくれまいか？　この先ずっととは言わん。一度か二度、冒険に同行させてもらえばいいのだ。必要な物は、自分で調達する。報酬の分け前ももらうつもりはない」

　そう言って、またもドルティは深く頭を下げる。司祭の声は真剣そのもので、断ろうものなら、床に両手をつきそうな感じさえした。

「魅み力りよく的てきな提てい案あんですね」

　チェペルが言った。もちろん、彼にとって魅力的なのは、報酬の分け前がいらないとの言葉だ。

　どうしたものか、とライスは仲間たちを見回した。

「あなたが決めてよ。わたしたちは、従うから」

　リーライナがそう言うと、オスターとチェペルも同意したようにうなずいた。

「どうせ、もう決めておるのだろ」

　オスターがほっほっと笑う。

　ありがとう、とライスは三人に礼を言った。

　オスターの言うとおり、すでに彼の心は決まっていた。

「明日の昼間に、もう一度ここにきてください」

「ありがとう、幸運神の神官戦士よ」

　ドルティ司祭は安あん堵どの表情を浮かべて、ふたたび頭を下げた。そして、ファリスの名を口のなかで唱え立ち上がると、ライスたちにくるりと背を向けた。
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「嬉うれしそうに帰っていったわ」

　ドルティ司祭が消えていった酒場の戸口を見つめながら、リーライナがあきれたようにつぶやいた。

「どんな仕事なのか聞きもしないでさ」

「冒険に出ることだけが目的のようだの。どんな冒険かは関係ないのだろうて」

「あの司祭にとっては、それでいいのでしょうがね」

　オスターの言葉に、チェペルは疲れたような表情を見せた。

「どうせ仲間にするなら至高神の司祭ではなく、盗賊であってほしかったと思いますね。今度の仕事には、そのほうが役に立ちます」

　盗賊と聞いて、ライスがちょっと顔をしかめた。

「仲間になったのが盗賊だったとしても、仕事の内容を聞いたとたんに降りると言い出すだろうな」

　ライスの言葉に、全員が憂ゆう鬱うつな顔でうなずいた。

　なにしろ、今度の仕事は依頼人が盗賊なのである。そして、仕事の依頼自体も盗賊に関係したものだった。

　病死した盗賊ギルドの先代の長マスターの館に忍びこみ、遺ゆい言ごん状じようを取ってこいというのである。

　依頼自体は、さほど難しいものではない。その館に、罠わなが仕掛けられていなければの話であるが……

　そして、依頼人によれば、罠は間違いなく仕掛けられているというのである。それも、発見するのも解かい除じよするのも難しい巧こう妙みようなものばかりだろう、と。加えて、どこから集めたものか、忌いまわしい怪物どもまで館に放っているらしい。

「先代は、そういうお人だったのさ。オレたちが館に忍びこまなきゃならないことを知っていて、罠を仕掛け、怪物どもを集めやがった」
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　腹立たしげに床を蹴けって、依頼人は言った。

「遺言状の内容は？」

　と、質問したチェペルに、依頼人は不気味な笑いを浮かべたものだ。

「後こう継けい者しやの名前が書いてあるのさ」

　平然と答えた依頼人の言葉に、ライスたちの顔色は変わった。

「そんな重要なものを……」

「重要でも何でもねぇ。ただ、邪じや魔まなだけよ」

　吐はき捨すてるように言って、依頼人は盗賊ギルドの後継者が、すでに決まっていることを告げた。

「盗賊ギルドの長を決めるのは、先代じゃねぇ。生きているオレたちなんだ。死んだあとまで、とやかく指さし図ずされるいわれはねぇ」

　だが、後継者を指名した先代の遺言状が存在していて、その内容が分からないというのは、新しい長にとって気持ちのよいものではない。だから、遺言状を手に入れ、中味をたしかめ、不ふ都つ合ごうなものなら処分してしまおうというのだ。

「おっしゃることは分かりましたが、その仕事はむしろ、あなたがたのほうがうまく運べるのではありませんか？　館には、罠が仕掛けられているのでしょう。それに、わたしたちは部外者ですから……」

　チェペルの不安げな質問に、依頼人は大声で笑いだした。

「盗賊向きの仕事だってか？　先代が仕し掛かけた罠なんだぜ。玄人をはめるための罠が仕掛けられているに決まっているさ。おまけに、怪物までいやがるんだ。オレたちエレミアの盗賊ギルドは正統派でな。こっちのほうは苦手なのよ」

　そう言って、依頼人は懐ふところから手品のように短剣を取り出した。

「それに、物が物だ。オレたちが取ってきたんじゃ、偽にせ物ものにすり替かえてるんじゃないかと信用されねえ。自分に都合がいいようにな」

　だから、互たがいが牽けん制せいしあって、誰だれも手を出そうとしなかった、というのである。

「先代は楽しんでやがるのさ。遺言状をめぐって、オレたちが争うのを。そして、自じ慢まんの館で、オレたちが苦しむのを。そんな思おも惑わくに、だれが乗るもんかい」

　エレミアの盗賊ギルドは後継者をめぐって、しばらくのあいだ緊張したが、やがて現実的な解決策を選んだ。先代の遺言を無視して、幹かん部ぶたちが話しあって新しいギルドの長おさを決めることにしたのだ。

　残る問題は先代の遺言状をどうするか、だった。盗賊ギルドは冒険者を雇やとって、遺言状を取ってこさせることにした。破格の報酬をつけて……

　しかし、報酬も大きいが、危険もまた大きい。先代の盗賊ギルドの長が、自らの最後の仕事として造りあげた罠と怪物の館だから。なにより、エレミア中心に活動している冒険者の多くは、エレミア盗賊ギルドに属する盗賊を仲間にしており、部外者とはいえなかった。そして、盗賊を仲間にしてない冒険者たちは、最初からこの闇やみの組織と関わる気のない者たちだった。

　結局、この仕事を受けられるのは旅の冒険者ぐらいだったのである。盗賊が仲間にいないこともあり、ライスたちはまさにうってつけだったわけだ。

　そして、依頼人はライスたちの身の安全についても保証してくれた。

「仕事が終われば口封じなんて、そんな非道な真似はしないぜ。冒険者には恨うらみを買いたくねぇからな」

　その一言もあって、ライスたちは依頼を引き受けることにした。

　本音を言えば、盗賊ギルドには関わりたくなかった。ライスの信仰するチャ・ザ神は、商業を守護している。それゆえ、その教義では、盗みは厳しく禁じられているのだ。当然、盗賊たちの存在も許してはいない。

　しかし、ライスたちは物もの乞ごいをするか、盗みを働く以外に生き延のびる道はないところまで困こん窮きゆうしていたのだ。エレミアの街中でそんなことをすれば、最悪の形で盗賊ギルドと関わらねばならなくなる。盗みも、物乞いも、盗賊ギルドたちの「仕事」だったから。

　つまるところ、ライスたちには、選択できる余裕などなかったのだ。

「わたしたちは盗賊向きの仕事を、盗賊なしで行なわねばならないってわけよ」

　他人事のような口調で、リーライナが言った。

「引き受けたのはいいけど、策さくはあるの？」

「すくなくとも、仲間をひとり増やしましたね」

　帽子に刺した梟ふくろうの風切り羽根を指先で整えながら、チェペルが独ひとり言のように言った。

「至高神の神官戦士がね。癒いやし手がふたりになったのは心強いけど、できれば怪け我がなんかしたくないわ」

「怪我ですめばいいが、罠にかかれば即死するのではないかな」

「不吉なこと、言わないでよ」

　リーライナが真っ赤な顔をして、オスターを睨にらみつける。もっとも、顔が赤いのは、彼の言葉に感情を高ぶらせたためだけではなさそうだった。

　その証拠に、かなり呂ろ律れつが怪あやしくなっている。

「ほっ、こりゃ悪かったの」

　オスターは空になった杯さかずきを高々と差し上げてから、ついでのようにリーライナに頭を下げた。

　酒場の主人が床板を踏ふみ鳴らしながら、ライスたちのテーブルにやってくる。そして、新しい酒の入った杯を全員の分、置いていった。

「明日には、館に挑いどまなければならないっていうのに……」

　古い杯に残っていた酒を一気に空あけてから、ため息まじりにリーライナはつぶやいた。それから、新しい杯にちびりと口をつける。

「依頼人が言ってたとおり、オレたちは盗賊の仕掛ける罠には素人しろうとだ。だからこそ、玄人くろうとの裏をかくことができるかもしれない」

「玄人の裏をかく……」

　チェペルがはっとなったように、ライスの言葉を繰くり返した。

「理り屈くつでは、ね。でも、どうやって？」

　リーライナは、とろんとした目でライスを見つめた。

　その目を見て、そろそろ潮しお時どきだなとライスは思った。オスターとチェペルに、かるく会え釈しやくで合図をした。まだ、夜ははじまったばかりだが、今日はもう休むべきだろう。

　オスターは残念そうにうなずきかえしてきたが、魔術師のチェペルはまるで上の空だった。何事かを真剣に考えている様子である。

「ねぇ、どうやってよ？」

　返事のないライスにごうをにやしたように、リーライナは身をくねらした。いかがわしい酒場の踊おどり子のような仕し草ぐさだが、豊満とはいえぬ体形のため、いまひとつ色気が不足している。

「どうやったら、玄人の裏をかけるわけ？」

「それは……」

　ライスは言葉を詰つまらせた。

　思いつきで言っただけで、ライスには深い考えなどなかったのだ。依頼を受けてから、あれこれ考えていたのだが、結局、何も思いつかず、現場に行ってから策を練ねるしかないと腹を決めていたところなのだ。

　そのとき、

「できるかもしれませんよ。玄人の裏をかくことが」

　と、チェペルが突然、言った。

「どういうことかの？」

　興味深げに、オスターが尋ねる。

「盗賊なら、罠を見つけて、はずそうとするでしょう」

「決まってるわ。盗賊でなくたってそうするわよ。でなけりゃ、死んでしまうんだもの」

「素人が玄人の真似をしたって、だめですよ。うまくゆくはずありません。ですから、発想を逆転するわけです」

　チェペルはまるで自分の言葉に興奮しているようだった。

「もったいぶらないでくれる？」

　リーライナは、不満そうに床を踏みならした。

「つまりですね。すべての罠にかかってしまえばいいんですよ。見つけようとか、はずそうとかしないでね」

「何、寝ね惚ぼけたこと言ってんのよ。罠が四つあったら、全員、死んでいるじゃない。あ、ひとり増えたから五つか」

　そう言って、リーライナはチェペルの頭をぺしぺし叩たたいた。たまらず、チェペルは頭を抱える。

「わたしたちが罠にかかる必要はありません。罠にかかるのは、わたしの従僕しもべです」

「だからね……」

「はいはい、分かりましたよ。ちゃんと説明すればいいんでしょう。最近、覚えた呪文なんですが、樫かしの木から魔法の像パペツトを造って、支配することができるんですよ。彼らを先行させて、罠にかかってもらうわけです」

　頭を抱えながら、チェペルは言った。

「なるほどね……」

　リーライナはふんふんうなずきながら、左の人差し指を唇くちびるに押しあてた。

　いけそうだと判断したのか、彼女の目が糸のように細められ、口くち許もとに満足そうな笑みがにっと浮かんだ。

「樫の魔法像オークとかいったわね。そういえば、ターシャスの森の遺跡では、魔法書も見つけてたんだっけ」

　賢けん者じやの修業もしている彼女は、魔法に関してもわずかながらに知識がある。

「ええ、シェフメルとディアネーの蔵ぞう書しよを何冊かね。おかげで、付与魔術エンチヤントと死霊魔術ネクロマンシーの呪文には強くなりましたよ。もっとも、修業不足でほとんど使えませんがね」

「だったら、修業なさいよ。魔法でなんでも片付けられるぐらいにね」

　そしたら楽ができるわ、とリーライナは付け加えて、新しい杯の中味を一気に飲みほした。これが、彼女のいつもの飲みっぷりなのだ。チェペルの提案に、気分が大きくなったのだろう。

　空になった杯を置くと同時に、彼女はぱたりとテーブルに突っ伏した。

「あいかわらず、いい飲みっぷりに、いい酔よいっぷりだわい」

　オスターが肩を揺ゆするように笑い、自らの杯も空にした。

「まったくだな」

　ライスは苦笑しながらも、オスターに同意する。

「さあ、二階に上がるとしよう。今夜は十分に休養をとって、明日中には仕事を片付けてしまうぞ」
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　その夜は、全員、死んだように眠った。

　追手の襲撃に神経を使うことなく眠れたのは、本当に久しぶりのことだった。ベッドと毛布がこれほど快適に思えたことはない。

　早起きのライスさえ、目を覚ましたのは日が完全に登りきってからであった。

　起きてすぐに身み仕じ度たくを整え、幸運神に礼拝する。

　一日の幸運を願う魔法の祈りも捧げた。

　今日は、罠だらけの館に入ろうというのだ。幸運に恵まれなければ、そこから二度と出られないだろう。

　それから、ライスたちは自分たちの装備を点検し、不足している分を補ったり、汚れた服を買いかえるため街へと繰り出した。

「職人の国」の名に違わず、エレミアの街にはありとあらゆる物が揃そろっていた。

　ただ、職人ギルドが発達したこの国では、どの店に立ち寄よっても同じような品物が並べられていて、値段にもまったく差がなかった。

　店ごとの特徴がないのだ。

　そうと知ったライスは、適当な店に飛びこんで、すべてをそこで揃えてしまった。

　買物の楽しみがないとリーライナは愚ぐ痴ちをこぼしたし、オスターはどの品物にも職人の魂がこめられていないと憤ふん慨がいしたものだ。

　ライスも人の温あたたかさの感じられない街だとの印象を受けた。

「機能的でいいじゃありませんか。値切りの交渉ができないのには、まいりましたがね」

　ただひとりチェペルだけは、買物が手早くすんだことを喜んでいる。ひさしぶりに書物を読む時間が取れるとでも思ったのだろう。約束の昼までは、まだ少し時間がある。

　ところが、彼の思おも惑わくはみごとにはずれた。

　宿屋に戻ると、入口の扉の前にドルティ司祭の姿があったのだ。

　司祭は、昨日とはまったく別人のような格かつ好こうをしていた。

　至高神の紋章が描かれた丈夫な鎖かたびらチエイン・メイルで身をかため、巨大な鑓鉾メイスを手にしている。楯シールドを持っていないところをみると、おそらく両手で振るうつもりなのだろう。

　そのどれもが真新しく、錆さびどめの油の臭においがしてきそうだった。まるで若い騎士の初うい陣じんのような雰ふん囲い気きだが、ドルティ司祭の顔は真剣そのもの、思いつめたような表情さえうかがえる。

「いったい、なぜ冒険に出ようなどと思ったのだろう」

　詮せん索さくするまいと決めたのだが、どうしてもその考えが頭をよぎってしまう。

「お待たせしたようですね」

「なんの。こちらが早すぎたのだ」

　ドルティ司祭はライスたちひとりひとりに握あく手しゆを求め、よろしく頼むと言った。

「それで、いつ冒険には出るのかね？」

　昨晩、オスターが言ったように、どんな冒険なのかはまるで関心がないようだった。

「昼食を済すませてからにするつもりです」

　ライスは、ドルティ司祭を宿屋の中に誘った。

　昨日と同じテーブルに腰を落ち着けると、店の主人に簡かん単たんな食事と水とを注文する。

　着き替がえたり、装備を直したい者は二階の部屋へと上がった。

　全員がテーブルに揃そろってから、ライスはどんな冒険に出るかの話を、ドルティ司祭に語ってきかせた。同時に、どのようにしてこの冒険を果はたすかも。

　話を聞くうちに、ドルティ司祭の顔はあきらかに渋しぶいものになった。

「もし、気に入らないのなら……」

　気をきかしてライスは言ったが、ドルティ司祭はすぐに首を横に振った。

「依頼人の素性はともかく、血を流すことなく問題を解決するためだからな。しかし、冒険とは魔物と戦ったり、悪人を成せい敗ばいすることだと聞いていたが、現実はまるで違うのだな」

「大きな事件なんて、めったにないもの。だから、冒険者の多くは、古代王国の遺跡を探すか、あたしたちのように他人から依頼された仕事を片付けてゆくのよ。もしも、大事件に巡めぐりあったとしても、たいていの冒険者はおじけづいて逃げだすでしょうね」

　リーライナの言葉に、ドルティ司祭はなるほど、とうなずいた。

「古代遺跡や大事件は、わたしたちの手に余るし、無縁でけっこうです。わたしの願いは、人々が抱えている不幸を多少なりとも取り除のぞくことです。それが、わたしの信仰の証あかしだと思っていますから」

　ライスは力を込こめて言った。

「チャ・ザの司祭は、金かね儲もうけのことしか考えとらんと思っていたがな」

　日に焼けたライスの顔をじっと見つめながら、ドルティ司祭は辛しん辣らつに言った。

「……ええ、おっしゃるとおりです」

　その言葉を否定することは、ライスにはできなかった。

　商業の守護神とされ、チャ・ザ教団には商人たちから、莫ばく大だいな寄進が行なわれている。繁盛している商店などには、司祭自らが訪れ、寄進を求めることも稀ではない。その代償として、幸運の護ご符ふなる紙切れを置いてゆく者もいるという。

　しかし、それは……

「もっとも、我々、ファリスの司祭も、同じようなものだ。金がなければ、教団を維い持じすることはできんとはいえ、神より授けられた奇跡の力さえ金に変えようとする。ファリスばかりではない。すべての教団の司祭がな」

「ドルティ司祭……」

　驚きのあまり、ライスは目を瞠みはった。

　まさか、ファリスの高司祭から、そんな言葉が出るとは思わなかったから。そして、彼の言葉は、まさしくライスが心に思い浮かべ、飲みこんだものだったから。

「また、気分を害してしまったかな」

「そんなことは……」

「そうか、ならば冒険に連れていってくれ。怪物がいるのなら、わたしも役に立つことだろう」

「もちろんよ、先頭に立たせてあげるわ。援えん護ごはするから安心して戦って」

「感謝する」

　リーライナは冗じよう談だんのつもりで言ったのだろうが、ドルティ司祭は、真ま顔がおで答えた。

「感謝してもらわなくてもいいけど……」

　リーライナは助けを求めるように、ライスに顔を向けた。

　ライスは彼女に笑顔を返すと、両手をテーブルについてゆっくりと立ち上がった。

「準備も整っているようですから、すぐ出発しましょうか。日が沈しずむには、まだ時間がありますが、早すぎても悪いことはないでしょう」

　ドルティ司祭はうなずいて、ぎこちない動作で立ち上がった。

　それを見取って、ライスは一いち抹まつの不安を覚えた。

　どうやら、まだ鎧よろいに慣なれていないようだ。もしかすると、武器や鎧が、すこし重すぎるのかもしれない。身体に合わない装備は、実力を半分にもしてしまうものだ。

　この司祭が戦士の訓練を積んだというのは、ずいぶん昔のことだとライスは判断した。

　魔法の援護に回ってもらおう。ライスはそう心に決めた。なにしろ、彼は高司祭なのだ。

　強力な奇跡を起こしてくれるに違いない。

「そういえば、忘れてたわ」

　五人が一団となって出口へ向かって歩きはじめたとき、リーライナがふと立ち止まると、まだ手にしていた背負い袋の中をごそごそと探った。

「どうしたんだ、リーライナ」

「新入りさんに渡さねばならない物があったのよ」

　そして、リーライナは真っ白な羽根をひとつ取り出した。

「街中を歩いていて見つけたの。店の前に落ちていたのをね」

「白鳥……いえ、白しら鷺さぎの羽根ですかね」

「家鴨アヒルだと思うわ。鳥肉が並んでいた店だったから」

「家鴨とはな……」

　ドルティ司祭は苦笑を浮かべながらも、リーライナの手から家鴨の羽根を受け取った。

　そして、白いものが混じっている髪に、慎重に刺してゆく。

「さあ、これであなたは、あたしたちの仲間よ」

　リーライナは、いかにも楽しそうに笑うと、ドルティ司祭の肩を思いっきり叩たたいた。

「ようこそ、羽根頭へ。家鴨羽根のドルティ司祭」
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　先代の盗賊ギルドの長の館は、エレミアの街の東の郊こう外がいにあった。

　自由人たちの街道を歩いていくと、〝悪意の砂漠〟カーンを貰つらぬいて流れてくる川にぶつかる。川に架かけられた橋は渡らずに、川沿いの小道を北に折れると、やがて小さな林が見えてきた。

　林の木々の緑を背景に、三階建ての屋敷がひとつ、まるで辺境警備の砦とりでのように建たっていた。依頼人の話によれば、ここがエレミア盗賊ギルドの先代の長の館だった。

　塀へいはなく、玄関の前には、質素な庭が造成されていた。中央の花か壇だんには、薄うす紫むらさきや紅べに色いろをした花が咲き乱れていた。

「薬草よ、これ全部……」

　リーライナが腰を屈かがめて、花の香を確かめた。

「ずいぶん、珍めずらしいものを揃そろえているわね。見たこともない植物もあるわ……」

　リーライナの目は、血のように赤い実をつけた不気味な庭木に釘くぎ付づけになっている。

「薬草とはね。それは、毒どくにもなるということですね」

　チェペルが、自分の言葉に怯おびえたように、ぶるっと身体を震わせた。

「調合するのが、この館の主人なら、おそらく毒を作るために植えられたのだろうな」

　ライスは、首筋にチリチリとする感覚を覚えた。まるで、チャ・ザが警告を発しているような気がした。

「おそらく、そうでしょう。リーライナなら、どんな毒を調合したのか、分かるのではありませんか？　エルフの集落で育ったのでしょう」

　チェペルは期待をこめた目でハーフエルフの娘を振り返ったが、彼女は不機嫌そうな顔で首を横に振った。

「エルフたちは、毒なんて調合しないもの。薬草摘つみなら、森にいたころ、よくさせられたけど……」

　リーライナは森の暮らしが退屈で、エルフの村を飛び出したのだ。彼女にとっては、薬草摘みも退屈な仕事のうちのひとつだったに違いない。

「入るしかないか……」

　ライスは館の玄関を見つめて、呻くように言った。

　暗灰色の岩に小さな緑色の貴石が輝かがやく、見たこともない材質の石段が五段あり、頑がん丈じようそうな両開きの扉が、異界へ通じるかのごときおもむきで、館を閉ざしていた。

「入るのですか？　それなら、待ってください」

　チェペルが魔術師の杖を片手に、もう片方の手には樫かしの小枝を握にぎりしめて、上位古代語を唱となえはじめた。

　呪文を唱え終わると、無雑作に小枝を地面に投げ捨てる。

　地面に落ちたとたん、樫の小枝はパキパキという乾いた音を立てながら、形を変えはじめる。小さな瘤こぶができたかと思うと、見る見る膨ふくれあがり頭になった。枝が裂さけたかと思うと、手足となって伸びていった。

　そして、樫の木の魔法人形オークが誕生した。

　だが、それはなんと醜しゆう悪あくな姿であろう。身長は子供ぐらい。あのロマールの闘技場で戦ったゴブリンに似て、口は耳まで裂さけ、鼻が鉤かぎ状に曲がっている。

　ドルティ司祭はうさんくさげにオークを睨にらみつける。だが、魂たましいのない魔法人形パペツトは、人間の視線など気にもしなかった。

「扉とびらはすべて、魔法を使って開けます。それなら、罠わなの心配をしなくてすみますからね」

　言いざま、チェペルは玄関の扉に向かって、解錠アンロツクの呪文を唱えた。

　呪文が完成すると同時に、扉は骨の軋きしむような音を立てて、手前へと開いた。

「最後まで気力が保つのか？」

　ライスは心配になって、魔術師に尋たずねた。

「魔ま晶しよう石せきは仕し入いれていますが、扉の数しだいでしょうね。苦しくなったら、あなたに助けてもらいますよ」

　神聖魔法には、自らの精神力を相手に分け与える魔法がある。気を失った者や、精神的な疲労の激はげしい者に使われる。

「分かった。いつでも言ってくれ」

　チェペルはうなずくと、オークに命じて、先頭に立たせる。

　不器用に石段をのぼってゆくオークに従うように、ライスたちが一列になって続く。そして、薄暗い館の中へと足を踏ふみ入れた。

　まるで、怪物のあぎとに飲みこまれたような気分だった。

　緊張のため、喉のどがからからに渇かわき、反対に手の平や背中にはじっとりとした汗がにじむ。

　玄関を入ったところは、広いホールだった。調度品は、なにひとつ置かれていない。扉が正面と左右にあり、期待に反してその扉はすべて閉ざされていた。

「どこから探すの？」

　リーライナがライスの隣となりまで進みでてきて、部屋の周囲をぐるりと見回した。

　それから、囁ささやくような精せい霊れい語ごを唱えて、光の精霊ウイル・オー・ウイスプを召しよう喚かんする。
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　薄暗かった室内が、明るい光に満たされた。

「正面から行こう」

　ライスは迷うことなく言った。

　目指す遺言状は、玄関からもっとも遠い部屋に置かれているはずだ。そして、その途と中ちゆうの通路や部屋には、様々な罠が仕掛けられているに違いない。

　心得たとばかり、チェペルが解錠の呪文を唱える。

　扉は、弾はじかれたように開いた。

　しかし、開いたのは正面の扉だけではなかった。まったく同時に、左右の扉も開いたのである。

「気をつけろ！」

　ライスは仲間たちに警告し、同時に戦せん斧ぷを構えた。

　心得たもので、仲間たちはすばやく集まり、周囲を警けい戒かいするように円陣を組んだ。

　ただひとり、ドルティ司祭だけが、正面の扉の方に動きつづけている。

「ドルティ司祭、戻もどってください！」

「どうしてだ？　この扉を奥に進むのだろう」

　ライスの言葉の意味が分からず、ドルティは扉の前で怪け訝げんそうに立ち尽つくしている。チェペルの命令を待って動かないオークと同じ姿勢で……。

　そのとき、すべての扉から、魔物どもが姿を現わした。

　不死の魔物アンデツドだった。骸骨スケルトンや動く屍ゾンビーどもが、次々と扉の向こうからやってくる。

「後ろ！」

　リーライナは、悲鳴をあげた。

　ドルティよりも、さらに扉に近かった樫の木の魔法人形が、スケルトンの小剣の攻撃を受け、乾いた音をたてて床に転がった。

　ドルティは反射的に扉を振り返り、驚きのあまり一瞬、硬直したようになった。

「魔法を！　鎮魂ターン・アンデツドの魔法を!!」

　ライスは叫び、ドルティのもとに走った。オスターは、左の扉に、リーライナは右の扉に走った。

「そうか、鎮魂の魔法……」

　ドルティはつぶやくと、迫りくるアンデッドどもに左手を突きだし、精神を集中させた。

　不死の魔物ならば、聖なる力で無力化することができる。うまくゆけば浄じよう化かし、滅ほろぼすことさえできるのだ。

「至高神ファリスよ、我に力を。聖なる力もて、不ふ浄じようなる魂を鎮しずめたまえ！」

　ドルティの呪文は完成した。

　しかし──

　不死の魔物どもは、たじろいだ様よう子すさえなく、ドルティに向かって鋭い鉤かぎ爪づめを振るった。

　全身が痺しびれるような、不快な金属音が部屋中に響いた。

　ドルティは放心したように、目の前の腐ふ肉にくの塊かたまりを見つめている。頑がん丈じようなチェイン・メイルは、アンデッドの攻撃を防いだらしく苦痛の表情はない。

「司祭！」

　ライスは叫び、二体のゾンビーと二体のスケルトンに向かって、躍おどりかかっていった。

　目標に決めたのは、今まさに司祭に小剣を振り下ろさんとしているスケルトンだ。頭部を狙ねらって振り下ろした戦斧は、狙い違わずスケルトンの頭ず蓋がいを粉ふん砕さいした。

　頭を失ったスケルトンは、糸の切れた操あやつり人形のように、その場に崩くずれ落ちる。

「ドルティ司祭！」

　ライスはもう一度、大声で叫んだ。

「す、すまん」

　司祭はようやく我に返った。そして、二度目の攻撃を加えようとしていた目の前のゾンビーに向かって、両手持ちの鎚つち鉾ほこを振るった。

　相打ちだった。

　ゾンビーの鉤爪はドルティの胸を捕とらえ、ドルティの鎚鉾はゾンビーの右肩に命中した。しかし、ゾンビーの攻撃は真新しいチェイン・メイルに傷をつけるに留まった。対して、ドルティの攻撃はゾンビーの左肩を砕くだいていた。

　腐った肉が飛び散り、鮮血ではなく、蛆うじと濁にごった肉汁が床に滴したたる。

　吐はき気を催もよおす腐ふ臭しゆうが、黴かび臭くさい室内に漂ただよった。

「残りは任せます。リルを助けなければなりませんので」

「承知した」

　ドルティは残る二体のアンデッドを引き受けるべく、至高神の名を高らかに唱える。

　神聖な神の名前に怒りを覚えたように、スケルトンとゾンビーはドルティの生命を断とうと、鉤爪と小剣とを振りあげた。

　ライスは、左の扉から現われた怪物を引き受けたリーライナのもとに駆けつけた。

　彼女は最初から攻撃する気などなかったようで、ひたすら防御に専念し、持ち前の俊しゆん敏びんさで三体のスケルトンと一体のゾンビーの攻撃をかわしつづけている。

「大丈夫か？」

「なんとかね」

　ライスが援護にきたのを知って、リーライナは反撃に転じた。

　三体のスケルトンはライスに任せ、自分は動きの鈍いゾンビー相手に、矢や継つぎ早ばやに攻撃を繰り出す。

　ライスも三体のスケルトンを相手に、猛然と斧を振るいはじめた。




　数が多かったので、かなりてこずったものの、ライスたちはなんとか不死の魔物たちを滅ぼすことができた。リーライナが左手に、オスターは頰ほおと左足に手傷を負ったものの、いずれも軽傷である。

　戦いが終わったと知ると、ドルティは部屋の隅すみに駆かけこんで、胃の中のものを残らず吐き出した。

　無理もない、とライスは思った。腐った肉や白骨が散乱する光景は、清潔に保たれた神殿に慣れた者には、耐えがたいものだろう。

「司祭……」

　ライスは腰の水袋をはずしながら、ドルティのところまで寄ると遠慮がちに声をかけた。

「見苦しいところを見せてしまったな……」

　ドルティは答えたが、振り返ろうとはしなかった。そして、

「やはり、だめなのか。わたしには、奇跡は起こせないのか？」

　と呻くように言った。

　そばにいたライスには、ドルティの声ははっきりと聞こえた。

「奇跡が起こせないですって？」

　背後で起こった声に、ライスはあわてて振り返った。

　言ったのは、リーライナだった。耳の良い彼女にも、ドルティの言葉は聞こえたのだろう。

「……そう、わたしには奇跡は起こせないのだ」

　そう言って振り返ったドルティの顔は、絶望に沈んでいた。

「でも、あなたは至高神に仕える高司祭なんでしょ？」

「いかにも、そうだ……」

　リーライナの問いに、ドルティは答えた。そして、崩れるように床に座りこむ。

「わたしは、ファリス神の高司祭だ。しかし、奇跡の起こせぬ、な」

「そんなことって……」

「あるんだよ」

　ライスは、リーライナの肩に手を置いて、それ以上、何も言うなと首を横に振った。

　至高神フアリスや幸運神チヤ・ザ、知ラ識ー神ダなど教団の規模が大きくなればなるほど、奇跡を起こすことのできない人間が侍じ祭さいや司祭など、教団において重要な地位に就つく場合がある。なかでも、ファリス教団は、その傾向が特に顕けん著ちよである。

　リーライナは不満そうにしていたが、座ったまま顔を上げようともせぬドルティを見て、とにかくも口をつぐんだ。

「出直しますか？」

　チェペルはライスのところにやってくると、声を落として言った。

「そうだな。いったん、館の外に出て休きゆう憩けいを取ろう」

　このまま奥に進むのは危険だと、ライスは思った。冒険を成功させるためには、なにより仲間の連係が大事なのだから。
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　花か壇だんの縁えん石せきに腰を下ろし、ドルティは深くうなだれていた。

　ときおり、ため息をついては、わずかに首を横に振る。

　ライスは魂たましいが抜けたような表情の司祭に、どう声をかけていいか分からずにいた。リーライナたちも、同様だったのだろう。思い思いの場所に腰を下ろして、用意してきた携けい帯たい食しよくや飲み物を口に運びながら、雑談のひとつもはじめられないでいた。

　この沈黙を破れる者がいるとすれば、ドルティ司祭をおいて他にはないのだ。

　しかし、その司祭は自らの考えに沈みこみ、一言も発することはなかった。

「……失礼いたします」

　意を決して、ライスはドルティのそばに寄ると、幸運神に祈りを捧ささげた。

「慈じ悲ひ深きチャ・ザよ、この者の心に平静を」

　そして、右手をドルティの額にそっと押し当てる。

　平静を祈願する魔法の祈りは幸運神に通じ、ドルティはぶるっと身体を震わせると、ライスを見上げた。

「……これが奇跡の力なのだな」

「勝手なことをして、申もうし訳わけありません。しかし、ただ苦悩しているだけでは、何も解決しません」

「まったくだ。わたしも何度となく、悩める信者にそう諭さとしたことがある」

「理由を教えてくださいますね」

「ここまで、醜しゆう態たいを見せたのだ。これ以上、恥はじをさらすことはあるまい」

　ドルティは力なく微笑むと、ゆっくりと話をはじめた。

　自分の過去を……




　ドルティは、至高神に仕える司祭であった父親と、同じく熱心な信者であった母親とのあいだに生まれた。

　生まれたのも、育ったのもオランのファリス神殿である。幼い頃から、ドルティは司祭であった父から、ファリスの教義や戒かい律りつを教えこまれたという。父親はドルティをファリスの司祭にすることしか考えていなかったし、彼もそんな生き方に疑問を持っていなかったという。

　ドルティは教団に伝わる聖書を空んじ、各種の儀式や戒律に精通していった。十六歳になったときには、すでに父親から教えられることはなくなっていた。

　そこで、彼は聖王国アノスの大神殿へと赴おもむき、このファリス教団の最大の聖地で厳しい修業に励はげんだのだ。

　ここでも、ドルティは優れた素質を見せた。神学者としても、聖職者としても。戦士の訓練を積んだのも、この時代のことだ。それも、聖騎士の修業も勧すすめられたほどの腕前だったという。

　ただひとつ課題とされたのは、神聖魔法を使えないこと、つまり奇跡を起こせないことであった。もっとも、ドルティ自身は、そのことをさして重要視していなかった。信仰とは奇跡を起こせるか否いなかではない。神を信じ、その教義に自らも従い、他人を導みちびくことだと思っていたから。

　二十になると同時に、ドルティは司祭の資格を与えられ、ここエレミアの神殿に派は遣けんされた。それから二十年あまり、彼はエレミア王国におけるファリス教団最高位の人物となっていた。

「しかし、この年になっても、奇跡を起こすことはできなかった」

　ドルティは長い過去を振り返り、深いため息を洩らした。

「でも、それでいいと思ってたんでしょ。奇跡を起こすことだけが信仰じゃないと」

「いかにも、そう思っていた。そう思っていたのだ……」

　リーライナの問いに、天を仰あおぎながらドルティは答えた。

　澄すんだ青空には、至高神の象徴ともいえる太陽が、西の空へ傾きながらも明るく輝いている。

「つい先日まで、わたしは己おのれの信仰に疑問を抱いたことはなかった」

「それがどうして？」

「アノスの大神殿から使者がきたからだよ。わたしをアノス大神殿の司教のひとりに任命するとのね」

「司教？」

　リーライナにとって、はじめて聞く言葉だった。

「ファリス教団の階位だよ。最高司祭を法王、高司祭を司教と呼ぶんだ。なかでも、アノス大神殿の司教に選ばれたということは、ファリス教団の最高位から二番目の地位に就いたことを意味しているんだ」

　ライスの説明を聞いて、リーライナは驚きのあまり、言葉を失ってしまった。

　目をぱちぱちさせて、天を仰いだままの姿勢で瞑めい目もくしているドルティを見つめている。

「おかしいと思うかね？　ささやかな奇跡すら起こせないこのわたしが、ファリス教団の第二位の名めい誉よ職しよくを与えられるのは」

「それで、冒険に出ようと決意したのですね」

　ドルティはゆっくりと目を開き、ライスを見つめかえした。

「修業と称して、冒険に出る神官たちのなんと多いことか。そして、そういった神官たちこそ、強力な奇跡を行なうことができる。あなたもそのひとりではないのか？　チャ・ザの神官よ」

　ライスは、こくりとうなずいた。

　極限の状況に身を置けば、人は自然に神を求めるものだ。何より、冒険では神の奇跡を必要とする場面もしばしば訪おとずれる。そんなときにこそ、人は神の声を聞き、その教えに触ふれることができる。

　ドルティはそんな状況に身を置くことで、自らを試そうとしたのだろう。

「あの不死なる魔物を目の前にしたとき、わたしは奇跡の力により滅ほろぼさなければ、と心の底から思ったのだ。神に祈りを捧げ、精神も集中させた。しかし、奇跡は起こらなかった。いや、起こすことはできなかった」

　祈ったからといって、かならず奇跡が起こるわけではないことを、ライスは知っている。心に迷いがあったときや、疲労が著いちじるしいときなど、よく失敗するものだ。なにより資質のない者は、いくら一心に祈ったとて、奇跡が起こるものではない。

　司祭たちは、いわば〝神に選ばれた者たち〟なのである。神聖魔法は、古代語魔法や精霊魔法と違い、努力したからといって使えるようになるものではない。

　子供の頃から神殿で暮らしたとて、神の声を一度も聞かずに生しよう涯がいを終えるものも珍めずらしくないのである。それどころか、二十人の神官がいたとして、そのうちの一人か二人しか神聖魔法の使い手たる真の司祭プリーストにはなれないのだ。

「奇跡も起こせぬような者が、アノス大神殿の司教となってもよいものだろうか。ファリス教団の頽たい廃はいの証あかしと受け取られるかもしれない。わたしは、それを恐れた。辞じ退たいするべきではないのかと、な」

　ドルティは、かなり思いつめている様よう子すだった。

　彼の苦悩は、ライスには分からない。司祭の地位はなくとも、奇跡は起こせるから。

　しかし、奇跡を起こせることで、自らの信仰に満足してはいないだろうか。ドルティが言ったように、奇跡を起こすだけが信仰ではないはずだ。神を信じ、その教えを自らの生きる柱とする。それこそが信仰の根本なのである。

「オレの信仰は正しいのだろうか。チャ・ザの教えのとおりに生きているのだろうか」

　ライスは、自みずからに問いかけてみた。

　しかし、その答は出てこなかった。おそらくは、一いつ生しよう涯がいをかけて追い求めてゆく問題なのだろう。

「人は弱い、それゆえ神にすがるのだ。自らの行ないが正しいか否いなか、審しん判ぱんを求めようとする。だが、神の声を聞ける者は限られている。いかに信仰心が厚くとも、神に選ばれなければ、それは叶かなわないのだから。不公平だと思わないかね。司祭とは、そういった不幸な信者を教え導くべき役割を担になっている、とわたしは思ってきた。自ら、そう実じつ践せんしてきた。だが、人々が司祭に求めるのは、奇跡の力だけだ。傷を癒いやし、病気を治なおす。奇跡に触れてはじめて、神の存在を信じ、教団に入信しようとする。多額の寄進を行なおうとする。まるで、本末転倒ではないか」

　冒険に出発する前にも、ドルティが同じ主しゆ旨しのことを言っていたのを、ライスは思い出した。

　信者たちが神殿に奇跡を求めれば、その代価として莫ばく大だいな額がくの寄進を要求される。それが教団にとって重要な財源となる。しかし、寄進を要求するもうひとつの理由は、奇跡によって救われる人の数が限られているということだ。全員を救えるほどには、奇跡を起こせる司祭たちはいない。救われない者を納得させるには理由がいる。それで奇跡を求める者には、寄進が必要とされるようになった。これが最善だとは、誰も思っていない。しかし、どの教団もこれに代わる方法を見つけられずにいる。

　神聖魔法を使う司祭たちがよく巡じゆん礼れいの修業に出るのは、修業の期間のみは無む償しようで人を救うことができるからだ。だが、ひとたび聖者の噂うわさが広まれば、奇跡を求める者たちが、その住いの門前に長ちよう蛇だをなすだろう。それゆえ、巡礼の神官たちは、ひとつの街、ひとつの村に長く留とどまれないのである。

　ドルティも、教団という組織と、信仰の本質との矛む盾じゆんに苦悩しているのだろう。その点では、ライスと似ているのかもしれない。ライスも同じ矛盾を感じ、幸運神の教団から離れ、自分なりの方法で信仰を貫つらぬこうとしているのだから。冒険者となった司祭の多くは、ライスと同じ理由からだと聞いている。

「わたしには、あなたは立派だと思えます。教団に疑問を感じながらも、その教団の高位の地位に自らを置いておられる。わたしには教団を批判することはできても改かい革かくすることはできません。しかし、あなたにはそれができる」

　ライスは、力をこめて言った。

　励はげまそうと思って言ったのではない。心の底からそう思ったのだ。

「力強い言葉だな。わたしもそう思えばこそ、この国の高司祭となった。アノス大神殿の司教になろうとも思った。しかし、奇跡を起こせる神官や司祭たちに言わせれば、奇跡を起こせぬ者が高司祭になっていることこそ、教団の腐ふ敗はいの証あかしだと映るらしい。教団が奇跡しか求められないようでは、信仰など無意味になるというのにな」

　ドルティに対し、そういった陰かげ口ぐちはいつも囁ささやかれていたことだろう。ドルティは自らの正義を信じ、それら中傷を黙殺してきたのだ。だが、アノス大神殿の司教職に招しよう聘へいされ、自信が揺ゆらいだのに違いない。

　アノス大神殿の司教になるということは、次代の法王──最高司祭の候補者でもあるのだから。そんな人物が、奇跡を起こせないでいいものか、とさすがに臆おくしたのだろう。

「話を聞いてて、事情は分かったけどさ」

　リーライナがライスの袖そでで引っ張って、自分に注意を向けさせた。

「この人の力になることなんて、誰にもできないよ。それに、いつも言ってることだけど、あたしは恋愛と信仰の問題は苦手なのよ」

　ライスはうなずくしかなかった。

　ドルティの悩みは、ライス自身、解決できないでいるのである。司祭の力になどなれるはずがなかった。

「……わたしたちは、仕事を続けようと思いますが」

　ライスにはそう言うしかなかった。

「そうか、足を引っ張ってしまったな」

　ドルティは立ち上がり、ライスに握あく手しゆを求めようとした。

　と、ふたりの聖職者のあいだにリーライナが割って入った。

「ちょっと待ってよ。このまま、帰ってしまうつもりなの？」

「しかし、わたしは……」

　リーライナの甲高い声に、顔をしかめながらドルティは答えた。

「言い訳わけはなしよ。冒険に加えてくれと言ったのは、あなたなのよ。だったら、せめてこの仕事ぐらいは付き合ってよね。教団がどうとか、奇跡がどうとか、あたしには分からないけど、責任だけは果たしてもらいたいわ」

　リーライナがドルティを励はげまそうとして言ってるのか、彼が責任を放ほう棄きしようとするのを本気で怒っているのか、ライスにはどちらとも分からなかった。表情を見ていると、単純に腹を立てている可能性のほうが高い。

「……自らが負った責任から逃のがれようとしてはならないということか。あなたの言うとおりだな」

　どうやら、ドルティは善意的な解釈をしたようだ。

　リーライナは白い歯を見せると、鷹おう揚ようにうなずいた。

「分かればいいのよ。館の奥にも怪物はいるかもしれないんだし、魔法が使えなくたって、武器を使って戦えばいいのよ。十分、あなたは役に立つわ」

　失礼な言葉だ、とライスは思わずにはいられなかった。

　もし、今のやりとりをファリスの信者が見たら、何と思うだろう。ドルティは間違いなく、このエレミアのファリス教団の頂点に立つ人物なのだから。

「話がまとまったようだの」

　いつの間にか地面にごろりと横になっていたオスターが、大あくびをしながら立ち上がった。
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　花壇の縁石に逆さまに立てかけていた彼の背丈よりも巨大な斧グレート・アツクスを取り上げた。

　チェペルは古代語魔法を唱えて、二体目のオークを創つくりだした。

　その魔法人形パペツトを先頭に、ライスたちは、ふたたび罠と怪物の待ち受ける館へと入った。
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　チェペルの発案が功こうを奏そうしたのか、それとも幸運神の恵みのおかげか、館の探索は順調に進んでいった。

　罠は数多く仕掛けられていた。二体目のオークは、天井から降ってきた槍やりぶすまに串くし刺ざしとなり、三体目は落とし穴に落ち、刺激臭のある液体にはまり、白煙をあげて動かなくなった。

　扉を開けたとたんに飛び出してきた矢を全身に受けて、四体目は壊れた。五体目は、高速で回転する刃のため、胴体をまっぷたつに切断された。

　探索は進んだが、目指す遺言状は見つけられなかった。ライスたちは、こればかりは自分たちで、いくつもの部屋を捜索したが、成果といえばオスターが罠のひとつに引っ掛かっただけだ。

　ある部屋で戸棚を開けたとたんに、背後から斧おのが飛んできたのだ。もしも、開けたのがオスターでなかったなら、首を切断されていたに違いない。

　オスターは豪ごう快かいに笑ったが、ライスたちにとっては心臓が凍こおるような思いだった。

　結局、すべての部屋をまわらされるはめになった。

　それでも、遺言状は見つからなかった。

　すでに捜そう索さくした部屋に巧こう妙みように隠かくされているのか、それとも発見していない隠し部屋があるのか、それすらライスたちには分からなかった。

「やっぱり、盗賊が必要よ。どんな罠があるかは、だいたい分かったんだから、依頼人に相談してみれば？」

　リーライナが疲れきった声で言った。

　緊張のしっぱなしだったので、それも無理はない。

　すでに、日は暮れている。

　リーライナが操る光の精霊ウイル・オー・ウイスプと、ドルティが手にするたいまつの炎が、ライスたちの周囲を白色と赤色の輝きで照している。

「前金を返せとか言われませんかね。装備を整えるのにかなり遣つかいましたから、半分も残っていませんよ」

　チェペルの顔色はかなり蒼あおざめている。

　自分の言葉に怯おびえていることもあろうが、それ以上に気力を使いすぎて憔しよう悴すいしきっている感じだった。彼は何体ものオークを創りだしており、すべての扉を魔法で開けた。もはや、魔ま晶しよう石せきは使いはたしており、もしもライスが神聖魔法で気力を与えなければ、気を失って倒れていたに違いない。

　ライスはしばしの思案ののち、とにかくも今日は引き上げようと言った。

　宿で休養を取り、対策を練ってから出直せばいい。明日になれば、体力も回復しているし、いい考えも浮かぶかもしれない。

　仲間たちは、喜んで賛成した。館は逃げるわけはないし、遺言状は生物ではない。

　不死の魔物たちと激しい戦いを演じた玄関の広間に戻り、ライスたちは玄関の扉を開けた。まだ月は天空に昇っておらず、館の外は闇に包まれていた。

　緊張から解放されて、ライスは深くため息をついた。

　中庭の地面に膝ひざをつき、とにかくも仲間たちが全員、無事であったことを幸運神に感謝した。

　そんなライスの姿をドルティが不思議そうに見下ろしている。

「どうかしましたか？」

　怪け訝げんに思い質問したライスに、ドルティはわずかに微笑んだ。

「なんでもない。ただ、信仰の正しい姿を見たように思ったのでな。神に感謝したいことがあれば、その場で膝をつく。とても、大切なことだ。わたしでさえ、しばしば忘れそうになる」

「わたしは、これ以外の方法を知りませんから……」

　ライスは司祭になる前に教団を飛びでたので、儀ぎ式しきや祭典に関する知識は深くない。教義や禁きん忌きを記しるした教典も、空んじているわけではない。

「君が神の声をはじめて聞いたのは、いつのことなのだ？」

　ドルティに質問されて、ライスは反射的に目を閉じた。

　瞼まぶたの裏側にそのときの光景が、はっきりと浮かびあがってくる。

「……ちょうど二十のときです」

　ライスはゆっくりと過去を語りはじめた。

「わたしの父は、知ラ識ー神ダに仕える司祭だったのです。ですから、わたしも神殿で育ちました。あなたと同じように」

「ラーダとな？　チャ・ザではないのか」

　ドルティが驚くのも、無理はない。誰に話しても、最初は信じてもらえないのだ。だが、それは紛まぎれもない真実である。

「神官となるべく修業もさせられましたが、わたし自身は野外を飛びまわっているほうが好きでしたね。昔は傭よう兵へいだったというある酒場の親父から斧おのを使った戦い方を教わったのも、その頃です。ラーダ神は崇すう拝はいしていませんでしたから、当然、神の声など聞けるはずがありません。ラーダの教義に疑問を抱いだいていたのではなく、おそらく、父に対する反発だったのでしょう。父は、やはり祖父から司祭位を受け継ついだのですが、奇跡を起こすことのできない司祭だったのです。そして、そのことを当然のように受け入れていました。あなたのような深い考えも、悩みもなくです」

「あるいは、それが普通なのかもしれないが……」

　ドルティはうつむきかげんに、つぶやいた。

「あるいは、そうなのかもしれません。ですが、あの頃のわたしには、そうは思えなかったのです。野や蛮ばんな行こう為いを戒いましめるラーダの教えを無視して、わたしは冒険者になろうと決めました。神官戦士ではなく、ただの戦士として。ところが、あの日、わたしは神の声を聞いたのです。それも知識神ラーダではなく、幸運神チャ・ザの声を……」

　あの日は、朝からよく晴れた一日だった。

　季節は夏。照てりつける日差しはきわめて強く、すこし日向を歩いただけでも肌はだが赤く焼けそうだった。

　ライスは同じく冒険者志望だった友人と、冒険の仲間を捜すべく隣の村へと出かけたのだ。本来の目的は果たせなかったが、山菜摘つみに出ていた二人連れの村娘と知り合い、森の泉で一通りのことを楽しんだので、まずは上出来の一日だったといえよう。

　夕方になり、村娘と別れて街へ戻もどろうとしたとき、突然、雷鳴が鳴なり響ひびき、大おお粒つぶの雨が降りだしてきた。

　近くには、雨をすごせる小屋のひとつもなく、やむなく、ライスたちは街道からすこし離れたところに茂しげっていた大木の木こ陰かげに走りこんだのだ。

　夏の通り雨だから、しばらくそこで待っていれば雨はあがるはずだった。

　事実、激しい雨が地面を叩たたいたのは、しばらくのことで、すぐに雨足は弱まった。

　雷鳴も遠くなり、ライスたちが木陰から出ようかと相談しはじめたときだった。

　突然の閃せん光こうがライスを襲おそった。

　全身が切り裂さかれたような衝撃があり、ライスはその場から吹き飛ばされていた。

　何が起こったのか、しばらく理解できなかった。

　落雷だと分かったのは、それまで身体を休めていた大木がまっぷたつに裂けているのに気づいたときだ。

　ライスの友人は、裂けて倒れた大木の下敷となって、すでに絶命していた。

「わたしは、自らの幸運を感謝しました。卑ひ劣れつなことながら友人の不幸を哀あわれむよりも先にです。そして、気づいたのです。わたしが幸運を意識したのは、友人の不幸を目の当たりにしたからではないか、と。もしも、ふたりとも助かっていたなら、神に感謝するほどの幸運を感じなかったに違いない、と。チャ・ザの声が心に響いたのは、そのときです」

「チャ・ザ神は、何と言ったのかね？」

「答を見つけよ、と……」

　幸運神はそう言ったのだ。

　幸運と不幸とが表裏一体であるのか否か、その答を見つけることを求められたのだ、とライスは悟さとった。

「かくも凄せい絶ぜつな体験をして、神の声を聞いた者はめったにいないだろうな」

　ドルティは、しみじみと言った。

　その口調は、まるでライスを羨うらやんでいるようだった。

「わたしは、もっと平へい凡ぼんだな。十五のとき、修業のため礼れい拝はい室にこもって、食と水を断ち、まる二日祈りつづけたあとの朝だった。夜明けの光とともに、至高神の威い厳げんに満ちた声が心に響いた。光のもとでは万人は平等である、と」

「神の声を聞いたですって？」

　ドルティの言葉に、ライスは驚きの声をあげた。

「当然だろう。神の声さえ聞けない者が、どうして信者を導みちびくことができる」

「そうではないのです」

　ライスの声は興奮のため、わずかにうわずっていた。

「神の声が聞こえる者で、奇き跡せきを起こせない者は、わたしの知るかぎりひとりもいません。わたしも、神の声を聞いたその日から、奇跡を起こせるようになりました」

「おそらく、わたしは例外なのだろう」

　ドルティは、残念そうに笑った。

「幼い頃から、信仰と奇跡の関係について疑問を持っていたためかな。偉い大だいなるファリス神は、わたしには語りかけるだけで、奇跡を起こす力はお与えにならなかったのだろう。公明であり、慈じ悲ひ深いことだとは思わないかね」

　ライスは答えなかった。

　ドルティの言葉の意味を真剣になって考えたからだ。

　何か、答が得られそうだった。

　そのとき、突然、背後から歓かん喜きの声が聞こえ、ライスは考えを中断させられた。

　驚おどろいて振り返ると、オスターが玄関前の石段を食い入るように見つめている。

「いきなり、大声を出さないでよ。心臓が止まるかと思ったわ」

　リーライナが胸を押さえながら、オスターに抗こう議ぎしている。

「そりゃ、申もうし訳わけなかった。ライスたちの話があんまり退たい屈くつだったもんで、石を眺ながめておったら、こんなものを見つけてしまっての」

「何を見つけたんですか？」

　チェペルは面めん倒どうそうな声で言った。彼の気持ちは、すでに宿屋のベッドに行っていたのだろう。

　リーライナが光の精せい霊れいを操あやつると、オスターの真上を漂ただよわせた。

「明かりなどいらんぞ。昼間は、そのせいで見落としとったんだからの」

「ドワーフだけあって、暗闇のほうが得意ってわけ？」

　リーライナは憮ぶ然ぜんとして、光の精せい霊れいを花か壇だんのところまで退たい避ひさせた。

　ライスとドルティのふたりも、石段のところまでやってきた。チェペルが面倒そうに続いている。

　オスターは石段を、あらゆる方向から調べている。

「仕掛けがあったのか？」

　彼は戦士としても一流だが、それ以上に優れた石工なのだ。

「あったとも」

　そう言うと、オスターはおもむろに立ち上がり、体重をかけて石段の一段目に乗った。二段目を飛ばし、三段目に乗る。そして、四段目を飛ばすと、五段目に飛び移った。

　ガシッという重い音が、どこからか聞こえてきた。

　オスターは満足そうにうなずくと、石段から飛び降りた。

　それが合図であったように、石段が小さな地ぢ響ひびきをたてながら地面に沈みこんでゆく。石いし臼うすをまわしたような音が、静せい寂じやくに包まれた夜の闇やみを細かく震わせる。

　どこまで沈むのかと思ったが、石段は唐とう突とつに止まった。

　つい先刻まで上り階段だったのが、今では見事な下り階段となっている。そして、その奥に木製の扉が見えた。

「隠し部屋ですか」

　チェペルが感心したように、覗のぞきこんだ。

「よく気づいたものだな」

　ドルティが感心して、石段を上ってきたオスターに理由を尋ねている。

「石段に乗ったとき、沈むような感覚があったからの。おまけに、小さな振動が足下から伝わってきおった。これはと思って、側面を見てみたら、石段は横に積まれているのではなく、縦たてに並べられておる。きわめつけは、石段の縦の面にすれたような跡があったことだの。おそらく、この仕し掛かけを創つくったのは、ドワーフの職人だろうて」

「お手て柄がらね」

　リーライナが、ぱちぱちと手を叩たたく。

「どうする、ライス？　新しい展開だけど」

「せっかく隠し部屋を見つけたんだ。入らなければ、オスターに悪いだろ」

「もう、オークは創れませんよ」

　チェペルが肩をすくめながら言う。

「大丈夫だろう。隠し部屋の扉には、罠わなは仕掛けないものだと聞いたことがある」

　ライスは先頭に立って、石段を降りると、玄関の扉の把とつ手てを慎しん重ちようにつかんだ。

　罠はないようだった。付け加えるならば、鍵かぎもかかっていない。

　ライスは扉を押し開けると、ドルティから受け取ったたいまつをかざし、地下の隠し部屋の中に慎重に一歩を踏ふみ出した。
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　そこは、大きな部屋だった。

　扉とびらはなく、太い石柱が何本も立ち、部屋の天井ともに、館全体を支えている。

　部屋の中にはベッドがあり、机もある。奥の壁には戸棚が設もうけられ、怪しげな薬くすり瓶びんや書物が並んでいる。魔術師の研究室のような雰ふん囲い気きもあるが、おそらくは毒薬を調合するための材料であり、教科書なのだろう。

「盗賊ギルドの先代の長おさは、きっとこの部屋で暮らしていたんでしょうね」

　階上にあったどの部屋よりも生活感のある室内をひとしきり見渡して、リーライナがぽつりとそう洩もらした。

「ひとつの窓もないこんな部屋で……。怖い気もするけど、かわいそうでもあるわね」

「そう思う気持ちは、とても大切だよ」

　ライスはリーライナを振り返ると、優しく微ほほ笑えんだ。

　全員で部屋に入り、室内を捜そう索さくした。

　目的の物はすぐに見つかった。

　机の上に、向きを整えられて置かれてあったのだ。

　血のように赤い封筒だった。後こう継けい者しやたちへ、との宛あて名なが表おもてにしるされている。

「さあ、これで仕事は終わりだ」

　ライスは手しゆ甲こうをはずすと、封筒を取りあげた。

　裏側に記されたサインの名前を確かめ、この館の主人の物に間違いないことを確認した。まるで国王が発給する親書のように、蜜みつ蠟ろうで封ぜられている。

　ライスは遺言状を、懐ふところにしまいこんだ。

「最初に気づいていれば、これほど楽な仕事はありませんでしたね」

　チェペルが自じ嘲ちようぎみにつぶやくのを聞いて、リーライナは彼の背中を思いきり叩たたいた。

「いいじゃないの。無事、仕事は終わったんだから」

　ライスは笑顔でうなずき、仲間たちに帰ろうと言った。

　が、その笑顔はすぐに強こわばった。

「どうしたの？」

　ライスの表情の変化をするどく読み取って、リーライナが声をかけてくる。

　ライスは右手を押さえていた。

　右手がまるで自分のものではないような、そんな違和感を感じたからだ。もっとも、その感覚はすぐにどこかに逃げていった。

「大丈夫だ」

　ライスは笑顔に戻り、先頭に立って地下の隠し部屋を後にした。そして、川沿ぞいの道を、エレミアを目指して、歩きはじめる。

　自由人たちの街道に出たところで、ドルティがライスに並びかけてきた。

「君たちの冒険の成功を祝福させてもらうよ、鴉からす羽根のライス。望みはかなわなかったが、君たちと出会えたことは、わたしにとって貴重な体験となるだろう」

「もったいない、お言葉です」

　ライスは頭を下げると、ふたたび手甲を取って、ドルティと握手をしようとした。

　だが、現われた右手を見て、彼の顔から血の気が失せていた。

　右手が、紫色に変色していたからだ。

「いったい、どうしたのだ」

　ドルティも、ライスの右手の変化に気づいたようだった。

「封筒の色がついたのでしょうか？」

　ライスの脳裏を悪い予感が掠かすめた。

　右手の指を動かそうとしたが、まったくできなかったのだ。

　と、突然、激はげしい眩め暈まいに襲おそわれた。

「どうしたの、ライス？」

　心配そうなリーライナの声が、遠くから聞こえてきたような気がした。

　頭がぐらぐらする感じがした。

　ライスは、その場でがっくりと膝ひざを落とした。

「ライス！」

　そう叫んだのが、誰なのかさえ分からなかった。

「封筒に触さわるな。毒どくが……」

　ライスはやっとのことでそう言うと、前のめりに地面に倒れた。

「毒ですって？　触っただけなのに」

　その甲かん高だかい声は、リーライナのものだろう。

　すでに目の前は真っ暗になっている。

「触れただけで、効果を発はつ揮きする毒をひとつだけ知ってます。半馬人の血ケンタウリ・ブラツドと呼ばれていたと思いますが……。でも、即効性ではなかったと記憶してます」

「どうして、それを早く言わないの！」

「封筒に毒が塗ぬられているなんて、誰も考えませんよ！」

「争っている場合ではなかろう。毒を中和する方法は、知らないのか？」

「そんなの知っているわけがありません。どんな製法なのかも、覚えてないんですよ。覚えているのは、半馬人の血が致ち死し毒どくだってことだけです」

「なぜ、そんなことだけ覚えているのよ！」

　リーライナの甲高い声だけは、よく分かるなとライスは心の中で微笑んだ。そして、同時に思った。

　自分は死ぬことになるのだろう、と。

　手紙に触れたのが、自分だけで良かったと心の底から思う。あの落雷のときのような思いは、二度とごめんだった。ただひとつ心残りなのは、チャ・ザに示された問いの答を見つけていないことだ。

　幸運と不幸とは、表裏一体なのだろうか。幸運は富と同じく、絶対的な量は関係なく、他人とどれだけ差があるかで実感されるものなのかもしれない。幸運を享きよう受じゆする者の陰には、かならず不幸を味わう者がいて、その逆もまた真なのである。

「意識をしっかりと持つのだ。わたしの神殿には解げ毒どくの魔法が使える司祭がいる」

　それでは間に合わないな、とライスは思った。

　かなり、意識が遠くなってきている。苦しいというより、全身の感覚がなくなり、自分という存在が希薄になってゆくようだ。

　そのときだった。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、突然、ひとつの考えが閃ひらめいたのだ。

「そうだったのか……」

　ライスは心の中でつぶやいた。

　閃いたのは、彼自身が求めていた問いの答ではなかった。それだけに、どうしても伝えねばならないものだった。

「……ドルティ司祭」

　ライスは苦しい息の下から、かろうじて声を出した。

「どうした？」

「言っておかねば、ならないことが……。あなたは奇跡を起こせないのではありません」

「あまり話すな。今は、わたしのことなどどうでもいいのだから」

　ドルティの口調は厳きびしかったが、不思議な暖かさに包まれていた。

「あなたは自みずから、奇跡を封じているのです。信仰の本質について悩むあまり……」

「わたしが？」

　ドルティは思わず、ライスに尋たずねかえしていた。

　だが、答はなかった。すでにライスは意識を失っていたからだ。

　生命の炎は消えつつある。しかし、まだわずかに燃えていた。

「自ら、奇跡を封じている、と。このわたしが……」

　ドルティは静かに目を閉じ、じっと心を澄すませた。

　奇跡の力を金で売る教団を疑問に思っていたのは間違いない。

　多くの信者たちが、奇跡だけを求めていることに対し、憤いきどおりを感じていることも。

　目の前のチャ・ザに仕える神官のように、教団に絶望を感じ、離反しようと考えたこともあった。それでも、教団に留とどまったのは神の声を聞くことのできない信者たちを、ひとりでも多く導みちびきたかったからだ。

　奇跡を起こしたとて、救える者の数は限られている。だが、神の声を伝えつづけていれば、幾千、幾万もの信者を救いうるのである。

　ドルティは迷わず後者を選んだ。

　奇跡を起こすことは、いわば自らの信仰を否定することであり、それゆえ心から奇跡を願ったことは今まで一度としてなかった。

　だが、不死の魔物と対決したときはどうだ？

　ドルティは自問してみた。

　精神を集中し、神に祈った。だが、自らを守るために奇跡を願うことに、心のどこかで迷いがあったのかもしれない。

　ドルティは、今、心の底から目の前の司祭を救いたいと思っていた。

　理由ではなく、それは衝しよう動どうであった。

　例外をつくらぬことだけで、公平たろうとした自分が愚おろかに思えた。目の前の一人を救えずして、どうして万人を救うことができようか。

　ドルティは瞑めい目もくし、精神を集中させた。一点の曇くもりもない青空のように、雑念はまったくない。彼の心は神に対していっぱいに開かれ、そこから、ひとつの祈りがほとばしる。

「偉大なる至高神ファリスよ……」

　祈りの言葉が自然と、ドルティの口をついて出てきた。

　精神と肉体に、不可思議な力が満ちてゆく感触があった。自らの体に神が降こう臨りんしたかと思えるような高揚感だった。

「全まつたき肉体を蝕むしばまんとする、邪じや悪あくな力を取り除のぞきたまえ……」
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　ライスが気がついたのは、宿屋のベッドの上でだった。

　そのときには、すでにドルティの姿はなく、いつもの仲間たちが心配そうに、彼を見守っていた。

「オレは助かったのか……」
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　ライスは変色していた右手がもとに戻っていることをたしかめ、気の抜けたような声でつぶやいた。

　真っ赤な目をしたリーライナが、ライスの意識を失ったあとのことを話してくれた。

　ドルティが奇き跡せきを起こしたのだという。解げ毒どくの魔法を使い、ライスの命を断とうとしていた恐るべき毒の効果を消滅せしめたのだ。

「思ったとおりだ。あの人は、自ら戒いましめて奇跡を封じていたんだ」

　ライスは、ベッドから上体を起こした。

　解毒の魔法は、修業を積んだ司祭プリーストでなければ使えない。ライス自身も、使うことはできない。修業不足なのは情けなく思うが、ドルティが自分より優れた司祭であるという事実には、不思議な満足感があった。

「これで、あの司祭は堂どう々どうとアノス大神殿に赴おもむけるな」

「他人の心配なんかしないで、自分のことを考えてくれない？　あなたは、半分以上、死んでたのよ」

　リーライナが怒っているような、泣いているような声で言った。

「心配させたね、リル」

　ライスは、申もうし訳わけなさそうに頭を下げた。

「そういえば、遺ゆい言ごん状じようはどうしたんだ？」

　ライスは思い出したように顔をあげると、チェペルに尋たずねた。

「ちゃんと依い頼らい人にんに届けましたよ。毒が塗ぬられていることも告げてね。依頼人はわたしたちの目の前で封筒を開封し、さっそく文面をたしかめていましたね」

「何て書かれてあったんだ？」

「知りたいですか？」

「やっぱりな」

　ライスは苦笑いを浮かべながら、そう答えた。

　あの遺言状のために、命まで失いそうになったのだから、やはり関心はある。

「この封筒を最初に手にして、なお生きている者を後こう継けい者しやと定める……」

　チェペルは、まるで宮廷魔術師のような態度で、謳うたうように言った。

「つまり、ライス。あなたがこのエレミア盗賊ギルドの後継者なのですよ」

「……謹つつしんで辞じ退たいもうしあげるよ」

「そう言うと思っていましたよ。依頼人には、あなたの代わりにそう伝えておきました」

　ライスには、先代という人間がとことん哀れに思えた。闇やみの組織の長として君臨しながら、その内心では猜さい疑ぎ心しんと孤独とが膨ふくれあがっていたのだろう。

「依頼人は、腹を抱えて笑ってたわ。こっちは、命いのち懸がけだったのにね」

「でも、悪い人じゃないですね。報ほう酬しゆうに見舞金を上乗せしてくれましたから」

「チェペルの価値判断は、いつも同じね」

　リーライナが床にしゃがみこんで笑いだす。

「あなたのようにころころと変わったら、どう接していいか迷うでしょう」

「違いないわ」

　リーライナは床を転げまわらんばかりだった。

　笑いながら、彼女は誰だれにも見られないように、涙を流しつづけた。




　翌よく日じつ、元気になったライスたちは、ドルティに別れの挨あい拶さつと礼を言うべく、ファリス神殿に立ち寄った。

　取り次いでもらうまでに時間がかかったものの、なんとか面会する機会は得られた。

　エレミアのファリス神殿はかなりの規模で、神官たちの数も百人は下らなかった。

　ドルティは高司祭の正装に身を包み、ライスたちを出迎えてくれた。

　ライスはさっそく命を助けてもらった礼を言った。

「おかしなことを言う。仲間を助けるのは、当然のことではないのかね」

「そうでした」

　ライスは、悪戯いたずらを見つけられた子供のように頭を下げた。

「ところで、アノス大神殿の招しよう聘へいは、お受けになるのでしょう？」

　ドルティはうむとうなずき、明日にでも出発しようかと思っていると告げた。

「奇跡だって起こせるんだし、もう恥はずかしいことは何もないものね」

　リーライナは、ドルティ司祭に対してもライスたちに話しかけるのとまったく同じ口調である。それが彼女のよいところだ、とライスはひそかに思う。

「たしかに、奇跡は起こすことができた。しかし、わたしが奇跡を起こすことは、二度とないだろう」

　穏おだやかな、しかし、揺ゆるぎない意志を感じさせる声で、ドルティは言った。

　司祭の心からは、もはや迷いは拭ぬぐわれているようだった。

「どうしてよ？　もったいないじゃない」

　リーライナは、驚いたようにドルティに顔を寄せていった。

「奇跡を使える司祭は、アノス大神殿にはいくらでもいる」

　ドルティは笑顔で答えた。

「わたしが奇跡を起こすまでもないことだ。それに、やはりわたしは思うのだよ。奇跡を起こせるのは選ばれた人間だけだ。救われなければならないのは、神に選ばれることなく、それでも神に救いを求める人間だ。それら人々を救うために、やはり奇跡は用いるべきではないと。もちろん、奇跡の力を否定するつもりはない。しかし、わたしのような司教がひとりぐらいいてもよいではないか。奇跡を使うことなき司教が存在することを知れば、奇跡のみを求める信者たちも、自らの信仰のあり方を見つめなおすかもしれん」

　ふうん、とリーライナは鼻を鳴らした。おそらく、司祭の言葉の意味が分からなかったのだろう。

　ライスにも、その真の意味は分からない。

　司祭の言葉に込められた真理を知るためには、何年、何十年もの苦悩や葛かつ藤とうが必要なはずだ。安易に結論をくだしては、取り返しのつかない間違いを起こしかねない。

「たった一度だけの奇跡ですか……」

　チェペルが感かん慨がい深げにつぶやいた。

「光栄じゃないですか、ライス。ファリス教団の最高司祭にもなろうかという人の、一度だけの奇跡を受けることができて」

　ライスは、何も答えなかった。答えるべきではないと思った。

　そのとき、ひとりの神官が姿を現わし、ドルティに儀ぎ式しきの時間が近づいていることを告げた。

　ライスは仲間たちに合図をすると、ドルティの手を取って、別れの挨拶をした。

「加護を祈らせてもらうよ、鴉からす羽根のライス。求める答が見出せることを」

「感謝いたします、ドルティ司祭」

　仲間たちもドルティと別れの握手を交わし、ふたたび四人になった羽根頭たちは、エレミアのファリス神殿を後にした。




　後年、ドルティ・フラストルはファリス教団の法王となり、「奇跡を知らぬ者」とのふたつ名で呼ばれることになる。

　自由人たちの街道を、軽やかな足取りで東へと向かうライスたちには、もちろん、その未来は分からない。しかし、彼らは知っている。

　ドルティが、ただ一度だけ奇跡を起こしたということを。そして、彼のもうひとつのふたつ名を。

　家鴨アヒル羽根のドルティ──

　そう、彼は五人目の羽根頭なのだ。







　解　説





水野　良






「剣と魔ま法ほう」という言葉は、ファンタジーの魅み力りよくを表わす代名詞とされています。ソード・ワールドをそのまま日本語に訳やくせば「剣の世界」になるわけですが、もちろん、この世界にも「魔法」は大きな要素として存在しています。超人的な肉体を持つ戦士たちが武器を振るって戦う姿も魅力的ですが、偉い大だいな魔法使いたちが呪じゆ文もんを唱となえ、不可能を可能にしてしまう場面シーンも、ファンタジーならではの醍だい醐ご味みといえるのではないでしょうか。

　まえふりが長くなってしまいましたが、本書は「魔法」をテーマにした短編、四編で構成されています。それぞれが、古代語魔法、精せい霊れい魔法、神聖魔法、呪じゆ歌かというソード・ワールド世界に登場する魔法を題材テーマにしているわけです。

　順に説明してゆきますと、この世界に満ちる魔力の源みなもと（これをマナと呼びます）を直接、操あやつるのが古代語魔法、自然や精神の力を司つかさどる精霊たちにお願いして（あるときは支配して）、彼らの持つ特殊な力を発はつ揮きしてもらうのが精霊魔法、天空の神々に祈き願がんし、奇き跡せきを起こしてもらうのが神聖魔法という設定になっています。もうひとつの呪歌はすこし特殊で、古代語魔法から派生した疑似的な魔法です。音楽や歌に本質的に秘められている魔力を研究し、魔法的な効果が表れる旋せん律りつや歌詩に仕上げたものだとご理解いただければいいでしょう。

　ソード・ワールドでは魔法の使い手たちを総称して魔法使い（ルーン・マスター）と呼んでいますが、魔法の系統ごとに独自の名称もあります。古代語魔法の使い手なら魔術師（ソーサラー）、精霊魔法は精聖使い（シャーマン）、神聖魔法は司祭（プリースト）、呪歌の歌い手を吟ぎん遊ゆう詩し人じん（バード）と呼び表わしているのです。

　テーブルトークＲＰＧではサイコロを振れば（「ソード・ワールドＰＣ」や「ソード・ワールドＳＦＣ」ではコマンドを入力すれば）、魔法をかけることができます。経験点を使えば、実力レベルも瞬しゆん時じにしてあがります。ですが、ソード・ワールド世界に住んでいる魔法使いたちがサイコロを転がしているはずがなく、経験点を使ってお気楽にレベルをあげているわけではありません。

　それでは、ソード・ワールド世界の魔法使いたちは、（この架か空くう世界の）現実ではどのように魔法をかけたり、修業をしたりしているのでしょうか？　ゲームでは抽ちゆう象しよう化かされがちなこの問題を取りあげてみようと思ったのが、本書のそもそものきっかけでした。ソード・ワールド世界の魔法使いたちの具体的なイメージを心に描くための手助けになれば、作者のひとりとして嬉うれしいかぎりです。もちろん、それと同時に、魔法というもっともファンタジー的な素材を扱ったストーリーをお楽しみいただければ、これ以上の喜びはありません。

　以下、作者の紹介と各作品の説明を簡単に行ないます。

「魔ま術じゆつ師しの遺産」の作者である白川剛ごうは、グループＳＮＥの第一期スタッフ募ぼ集しゆうのときに参加した中堅ちゆけんで、ゲーム・デザインを主に担当しています。独特のユーモアとゲーム感覚の持ち主で、武道の心得があるＳＮＥでは数少ない体育会系の人物です。作品も彼の個性を反映していて、ゲーム的な仕掛けをいくつも散りばめたユーモラスな話に仕上がっています。導どう師しになれない魔術師と魔術師にさえなれないドワーフの見習い──ふたりはそれぞれの目標を達成するため、古代王国の遺跡に「力」を求めて冒険に出かけます。そして、その冒険は彼らの想像をはるかに越えた危険なものになってしまいます。小説の舞台として古代王国の遺跡というソード・ワールド作品の典型を選びながら、主人公たちを冒険者ではない魔術師に設定したところに、今までにない斬新さを感じさせます。この短編が彼にとっては、処女作にあたります。

　精霊使シヤーマンいをテーマにした「風の泣く谷」は、白川剛と同期でＳＮＥに参加した江川晃の作品です。彼の担当は翻ほん訳やくで、富士見書房から近く刊行される「シャドウラン」の翻訳を手掛けています。大学院ではハイテク技術の研究を行なっていたというユニークな経歴の持ち主で、個人的な話で恐きよう縮しゆくですが僕の競馬仲間でもあります。確実なペースで原稿を完成させる、いかにも研究者的な仕事ぶりでしたが、なかなかどうしてファンタジーの雰ふん囲い気きあふれる作品に仕上がりました。狂える風の精霊たちが集う場所「風の泣く谷」の秘密に挑いどむ精霊使いを描きながら、父と子の葛かつ藤とう、さらには精霊と精霊使いの関係について描えがくなど、本格的な作品といえましょう。彼にとっても、この短編が処女作になります。

　もうひとつの作品は、昨年行なった第二期スタッフ募集から参加した新人、中川政博の「鎮ちん魂こん歌か幻げん想そう」です。新人とはいえ、『スチャラカ冒険隊、南へ！』で小説家としてのデビューはすでに果たしています。彼はＳＮＥに参加した当初から、小説やＲＰＧシナリオなどストーリーを作る仕事をこなしており、今後もこのソード・ワールド短編集で活躍することになるはずです。「呪歌」を扱った彼の作品は、タイトルが示すとおり、幻想的なイメージの濃こい作品となっています。住人が残らず消え去った街で次々と起こる不思議な事件の謎なぞを、主人公である吟遊詩人は解き明かしてゆくことになります。事件の展開の意外性や登場人物の性格づけの巧たくみさなど、さすがと思わせてくれます。

　最後に掲けい載さいされているのが僕ぼくの作品「ただ一ひと度たびの奇き跡せき」です。自分の作品を解説するのは恥はずかしいものなので、ここだけあとがき風に書かせてらいます。

「神聖魔法を使えぬ司祭が、たった一度だけ奇跡を行なう」というアイディアを思いついたのはずいぶん昔のことで、「ソード・ワールドＲＰＧ」のルールブックを書いているときから暖めていました。ただアイデアが抽象的すぎたのか、なかなかストーリーにできなかったのです。結局、「羽根頭」たちキャラクターに助けられる形で、なんとか作品にまとめることができました。

　それから、読んで気づいた人もいるかもしれませんが、物語の舞台なる館はソード・ワールドＰＲＧシナリオコンテスト受賞作品集『バラールの館』の規定部門で課題として出した館そのものです。課題を出すにあたって、こちらで用意していた回答例がちょうど作品にとって都つ合ごうが良かったので使ってみることにしました。

　もうひとつ、『ソード・ワールドＲＰＧ上級ルール』に設定されていた「ケンタウリ・ブラッド」という毒どくもありがたいものでした。この毒の設定がなければ、クライマックスの部分でもっと苦労していたに違いありません。

　アイディアの段階から完成まで、これほど苦労もし、またいろんな助けを借りた作品は他にありません。寝ているときに突然のごとくひらめいて、三十分でプロットまで完成させた前作「ロマールの罠わな」とはまったく対照的です。これだから、小説書きはやめられません。「羽根頭冒険譚たん」は僕自身とても気に入っているシリーズなので、これからも機会があるたびに書き続けていきたいと思っています。

　白川剛、中川政博、江川晃の次回作ともども、応援よろしくお願いします。







　魔術師の遺産




フィル・アーウェン（人間、男、23歳）

器用度＝13（+2）

敏捷度＝15（+2）

知力＝19（+3）

筋力＝14（+2）

生命力＝12（+2）

精神力＝15（+2）

冒険者技能　ソーサラー５、セージ２

生命力抵抗力：７

精神力抵抗力：７

冒険者レベル５


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）




攻撃力０　打撃力15　追加ダメージ０




ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力０　打撃力８　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少５



　魔法：古代語魔法５レベル　魔力８


　言語：（会話）共通語、西方語、上位古代語、下位古代語、ドワーフ語




（読解）共通語、西方語、上位古代語、下位古代語、ドワーフ語






ガイン（ドワーフ、男、35歳）

器用度＝18（+1）

敏捷度＝10（+2）

知力＝13（+2）

筋力＝20（+3）

生命力＝25（+4）

精神力＝23（+3）

冒険者技能　セージ５、ファイター１

一般技能　クラフトマン（石工）５

生命力抵抗力：９

精神力抵抗力：８

冒険者レベル５


　武器：素手（必要筋力０）




攻撃力４　打撃力０　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力２




　　鎧：クロース（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、ドワーフ語、ゴブリン語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、ドワーフ語






マジック・アイテム

スタッフ・オブ・ソーサリー

　名称＝スタッフ・オブ・ソーサリー

　宝物鑑定の目標値＝15

　魔力付与者＝〝力なきもの〟ウルフェン

　形状＝真っ黒なメイジ・スタッフ。腹には、銀色の上位古代文字で「ラ・サルカン」と彫りこまれている。

　魔力＝この杖の使用者は、あたかも自分が魔術師のごとく、７レベルまでの古代語魔術を使うことができます。

　しかし、呪文を一つ唱えるごとに、目標値16の精神力による抵抗ロールを行なわなければいけません。失敗すれば、杖に支配されてしまいます。

　抵抗に成功しても、呪文を唱えるごとに目標値が＋１されていきます。杖を１日以上手放せば、目標値は元の数値に戻ります。

　魔法などで意識を奪うか、ディザームなどの手段を用いて杖を奪いとれば、杖に支配された者は元に戻ります。





　風の泣く谷






リュテス（人間、男、27歳）

器用度＝15（+2）

敏捷度＝15（+2）

知力＝14（+2）

筋力＝16（+2）

生命力＝15（+2）

精神力＝18（+3）

冒険者技能　シャーマン７

生命力抵抗力：９

精神力抵抗力：10

冒険者レベル７


　武器：バスタード・ソード（必要筋力16）




攻撃力０　打撃力　片手16／両手21　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少７



　魔法：精霊魔法７レベル


魔力９




　言語：（会話）共通語、西方語、精霊語




（読解）共通語、西方語






ガザル（ドワーフ、男、67歳）

器用度＝16（+2）

敏捷度＝11（+1）

知力＝11（+1）

筋力＝20（+3）

生命力＝23（+3）

精神力＝23（+3）

冒険者技能　プリースト５、ファイター３

一般技能　クラフトマン（鍛冶師）５

生命力抵抗力：８

精神力抵抗力：８

冒険者レベル５


　武器：バトル・アックス（必要筋力20）




攻撃力５　打撃力　片手20／両手25　追加ダメージ６




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：プレート・メイル（必要筋力20）




防御力20　ダメージ減少５




　魔法：神聖魔法（マイリー）５レベル




魔力６



　言語：（会話）共通語、ドワーフ語


（読解）ドワーフ語






サラマンダー

シルフ

『ソード・ワールドＲＰＧ上級ルール　分冊２』をごらんください。




魔法

ブリザーブ・サウンド

分類＝精霊魔法（シルフ／風の精霊）

呪文レベル＝６

基本消費精神力＝30

距離＝10メートル

効果範囲＝半径５メートルの空間

持続時間＝永続

効果＝特定の場所に音を記録し、伝える

拡大＝範囲面積

説明＝この呪文は、特定の場所に音を記録し、それを伝える効果があります。シルフをその場所につなぎとめ、記録した音を他の相手に伝えさせるのです。音を伝える相手は、最初にその場所に足を踏み入れた人間などというふうに、ある程度任意に決めることができます。ただし、特定の相手を指定するには、術者が相手の特徴や姿を熟知していなければなりません。

　一度、音を伝えると、この呪文の効果は消滅します。





　鎮魂歌幻想






ルート（人間、男、20歳）

器用度＝22（+3）

敏捷度＝13（+2）

知力＝12（+2）

筋力＝18（+3）

生命力＝17（+2）

精神力＝19（+3）

冒険者技能　バード４、ファイター１

冒険者レベル４

生命力抵抗力：６

精神力抵抗力：７


　武器：バスタード・ソード（必要筋力17）




攻撃力４　打撃力　片手17／両手22　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力３




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少４




　呪歌：ララバイ、レクイエム、チャーム、ビブラート

　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、下位古代語、ドワーフ語、エルフ語




（読解）共通語、東方語






ファレン（人間、男、25歳）

器用度＝14（+2）

敏捷度＝10（+1）

知力＝18（+3）

筋力＝12（+2）

生命力＝14（+2）

精神力＝19（+3）

冒険者技能　セージ３、ソーサラー１

冒険者レベル３

生命力抵抗力：５

精神力抵抗力：６


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力７）




攻撃力０　打撃力12　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少３




　魔法：古代語魔法１レベル




魔力４




　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、上位古代語、下位古代語、ゴブリン語




（読解）共通語、東方語、西方語、上位古代語、下位古代語






呪歌

フォース・レクイエム

　この呪歌は、複数の効果をもっています。歌がかろうじて聞こえる範囲では、低音しか聞こえず、その音を聞いた霊を引き寄せる効果があります。近くで聞くと、レクイエムと同じ効果があります。

　この呪歌を歌うには、高度の楽器演奏と歌唱技能が必要とされます。この呪歌を歌うには７レベル以上のバード技能が必要です。

　アンデッドとなったエリサーナは、この呪歌を正確に歌うことができませんでした。旋律などはよく似ているものの、聞いた印象はまるで違っています。このため、呪歌の効果も微妙にずれていたのです。その歌は生者を呼び寄せ、身体から霊を抜き取るものとなっていました。





　ただ一度の奇跡






〝鴉からす羽根〟のライス（人間、男、29歳）

器用度＝19（+3）

敏捷度＝15（+2）

知力＝13（+2）

筋力＝17（+2）

生命力＝19（+3）

精神力＝16（+2）

冒険者技能　ファイター３、プリースト２（チャ・ザ）

生命力抵抗力：６

精神力抵抗力：５

冒険者レベル３


　武器：バトル・アックス（必要筋力17）




攻撃力６　打撃力　片手：17／両手：22　追加ダメージ５




　　盾：なし




回避力５




　　鎧：チェイン・メイル（必要筋力17）




防御力17　ダメージ減少３




　魔法：神聖魔法（チャ・ザ）２レベル　魔力４

　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語






〝梟ふくろう羽根〟のチェペル（人間、男、27歳）

器用度＝10（+1）

敏捷度＝９（+1）

知力＝13（+2）

筋力＝17（+2）

生命力＝15（+2）

精神力＝18（+3）

冒険者技能　セージ２、ソーサラー２

生命力抵抗力：４

精神力抵抗力：５

冒険者レベル２


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）




攻撃力０　打撃力15　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少２



　魔法：古代語魔法２レベル


魔力４




　言語：（会話）共通語、東方語、西方語、上位古代語、下位古代語




（読解）共通語、東方語、西方語、上位古代語、下位古代語






〝鵡オウム羽根〟のリーライナ（ハーフ・エルフ、女、38歳）

器用度＝17（+2）

敏捷度＝18（+3）

知力＝20（+3）

筋力＝14（+2）

生命力＝14（+2）

精神力＝16（+2）

冒険者技能　シャーマン３、ファイター１、セージ１

生命力抵抗力：５

精神力抵抗力：５

冒険者レベル３


　武器：レイピア（必要筋力14）




攻撃力３　打撃力14　追加ダメージ３




　　盾：スモール・シールド（必要筋力１）




回避力５




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少３




　魔法：精霊魔法３レベル




魔力５




　言語：（会語）共通語、エルフ語、精霊語




（読解）共通語、エルフ語、下位古代語






〝燕つばめ羽根〟のオスター（ドワーフ、男、48歳）

器用度＝14（+2）

敏捷度＝９（+1）

知力＝11（+1）

筋力＝21（+3）

生命力＝23（+3）

精神力＝26（+4）

冒険者技能　ファイター３

一般技能　クラフトマン（石工）５

生命力抵抗力：６

精神力抵抗力：７

冒険者レベル３


　武器：グレート・アックス（必要筋力21）




攻撃力５　打撃力26　追加ダメージ６




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：プレート・メイル（必要筋力21）




防御力21　ダメージ減少３




　会話：共通語、ドワーフ語

　読解：ドワーフ語






〝家鴨アヒル羽根〟のドルティ（人間、男、48歳）

器用度＝15（+2）

敏捷度＝17（+2）

知力＝19（+3）

筋力＝12（+2）

生命力＝16（+2）

精神力＝22（+3）

冒険者技能　ファイター３、プリースト７（ファリス）、セージ５

生命力抵抗力：９

精神力抵抗力：10

冒険者レベル７


　武器：ヘビー・メイス（必要筋力14）




攻撃力３　打撃力　片手：14／両手：19　追加ダメージ５




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：チェイン・メイル（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少７




　魔法：神聖魔法（ファリス）７レベル　魔力10

　会話：共通語、東方語、西方語、エルフ語、ドワーフ語

　読解：共通語、東方語、西方語、下位古代語
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